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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　某ぼう月某日。


「よせぇぇぇぇぇぇっ！」


　竜破斬ドラグ・スレイブを唱となえようとしたら、なんか必ひつ死しで止められました。


　あたしの前に両手をひろげて立ちふさがった金髪ブロンドのおっちゃんは、めちゃめちゃ必死の形ぎよう相そうで、


「リナくんっ！　今、きみが唱えかけていた呪じゆ文もん、かなり強きよう力りよくなものと見たっ！


　さては高こう出しゆつ力りよくの術で遺い跡せきを丸ごと吹ふっ飛ばすつもりだったなっ!?」


「まあ……そうだけど」


　唱えかけていた呪文を中ちゆう断だんし、あたしは素す直なおにうなずいた。


　とぼけようかとも思ったが、さすがにそれは通用しないだろう。


　なにしろ目の前のおっちゃん──タウラス＝マグリッドさんは、あたしと同業、すなわち魔ま道どう士しなのだから。


　としの頃ころなら三十半なかば。短い金髪ブロンドに、わりとがっしりしていてたくましいタイプのハンサムである。


　一見すると肉にく体たい派はで、鎧よろい兜かぶとが似に合あいそうだが、身につけているのは黒いローブに黒マント。こう見えてもこの人、ヴェイト・シティ魔道士協きよう会かいの副ふく評ひよう議ぎ長ちようだったりする。


　とーぜん術を使う時の混沌の言語カオス・ワーズは熟じゆく知ちしているわけで。


　ゆえにあたしが呪文を唱えはじめた時、その内ない容ようから、術の物ぶつ騒そうさを察さつしたのだ。


　しかしあたしも考えなしに呪文を唱えたわけではない。


　真ま顔がおでマグリッドさんを見つめ、


「けど依い頼らいの目的を考えると、これが一番確かく実じつかつ合ごう理り的てきなはずよ」


　自信をもってそう言った。


　──ヴェイト・シティに立ち寄ったあたしに、マグリッドさんが依頼してきたのは、遺跡に出しゆつ現げんした害獣ビーストの駆く除じよだった。


　しばらく前。


　街から離はなれた山中に、未み踏とうの遺跡が発見されて、ヴェイト魔道士協会から調ちよう査さ隊たいが派は遣けんされた。


　その調査隊のリーダーを任まかされていたのがこのマグリッドさん。


　ところが遺跡調査中、仕し掛かけられていた罠わなが作さ動どうし、侵しん入にゆう者しや撃げき退たい用ようと思われるビーストたちが遺跡の中に解とき放はなたれてしまったのだとか。


　ビーストたちの数は不ふ明めい。調査隊には死し者しやこそ出なかったものの、数名が、逃にげる途と中ちゆうにケガをした。


　調査隊が遺跡から出たあと、一いち応おう入り口を封ふうじはしたらしいが、ビーストたちがいたままでは内部調査もできないし、万まん一いちそいつらが外に出て、人を襲おそうようなことになったらおおごとである。


　そうなる前に駆除を、というのが依頼の内容だった。


　ならば。


「未調査の遺跡を吹っ飛ばすのは惜おしい、って気持ちはまあわかるけど」


　言いつつあたしはあたりを見回す。


　依頼を受けたヴェイト・シティからは、やや離れた山の中。


　マグリッドさんの案内でやって来たこの場所は、獣けもの道みちさえなく緑で埋うまり、ここからは街も街かい道どうも見えないが──


「ちょっと離れてヴェイト・シティ。山を越こえればカルマートの王おう都と。他ほかにもあたりには大小の村やら町やらがあるんでしょ？


　もしも何かの拍ひよう子しにビーストたちが遺跡を出て、そんな所まで足をのばして人を襲ったりしたら──それこそとりかえしのつかない大問題になるわ。


　なら、一番安全確実な手しゆ段だんをとるのがベストだと思うけど」


　……とまあ、もっともらしいことを言ってみる。


　ぶっちゃけると、遺跡ごと攻こう撃げき呪文で吹っ飛ばし、手っ取り早く依頼終了ということにしたいわけなのだが。


　指し摘てきにマグリッドさんは拳こぶしを震ふるわせ、


「リナくん。きみの言うことは、あるいは正しいのかもしれない。


　しかぁぁぁぁしっ！」


　叫さけんで彼は、びっ！　と遺跡の方を指さす。


　ここからはやや距きよ離りがあるが、緑に埋まる山の中、そのあたりだけぽっかりと、地じ面めんがむき出しになっているのが遠とお目めにもわかる。


　土ど砂しや崩くずれがきっかけで、そこに遺跡が発見される、というのはままあることだが、ここもたぶんそのパターンなのだろう。


「遺跡とは先せん達だつたちの生きた証あかし！　ならその証から伝えるべきものを後こう世せいへと伝えてゆくことも私たち魔道士としての責せき務む！


　もちろん、今を生きる人たちの身の安全は守らなければならない！


　だがっ！　だからといって努力もせずに、遺跡を消し去るというのは、先達たちの生きた証を否ひ定ていすること！


　そんなこと……私にはできないっ！


　リナくん、きみの案あんは正しいのかもしれないが、それはできうる限りの努力をした上、最後の最後の手段とするべきだっ！」


　……うーみゅ……


　あたしは内心、小さく呻うなる。


　熱い情熱を持っている人は、決して嫌きらいではないが……ともすればそーゆータイプの人は、情熱が先せん行こうしてまわりが見えなくなることもある。


　マグリッドさんがそーゆータイプの人でないならいいんだが……


　とはいえまあ、どーしても遺跡丸ごと吹っ飛ばしたいというわけではない。


　依頼料は、こーゆー展てん開かいになるかもしれないと予よ想そうした上での額がくで話がついている。


「……じゃあ今日は、ちょっと遺跡に入って偵てい察さつ、ってところね。


　遺跡のざっとしたつくりとか、ビーストがどれくらいいるかを把は握あくして。


　それをもとにして本格的な駆く除じよ計画を立てるってことで。


　ひょっとしたら、本格的な駆除には人数が要いるかもしんないし」


「ああ。わかった。


　待ってろよビーストどもめっ！　今からこの私が雇やとったリナくんが、貴き様さまらを一匹ぴき残らず倒たおしてやるからなっ！」


　めちゃめちゃ人任まかせなセリフを力いっぱい言い放はなち、マグリッドさんは遺跡に向かって歩みを進めるのだった。





　崩れたガケのその奥おくから、ぶ厚あつい石の壁かべが覗のぞいていた。


　壁の一部は取り除のぞかれて、奥には通つう路ろが左右に続いている。


　穴あなの前、むき出しになった地面には、大小さまざまな石が転ころがっていて──


「──ば──馬ば鹿かなっ!?」


　その光こう景けいを目まの当たりにして、マグリッドさんは驚きよう愕がくの声を上げた。


「どうしたの？」


　尋たずねるあたしに、彼はわなわな身をふるわせつつ、


「入り口は塞ふさいだはずなんだ！」


「──そういえば──」


　確たしかそんな話だったような。


　マグリッドさんは、ぽっかり開いた入り口を見やったそのままで、


「呪じゆ文もんで石人形ゴーレムを作って岩を運ばせ、この入り口の前に積つみ上げて、ちゃんと塞いだのを、私は確かにこの目で見ている！


　出られなくして、その間にビーストたちへの対たい策さくを立てる手はずだったんだ！


　なのになぜ、その岩が崩されている!?」


　……なるほど。とするとあたりに散らばる岩が、入り口を塞いでいたものか。


　岩には大小があるものの、気軽にほいほい動かせるサイズのものでないことは確か。


　ならば──？


　あたしは入り口そばに歩み寄り、あたりの地面を調べてみる。


　見れば穴のそばには──


「足あと」


「何!?」


　あたしのことばにマグリッドさんは駆かけ寄って来る。


　あたりの地面には、サイズの違う足あとがいくつか刻きざまれていた。


　つま先の向いた方向は──ぽっかり開いた穴の方。


　つまりは。


「誰だれかが入り口の岩をどかして、中に入って行った、ってことになるわね」


「そんな!?


　前の調査の時の足あし跡あとじゃあないのか？」


　彼の疑ぎ問もんに、あたしは足あとのうち一つを指さして、


「これを見て。


　入り口の岩をどかしたあとに、足あとがついてるわ。


　なら、答えは一つよ」


　マグリッドさんはしばし苦にがい表情で沈ちん黙もくすると、


「遺い跡せき泥どろ棒ぼう、という奴やつか」


「でしょーね。


　足あとの種類がいくつかあるから複ふく数すう。


　ついでに言うと──


　反対向きの足あとはついていない。


　つまり連れん中ちゆうは、入って行ったけど、まだ出ていないってこと。


　中でビーストにやられたのか、あたしたちの来るちょっと前に入って、現在おたから物ぶつ色しよく中ちゆうなのかはわかんないけどね。


　ともあれ、ほうっておけば、中で遭そう難なんされるか、あるいはおたからを持ち出されるか、ってことになるわけだけど──」


「なら行こう！」


　マグリッドさんは迷まよわず言うと、近くに落ちていた棒ぼうきれを拾ひろい、口の中で呪文を唱えて──


「明かりよライテイング！」


　棒の先に魔ま力りよくの明かりを灯ともし、即そく席せきたいまつを作り上げる。


「さあ行くぞリナくん！　何をぐずぐずしているっ!?」


「……って、マグリッドさんもいっしょに行くんですか？」


「もちろんだっ！　私は一度、ここに入ったことがあるんだ！　私が入らず、誰が中の案内をするっ!?」


　……正しよう直じき言うと、いざという時には、一人の方が動きやすくはあるのだが……こーゆーまっすぐさは嫌いではない。


　あたしは腰こしのショート・ソードを引き抜くと、その切きっ先さきに魔力の明かりを灯し、たいまつとして、


「──なら、あたしが先ってことで。後ろはマグリッドさんに任せます」


「ああ！　任せろ！」


　やたらと威い勢せいのいい返へん事じ。


　かくて。


　あたしとマグリッドさんの二人は、遺跡の中へと踏ふみ込むことになったのだった。





　光は闇やみをおしのけて、かわいた石いし壁かべを照てらし出す。


　壁のところどころにある出っぱりは、灯とう火かのためのものだろう。上のあたりがすすで黒く汚よごれていた。


　通つう路ろはさして広くない。普通に歩くぶんには何の支し障しようもないが、武ぶ器きを振ふり回すのには狭せますぎる。


「気をつけろ！　ビーストたちがいつ出てくるかもわからないからなっ！」


　あたしの後ろについて歩きながら、マグリッドさんは言う。


　一いち応おう声をひそめてはいるようだが、やっぱりことばにはムダに力が入っている。


　マグリッドさんの道案内に従したがって、あたしたちは、穴から入った通路を右へと進んでいた。


「りょーかい。で、どんな奴やつらなの？　そのビーストたちって」


「そうだな……トカゲ人リザードマンをもっとトカゲっぽくしたような感じだな。シッポと首が長く、頭の高さは、この通路の天てん井じように近い」


　言われてあたしは天井を見やる。飾かざり彫ぼりが施ほどこされており、高さは大人おとなの男が手を伸のばせば届とどくくらいか。


　この天井に近い背せの高さとなると、近くで見ればかなり威い圧あつ感かんもあるだろう。


「知性はなさそうだったが、問題は何匹びきいるかわからない、ということだ。


　二匹以上いたことは確かだが。


　見かけてすぐに全員で逃にげたから、戦いになった時、どれだけ手ごわいかはわからん。


　ただ少なくとも、調ちよう査さ員いんの全員がなんとか逃げ切ったことから考えると、人間より足が速いということはないだろう」


「なるほど」


　話しつつ、もちろんあたりに注意しているが、今のところ何の気け配はいもない。


「遺跡の構こう造ぞうは？　もちろん、わかってる範はん囲いでってことで」


「反はん対たい側がわに進めば、突つき当たりに、面めん倒どうなカギのかかったドアがあってな。前に調査に入った時には、そちらはとりあえずあとまわしにして、こっちを調べたんだ。


　だからまずは、勝かつ手てのわかっているこっちに進んでいる。


　もう少し行くと大きな部屋に出る。そこからが遺跡の本体だ。


　いくつもの分かれ道と、そして、いくつもの罠わなが待っている。


　ビーストたちを解とき放つことになったのも、そんな罠の一つだ。


　あれは……恐おそろしい罠だった……！」


「と、ゆーとどんな？」


　あたしは尋たずねる。


　こーゆー場所での罠といえば、特とく定ていの床ゆか板いたを踏ふんだり、ダミーのおたからを触さわったりすると発はつ動どうする、というのが定てい番ばんだが──


「その部屋からさらに進むと、いかにもな祭さい壇だんがあってな。


　祭壇にはいかにも怪あやしげなボタンがあって、大きな文字で『押すな』と……」


「それに引っかかったんかっ!?


　いや、人間、やるなと言われるとやりたくなるのが人にん情じようだけどっ！」


　思わず振ふり向きツッコむと、マグリッドさんは即そく座ざに、


「違うっ！　あまりにもパターン通りな見え見えの罠に、思わず私も『そんなベタな罠にかかるかぁぁぁっ！』と、ボタンに裏うら手てツッコミをかましてしまったのだっ！」


「ビースト解かい放ほうしたのあんたかぁぁぁっ!?


　結局罠にかかってるしっ！」


「リナくんは目にしていないからわからないんだっ！　あの罠の恐ろしさがっ！


　こちらのツッコミを誘ゆう発はつし、罠へと誘いざなう巧こう妙みような手て口ぐち！　まさに悪魔のごとき知ち略りやくの為なせる業わざっ！」


「……知略かなぁ……？」


　ちょっぴり首をかしげるあたし。


　……なるほど……副ふく評ひよう議ぎ長ちようの地位にある人が他に部ぶ下かも連つれず、あたしを雇やとって現げん場ばに向かったのは、自分が罠を作さ動どうさせた責せき任にんを感じてのことだったか。


　いずれにしろ、今さらマグリッドさんを責せめたところで仕し方かたない。


　……彼がこれ以上変な罠にかからないよう、注意する必要はあるだろうが。


　などと話しつつ進むうち。


　二人は同時に立ち止まる。


　通路の先に見えたのは、サビを浮うかせた鉄てつのドア。


「こちらにもカギはかかっていたが、開けるのにそう苦労はしなかった。が……」


　口ごもるマグリッドさんのあとを、あたしは続けた。


「確かに……半開きっていうのは気になるわね」


　横にスライドするタイプのドアは中ちゆう途と半はん端ぱに開いており、そのすき間からは光が漏もれている。


　足音を殺して近づいて、開いた隙すき間まから様子をうかがい──


「……なるほど……」


　つぶやくとあたしはドアを開け、その先へと踏み込んだ。


　やはり石いし造づくりの、大きな円えん形けいの部屋。


　おそらく先客が灯ともしたものだろう。天てん井じよう近くで魔ま力りよくの明かりが、あたりをしらじらと照てらしている。


　部屋の左右と正しよう面めんには、さびた鉄のドアが一つずつ。


　中に人の姿すがたはなく、かわりに──


「こいつがそのビーストね」


　あたしはそれを見て、言った。
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　部屋の真ん中よりやや右よりに、立ったまま氷づけになっている一匹の獣けものがいた。


　マグリッドさんの言った通り、リザードマンもどきといったその姿。翼つばさのない小さな竜ドラゴンにも見えないこともないが、前足とゆーか腕うでは不ふ釣つり合いに小さい。


「先客が、はち合わせしたビーストを呪じゆ文もんで氷づけにして奥に進んだ、ってことなんだろーけど……


　マグリッドさん、ここから先はくれぐれも気をつけてね」


「ああ！　わかっているとも！　前の時は準じゆん備びがなくて逃げるしかなかったが、今度はリナくんもいる！　ビーストごとき──」


「そーじゃなくて」


　無む意い味みにアツく語かたるマグリッドさんのことばをあたしは途と中ちゆうで遮さえぎり、


「もちろんビーストも問題だけど。


　先客──遺い跡せきドロボウたちにも気をつけてね、って言ってるの。


　かけられた魔力の明かりがまだ消えていない。


　でもってビースト一匹氷づけ。


　つまり、遺跡ドロボウの中に、攻こう撃げき呪文を使える奴やつがいる、ってことよ。


　……連れん中ちゆうからあたしたちがどう見えるかは知んないけど……出会ったとたん、攻撃呪文をぶっ放ぱなしてくる可か能のう性せいもあるわ。


　だから。


　たとえ出会った相手が人間でも、油ゆ断だんはしないでね、ってこと」


「ああ。わかった。心に留とめておこう」


　真しん剣けんなまなざしで、彼はこっくりうなずいた。


　それにあたしもうなずき返し、


「で、そっちで調査が進んでたのって、どのルート？」


「正面だ。そこを進めば、いくつか通路と部屋があった後、ビーストたちを解かい放ほうする罠のあった祭さい壇だんがある」


「じゃあとりあえずそこは外はずして……左の方からでも調べてみましょ」


　言ってそちらに歩き出す。マグリッドさんも異い論ろんはないのか、あたしのあとについて来る。


　そこにあるのは、さきほどとは違った鉄のドア。表面にサビが浮ういているのは一いつ緒しよだが──違うのは、ドアノブらしきものがないこと。


「……これって……」


　あたしがとまどっていると──


「こうするんだ」


　マグリッドさんは前に出て、ドアの端はしっこをむぞうさに手で押おす。


　それだけで。


　反対側の端を軸じくに、音さえ立てずにあっさり奥へと開いた。


「カギとかかかってないの？」


「ああ。私たちもそれを疑ぎ問もんに思った。だが考えれば理由はすぐにわかった。


　こういうドアじゃないと、ビーストたちが通り抜けられないんだ」


「──なるほどね」


　あたしはあらためて肩かた越ごしに、氷漬づけのビーストをふり返る。


　手のツメは大きく鋭するどいが、この手でノブや取っ手を摑つかむのはちょっと難むずかしいだろう。


　開いたその奥は、明かりのないまっすぐ延のびた通路。


　さっきの通路と似たようなつくりで、人もビーストも見あたらない。


　……床ゆかが石造りでなかったら、足あとくらいは見つけられたかもしれないが。


　部屋を出て通路に歩み入れば、バネでもしかけてあるのだろうか、後ろでドアが勝かつ手てに閉しまる。


　明かりをかかげて歩み行く、自分たちの足音が、やけに大きく響ひびいて聞こえ。


　やがてさきほどと同じようなドア。注意を払はらいつつ押し開け、くぐれば、さっきのよりは小さいが、やはり円形をした部屋。


　今度は左にドアがあり、見たところ他には何もなし。


　これまで通った所と同じく、壁かべや天井には飾かざり彫ぼりが施ほどこしてあり、そのあたりに隠し通路だの何かのスイッチだのがある可能性もなくはないが、今はくわしく調べている場合ではない。


　そのへんを無む視しして、左に先に進めば、また同じような通路の先に同じような部屋。


　ここにはくぐったのを入れてドアが四つあり、とりあえず左に進めば、またまた同じような通路の先に、やはり同じような円まるい部屋があったのだが──


　今度の部屋には変化があった。


　ドアは左右に一つずつ。これは変わりばえしないのだが──


　中央に円えん柱ちゆう状じようの台があり、その上には、首を傾かたむけたゴブリンの小さな石せき像ぞう。


　どこからどう見ても罠くさいが……近寄ると石像が動き、襲おそって来る、という感じではない。


「……マグリッドさん、くれっぐれも罠には注意するよーに」


「ああ！　わかってるさっ！」


　威い勢せいだけはいい返事を聞きつつ、台だい座ざに歩み行き、見れば──


　台座の上、像のやや手前にボタンがあって、そばには大きな文字で、


『押すか？』


「疑ぎ問もん形けいかっ!?」


　ツッコミと同時にあたしはゴブリン像の頭に、びしっ！　とチョップ一発！


　とたん！
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　ごんっ、とわずかにゴブリン像が、台座に沈しずみ、また上がり。


　……え……？


　ひょっとしてコレ、ゴブリン像の方が何かのスイッチ!?


　思った時にはもう遅おそい！


　ご……ごごごごごごごっ！


　地響き立てて部屋全体がなんだか揺ゆれはじめる！


　まさか──崩くずれる!?


「ほらきみだって引っかかった！」


「ンなこと言ってる場合じゃないでしょっ！


　とにかく脱だつ出しゆつっ！」


　勝ち誇ほこるマグリッドさんにあたしは叫さけび返し、きびすを返してもときたドアの方へと駆かける！


　マグリッドさんの方が先にたどり着き、ドアを手で押し──


　がぎんっ！　とはじき返される！


「開かない!?」


　焦あせりの声を聞きつつも、あたしもそばに到とう着ちやくし──


　揺れが。


　止まった。


　一いつ瞬しゆん立ちつくすあたしとマグリッドさん。


　結局、部屋は崩れたりしなかったが──


　しかし──なんという──


　なんという恐ろしい罠か。


　マグリッドさんの話を聞いた時点では、そんな罠にひっかかってんじゃねーよバーカバーカ、とか思っていたのだが、実際自分が目まの当たりにして、ようやくその恐ろしさが身に染しみる。


　あからさまなボタンへのツッコミチョップを避さけて像の方へとツッコめば、そちらの方が何かのスイッチになっているという、まさに悪魔のごとき知ち略りやく！


　この遺い跡せきを設せつ計けいした人間は、ツッコミ体質の人間というものを熟じゆく知ちした上で、数々の罠を設せつ置ちしているのだ！


　今のしかけが発動したことにより、一体何がどうなったのかはわからないが──


「とにかく、こんな部屋に長なが居いは無む用ようよ」


　言ってあたしはドアを押す。開かなくてもともとのつもりだったが、意外やあっさり奥へと開き。そこには通路とビースト──


『んのにゃぁぁぁぁぁぁっ!?』


　わけのわからん叫さけびを上げて、あわてて身を引くあたしたち！


　手を離はなせばドアは勝手に閉じて──


「──マグリッドさん！　逃にげずにドアを内側から支ささえて！」


　言うとあたしはドアの所にしゃがんで座すわり込み、口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめる！


「──！　ああ！」


　あたしの意い図とを察さつしてか、マグリッドさんもドアに手をかけ──


　どんっ！　と響ひびく重い音！　ドアがきしんで背中に衝しよう撃げき！


　ビーストが、向こう側からドアに体当たりをして来たのだ！


　やつらは体で押すことでしか、このドアを開けることができない。つまり、こちらからドアを支えていれば、入ってくるのをジャマできる。


　とはいえ──





　どんっ！





　二度目の突とつ進しんの衝撃は、さきほどよりずっと大きかった。座っていてなお、押されてわずかに前へと滑すべる。


　最初の突進でドアが開かなかったもんで、根こん性じよう入れてぶつかって来たな。


　だが、それも計算のうちっ！


　あたしは呪文を唱え終え、マグリッドさんに、その場を離れるようしぐさで合あい図ず。あたしもドアの前からどいて──


　ビーストの三度目の突進は、二度目よりさらに根性が入っていた。


　だがその時には、ドアを支えるあたしとマグリッドさんはいないっ！


　いきおいあまったビーストは、つんのめるように部屋に駆け込み、あわてて足を止めたその後ろから──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　こきすききぃぃぃぃんっ！


　あたしの放はなった冷れい気き呪文が、ビーストを氷づけにした！


「今のうちに！」


「わかった！」


　あたしとマグリッドさんは通路に飛び込み駆け抜けて、ドアをくぐって前の部屋へと。


　ここにも変わった様子はない。左右にドアがあるだけの何もない──


「……あれ……？」


　あたしは呻うめいて立ち止まる。


「どうした？」


「いや、この部屋って……」


　左右のドアに交こう互ごに目をやり、あたしは言った。


「ドア、四つあったはずよね」


「──！」


　指し摘てきに息を呑のむマグリッドさん。


　そう。像がある部屋の前に、通り過ぎた円まるい部屋。そこには四方に一つずつドアがあったはず。


　なのに今この部屋には、左右と、あたしたちの後ろに一つ、つまり合計三つのみ。


「まさか……さっきのスイッチで、ドアが消えた……？」


　マグリッドさんのつぶやきに、あたしはドアがあったはずのあたりに歩み寄り、壁かべを調べる。


　ここにも壁には飾かざり彫ぼり。それにカモフラージュさせる形で、ドアを隠かくしたのではないか、とも思ったのだが……


「違うみたいね……」


「ならどういうことだ？」


　彼の疑問に対する答えを、あたしは思いついていた。


「たぶん、だけど……


　部屋が回ったんでしょーね」


「部屋が!?」


　あたしはマグリッドさんの方をふり向き、うなずいて、


「同じよーな通路に同じよーな部屋。


　侵しん入にゆう者しやを迷まよわせるよーなつくりになってるってことは間ま違ちがいないわ。


　なら。


　なんで部屋が円いのか、ってことを考えれば、そーゆー答えが出てくるわ」


「なるほど……部屋を回して、自分の位置を混こん乱らんさせる、ということか」


　さきほどの揺れ──まっ先に、部屋が崩れる危険を考えて焦あせったのだが、今思い返してみれば、確かに部屋が回っていたような感じではあった。


「迷わされた、ということか」


「その公こう算さんは大きいわね……


　とりあえず、戻もどれる所まで戻って確かめてみましょ」


　あたしの提てい案あんに彼はうなずき、二人はきびすを返すのだった。





「最悪だな……」


　ドアの向こうを目にして、マグリッドさんは憮ぶ然ぜんとつぶやいた。


　部屋が回っていると悟さとったあたしたちは、一いつ旦たんゴブリン像の間まへと戻り、そこから帰り道を捜さがしはじめた。


　最初に入った部屋から像の部屋までは、途中で二つの部屋を通っただけ。


　単たん純じゆんに考えるなら、そのぶんの道と部屋とをしらみつぶしに調べれば、もとの部屋へとたどり着くはず。


　だが──侵入者を迷わせる意い図とで作られたものが、そう甘あまいつくりになっているはずもなく。


　途中で開かないドアがあり、試ためしに攻撃呪文を使って、ドアをぶち破やぶってみれば──


　その向こうは石の壁になっていたのだ。


「脱だつ出しゆつは不ふ可か能のうということか」


　つめたくひろがる石の壁をにらみつけ、マグリッドさんは奥おく歯ばを嚙かみしめる。


　……いや。深しん刻こくに盛もり上がってるところ悪いけど……


「あ。それはだいじょーぶ」


　あたしは即そく座ざに彼の懸け念ねんを否ひ定ていした。


「あたし、地精道ベフイス・ブリングって穴あな掘ほりの術を使えるから。


　いよいよとなったら、それで穴を掘って逃げるってテはあるから」


「しかし！　部屋が回ったせいで、自分たちが今、どちらを向いているのかもわからないんだぞ！


　穴を掘っても、出口に近づいているのか、それとも逆に遠ざかっているのかもわからないだろ!?」


　彼の指し摘てきはもっともだが──あたしは指を一本立てて、


「そんなの上向きに掘ればいーのよ。


　ま上に向かってトンネル掘って、浮遊レビテーシヨンの術で登ってゆく。そーすりゃイヤでも地上に着くでしょ」


　指摘に彼は、拍ひよう子し抜ぬけした表情で、


「……そ……


　それもそうか。


　なるほど。そういう手があるんだな。


　一瞬、すごいピンチだなと思って盛り上がったんだが……」


　なにゆえちょっぴり残念そうなのか。このおっちゃんは。


　あたしは小さく肩をすくめ、


「とは言っても。


　このぶんじゃあ、侵しん入にゆうした誰だれかさんたちを見つけ出すのには、ちょっと苦労しそうね」


「ああ。


　しかしっ！　いざという時の脱出手しゆ段だんがあるというなら、探たん索さくを続け──」


　マグリッドさんのそのことばが、しかし終わりもせぬうちに！


　ご……ごごごごごごごっ！


　突とつ如じよ襲おそった地じ響ひびきと揺れは、さきほどと同じものだった！


　回っているのだ！　また部屋が！　そうと意い識しきしてみれば、部屋が左回りに動いているのがはっきりとわかる。


　しかし。


「何っ!?　なぜ部屋がっ!?」


　よろけつつ、驚きよう愕がくの声を上げるマグリッドさん。


　そう。この部屋には別に何の罠わなもスイッチもない。にもかかわらず、動いたということは──


　揺れがおさまる。動きが止まる。


　ぶち破ったドアの先。壁だったところに、今は通路が出しゆつ現げんしていた。


　一瞬の沈ちん黙もくが石の部屋に落ち──


「たぶん……遺跡ドロボウたちが部屋を動かすしかけを触さわっちゃったのね……


　全部が全部かは知らないけど……動くのはスイッチのある部屋だけじゃない、ってことね……」


　あたしはげっそりと吐はき捨すてた。


「ずいぶんとやっかいな仕し掛かけだな」


「同どう感かん。ついでに言うと……


　部屋を回すしかけの他に、ビーストを解かい放ほうするのやら、たぶん他の罠なんかもある。


　つまり。


　この遺跡をちゃんと歩くには、部屋を回すしかけと、それ以外のものを見分けて、回すしかけだけをうまく使って歩くしかない、ってことよ。


　あーもーめんどくさい！」


　これは……法則がわかっても、地図を描かくのは苦労しそうである。想そう像ぞうしただけでヤになって、あたしは片手で頭をぐしゃぐしゃ搔かいて。


「ああ。だがぼやいていても仕方ない。


　とりあえず先に進もう」


　対するマグリッドさんはやる気まんまん。となればあたしとしても、つきあわざるを得えないわけで。


　あたしはちょっぴり投げやり気ぎ味みに、


「じゃあとりあえず……ここ進んでみる？」


　目の前に開いた通路を指さし──


　その時。


　光が現あらわれた。


　ただまっすぐに延びた通路。その先のドアが開け放はなたれて──


　立っていたのはいくつかの人ひと影かげ！


　出たな遺跡ドロボウ！


　後ろの連れん中ちゆうはよく見えないが、先せん頭とうの一人はローブにマントの魔ま道どう士し姿すがたをした男。片手にかかげた棒ぼうきれに、魔力の明かりをかがやかせ。


　その魔道士の顔を見て、


「──ルイス!?　ルイスなのか!?」


　どうやら知った顔らしく、あたしの後ろでマグリッドさんが驚おどろきの声を上げる！


　だがその声に返ってきたのは──


「氷の槍アイシクル・ランス！」


　魔道士の放つ攻撃呪文だった！
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（踊おどる迷めい宮きゆう：つづく）
















　次回予告





　複ふく雑ざつ不ふ可か解かいな構こう造ぞうの迷宮。ここは一体何なのか？


　探たん索さくの行き着く果はてにはどんな秘ひ密みつが待っているのか？


　そして、マグリッドと迷宮泥どろ棒ぼう一いち味みとの関係は!?


　今のところザコでしかないビーストたちに出番はあるのか!?


　さまざまなどーでもいい謎なぞを秘ひめつつ、次回、『踊る迷宮』後編！


　雑ざつ誌しに載のってる迷めい路ろを逆からたどりつつ待て！




踊る迷宮［後編］













　あらすじ





　カルマートの王おう都とからも近いヴェイト・シティで、リナが魔ま道どう士し協きよう会かいのえらい人、マグリッドから依い頼らいされたのは、最近山の中で発見された遺い跡せきに出る害獣ビーストの駆く除じよだった。


　だが、二人で現場に行ってみれば、封ふうじられたはずのそこには、誰だれかの入った痕こん跡せきが！


　遺跡泥どろ棒ぼうのしわざと踏ふんで、中へと入るリナとマグリッド。


　そこは、円形の部屋と通路が無む数すうに連つらなるという、妙みような構こう造ぞうの迷めい宮きゆうだった。


　踏み入った二人は、狡こう猾かつ極きわまる罠わなにかかり、すべての部屋を回転させる仕し掛かけを作さ動どうさせてしまう！


　やがて、自分たちの位置を見み失うしないつつも進むリナたちの前に姿すがたを見せた泥棒。その正しよう体たいは──!?
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　危あぶない、と、声出す前に蹴けり一発！


「けばぶっ!?」


　マグリッドさんは変な声とともに、通つう路ろの前から横向きに吹ふっ飛とんだ！


　反はん動どうであたしも反対がわへと跳とび──


　そのあとを、魔道士の放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんが行き過すぎる！


　冷れい気きの槍やりは部屋を貫つらぬき、向かいの壁かべに当たって氷こおりをはりつかせた！


　一いち撃げきをやり過ごしたその直ちよく後ご、あたしは口の中で呪文を唱となえつつ、通路を覗のぞいて──


　だがその時には、通路の先に相手の姿はすでになく、いくつもの足音が遠ざかってゆくのみ。


　追いかけようかとも思ったが、マグリッドさんと離はなれたところで、部屋が回るしかけがまたまた作動でもしたら、はぐれるおそれが多々あった。


　とりあえず──


「知り合い？」


　よろよろと身を起こすマグリッドさんに目をやり、あたしは問いかける。


　彼は相手を、ルイス、と呼んだ。


　ならば、知った相手なのだろう。


　彼は動どう揺ようを瞳ひとみににじませながら、取り落としたたいまつがわりの棒ぼう切きれを拾ひろいつつ、


「……ああ……


　先せん頭とうにいた魔道士……あれは外ほかでもない、私の部ぶ下かだ。


　前にここを調ちよう査さした時、同どう行こうした者の一人で、ルイスというんだが……


　けれどまさか、あいつが遺跡泥棒の一いち味みだとはっ……！」


　だんっ！　と拳こぶしを壁にうちつける。


　あたしは小さくため息ついてから、


「……知り合いに裏うら切ぎられるのはショックだとは思うけど……


　ま、あんまし落ち込まないこと。


　世せ間けんじゃあ時々あるから。こーゆーこと」


「……あんたは驚おどろかないんだな」


「まーね」


　と、小さく肩かたをすくめる。


　正しよう直じきなところを言うと。


　遺跡ドロボーたちに、ヴェイト・シティの魔道士が関係している可か能のう性せいは、わりとはじめから予よ想そうはしていた。


　最近見つかり、魔道士協会の調査が中ちゆう断だんしている遺跡を、たまたまタイミングよく遺跡ドロボーたちが発見した──


　などという可能性よりも、発はつ掘くつに関かかわった魔道士の一人が欲よくにかられて、適てき当とうな連れん中ちゆうに声をかけ、おたからをいただこうとしている公こう算さんの方がよっぽど高い。


　研けん究きゆう者しやタイプの魔道士たちにとって、資し金きんとゆーのは、いくらあってもありすぎる、ということはないのだから。


　もちろんそんな話がマグリッドさんにとって面おも白しろいはずもなく。ゆえにあたしも口には出さなかったのだが。


「で？　どーするの？　知り合いだとわかった以上」


「どうもこうも。


　知り合いならばなおのことっ！　なんとしてでもこんなことはやめさせるっ！


　協力してくれるか、リナくん！」


　あたしの問いに、迷まよいすら見せず答えるマグリッドさん。


　なかなか──いい返へん事じである。


　あたしは小さく笑みを浮うかべ、


「オッケー。


　もとより、ビーストをどうにかしなくちゃなんないわけだし。それに遺跡ドロボーがプラスされたからって、べつにどーってこともないわ」


「すまない！


　なら早さつ速そく、やつらを追うぞ！


　追う方法はリナくんにまかせるっ！　さあ早くっ！」


「いきおいがいいわりには人まかせかっ!?」


　思わずツッコミを入れるあたしに、しかし彼はやっぱり毎まい度どのいきおいで、


「当然だ！


　言っておくがリナくん、組そ織しきのえらい人なんて大だい体たいそんなものだぞっ！」


「うわ言い切ったっ！」


　いや。それがあながち間ま違ちがいとゆーわけじゃあないけど、えらい人が人前でそれを言うのはどーかと思うぞ。


「……まあ、それじゃあ──」


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、先の通路に踏ふみ入ってゆく。マグリッドさんもあたしといっしょについて来て。


　少し進んだその場所で、あたしは足を止めふり向いて──


「霊氷陣デモナ・クリスタルっ！」





　ぎむんっ！





　あたしの放はなったその一発が、部屋を巨大な氷ひよう塊かいで埋うめつくす！


「……何をやってるんだ？」


　眉まゆをひそめて問うマグリッドさんに、


「通れる所を塞ふさいでんのよ」


　と、あたし。


「連中を追いかけるにしても、行き違いになったり、ビーストたちとのはさみうちに遭あったりするのは面白くないわ。


　こーやって、通った部屋を氷で塞いでおけば、目め印じるしにもなるし、連中やビーストの動きを制せい限げんできるでしょ」


　壁や天てん井じようを壊こわした方が足止めとしては確かく実じつだが、遺跡を壊すことにもなるし、土ど砂しや崩くずれを引き起こす危き険けんもある。


　その点、氷なら足止めにもなるし、ほうっておけば溶とけてなくなり、遺跡を傷きずつけることもない。


　説明しつつ、通路の先へと歩みを進める。


「あ、それと。


　今からは、これまで以上に注意しながら進んでね。


　遺跡ドロボーたちはたぶん、こっちの口を塞ぎにかかってくるだろーし」


「口を……！」


　さらりと言ったあたしのことばに、マグリッドさんは思わず足を止め、


「い……いや、あのルイスが……！　いくらなんでもそんなことまで……！」


　あわてて足を動かして、あたしのやや後ろにつきながら。


　しかしあたしは肩をすくめて、


「害獣ビースト対たい策さくに唱えてた呪文をつい発動させちゃったんだと思うけど……


　ともあれ相手は、あなたに名前を呼よばれて、攻撃呪文をぶっ放したのよ。


　つまり、もう引き返せない状じよう況きようになっちゃった。


　少なくとも──ルイス、だっけ。彼とその仲間はたぶんそう思ってる。


　となれば彼らの取るべき行動は、おとなしく罪つみを認みとめるか、今すぐ逃にげて姿すがたをくらますか。


　でなければ──


　あたしたちの口を封ふうじるか。


　けど、あたしたちを黙だまらせるって以外の道を選んだ場合、ここのおたからはあきらめるしかない。


　ルイスはともかく、仲間たちはそれじゃあ納なつ得とくしないでしょーね。


　そう考えるとやっぱし、相手が手て荒あらなテに出てくる可か能のう性せいの方が高いわ。


　何にしても。


　油ゆ断だんはダメ、って話よ」


「……ああ。わかった」


　マグリッドさんは真ま顔がおでうなずいて。


　そしてあたしたちはまた、通つう路ろを先へと進むのだった。





　いくつのドアを壊したか。


　いくつの部屋を氷こおりで埋うめたか。


　もう自分でもよくわからない。


「しかし……どこまで広いんだ……この遺跡は……」


　マグリッドさんがうんざりとつぶやいたのは、また出くわしたビーストを、あたしの冷気呪文が氷漬づけにしたあとのことだった。


　これで、倒たおしたビーストは五匹ひき目。


　しかしこれだけ進んでも、遺跡ドロボーたちとはいまだ再会せず、遺跡の果はてが見える様よう子すもない。


「広いって言っても、無む限げんにひろがってるわけもないわ。


　確かく実じつに連中を追いつめてるはずよ」


　あたしのことばは、半なかば自分に言い聞かせるためのものだったりはするが。


　これだけ同じ状況が続くと、さすがにあたしもうんざりである。


　一つ一つの部屋も決して大きくないし、通路も一本一本はまっすぐ。そんなつくりのモノが、やたらといくつもいくつもいくつもあるのだ。


　進んで部屋を氷で塞いでまた進み。時おり出会ったビーストをなぎ倒す。そんなことのくり返し。


　ビーストたちがもっと強ければ、緊きん張ちよう感かんも持てただろうが、あたしにとっては楽らく勝しような相手。


　……まあ、もちろん、手ごわい敵てきを望のぞんでいるわけではないのだが。


　なんとゆーか、単たん純じゆん作さ業ぎようのくり返し、といった感は否いなめない。イヤにもなろうとゆーもんである。


　でもってもちろん途と中ちゆうには、いくつもの罠わなの部屋もあった。


　部屋を回すしかけか、あるいはもっと別の罠か。彫ちよう像ぞうなどが置いてあり、ボタンのそばには、『包ほう括かつ的てきに鑑かんがみて押すことが必かならずしも良好な結果を招まねくものとの判はん断だんには至いたりませんでした』とか『これは幸せのボタンです。押したミッキーさんは商売にも成功、異い性せいにもモテモテ！　今ならこの幸せのボタンがひと押したったの銀ぎん貨か二枚で！』とか『押したければ押せ。だがそんなことでこの俺おれは止まらない！』とか、さまざまなツッコミ待ちコメントのオンパレード。


　むろんあたしもマグリッドさんも、もはやそんなものにいちいち引っかかったりするはずもなく。


　ツッコミを入れたい所を、唇くちびるを嚙かみきってその痛みで耐たえてみたり、ふらふらとツッコミを入れそうになった一方を、もう一方が往おう復ふくビンタで正しよう気きに戻もどしたりと、すべて問題なく乗り越こえてきたのである。
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「だが、ルイスたちが実はとっくにこの遺跡から逃げ出している、という可能性もあるんじゃないか？」


　彼の意見にうなずいて、遺跡を出ようと提てい案あんするのはたやすいが、それでは何も解かい決けつしない。


「可能性それがゼロだとは言わないけど……


　部屋を回すしかけを、あたしたちとあいつらが一回ずつ動かしてるから、まだ道に迷まよって、あたりをうろついてる可能性の方が高いでしょーね。


　……ま、さすがにもーちょっと続けて、それでも出会わないなら──」


　あたしはそこでことばを切った。


　どうしたのか、と聞きかけて、マグリッドさんも動きを止めた。


　声が──


　聞こえた。


　複ふく数すうの人間が言い争あらそう声。


　あたしたちが今いるのは、他の所とさして違ちがわぬ円まるい部屋。


　真ん中には、たった今あたしが氷漬けにしたビーストが彫ちよう像ぞうとなって佇たたずんで、部屋の四方に四つのドア。


　あたしたちが入ってきたドアを背にして向かって右、声がしたのはその先から。


　──やっと出会えたか──


　とはいえここでへたをうち、逃げられては元も子もない。


　あたしは呪文を唱えつつ、マグリッドさんにしぐさで合あい図ず。


　部屋の中央で氷づけにしたビーストの陰かげに身を隠かくす。


　声はだんだん近づいて来て──


「だからオレは、遺跡潜もぐりなんて辛しん気き臭くせぇマネは嫌きらいだって──」


　声とともにドアが開き、踏ふみ込んだ男は足を止めた。


　氷漬けのビーストを見て驚おどろいたのだろうが──これこそが、あたしの待っていたその瞬しゆん間かん！


　床ゆかを蹴けって飛び出すと、唱えた呪文を解き放つ！


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザーっ！」


　生まれ出た青い光の衝しよう撃げき波はは、戸口に佇む戦士ふうの男に向かってまっしぐら！


「ちぃっ！」


　男は横へよけるのではなく、通路に身を引き、ドアを引いて盾たてとする！


　身をかわせば後ろの仲間に当たると読んだか！　悪くない判はん断だんである！　が！


　こぅっ！


　青光は、盾となったドアにぶつかって──


『ぐぅっ!?』『がっ！』『ひっ!?』


　同時に重かさなるいくつもの悲ひ鳴めい！


　悪いがこっちが一枚上うわ手てっ！


　あたしが放ったこの術は、青い光の衝撃波が、さまざまなものを通り抜けつつ目標の精神と肉体、両面にダメージを与える、というものである。


　光は盾となったドアをすり抜け、通路にまっすぐ並んでいた連中を貫つらぬいたのだ！


　これで一気に一いち網もう打だ尽じん──


　と思った矢先。


『い……今のは……？』『一いつ旦たん退ひくぞ！』『けどゴメスが……』『ほっとけ！』


　聞こえたのはいくつかの声といくつもの足音。


　しとめ切れなかった!?


　あたしはあわてて次の呪文を唱えつつ、ドアに向かってダッシュをかける！　閉しまったドアを手で押して──


　しかし押せば開くはずのドアは、わずかに動いたそのあとで、重い手ごたえを伝えてくる。


　向こうに誰だれかが倒たおれてつっかえているのだと気づき、今度は引き開ける。


　そこには戦士姿の一人が倒れ伏ふしていた。さきほど顔を出し、すぐに引っ込んだ男である。


　あたしが放った今の一発、貫かん通つう力りよくはあるものの殺さつ傷しよう能のう力りよくは高くない。直ちよく撃げきしても、しばらく失しつ神しんする程てい度ど。


　うまく全員に直撃させられなかったか、それともドアと先頭の男を貫いた時点で、威い力りよくが大きく減げんじたか。


「追うわよっ！」


「あ……ああ！」


　あたしの呼よびかけに、マグリッドさんはようやくビーストの陰かげから飛び出して、こちらに向かって駆かけて来る。


　それを確かめると、あたしは口の中で攻撃呪文を唱えつつ、通路の先へと向かってダッシュ！


　駆け抜けて、ドアをくぐったその先は、やはりかわりばえのしない部屋。


　またまた四方にドアがあり──左の一つが揺ゆれていた！


　そっちかっ！


　あたしはドアに駆け寄ると、先の気け配はいを探さぐりつつ、ドアに手をかけて──開ける！


　またまた通路。相手の姿はまだ見えず。とはいえこの先に行ったはず！


　駆け込もうとして──あたしは気づく。


　マグリッドさんが来ないことに。


　──？


　ふり向いて引き返し、出てきたドアを開けようとした──その時！


　ご……ごごごごごごごごごごっ！


　振しん動どうとともに部屋が揺れる！


　部屋が──回っている!?


　遺跡ドロボーたちが、部屋を回す例のしかけを使ったかっ!?


　ほどなく部屋は動きを止める。


　しかし、もうその時には。


　あたしは今、自分がどちらを向いているのか、わからなくなっていた──





「どうすんのサこのあと！　相手、なんか、わけのわかんない攻撃呪文を使って来たじゃん！


　おかげでゴメスもやられちゃったし！


　話が違いすぎるよ！」


「落ち着け。慌あわてたところでどうにかなるもんじゃない」


　ヒステリックな女の声を、男の声がたしなめる。


　とはいえその男の声にも、余よ裕ゆうの色は無なかったりするのだが。


　そこにまた別の男の声が。


「……ともあれ。部屋を動かすしかけを作動させたのだ。これで少しは時間が稼かせげるはずだ。


　その間に策さくを練ねる」


　ほほう。まだ時間があると思ってますか。





　どがン！





「はい残念氷の矢フリーズ・アローっ！」


　ドアを蹴けり開け呪文を放つ！


　不ふ意いを突つかれた三人のうち、左にいた、見た目盗とう賊ぞくっぽい大男が冷気呪文の直撃を受けて、瞬時に氷の像ぞうと化す！


　連中の悲鳴はそのあとで響ひびいた。


　やはり似にたようなつくりの部屋。四方にドア、部屋の中央に台だい座ざがあって、その上にはドラゴンの像とスイッチが。


　むろん考えるまでもなく、遺跡の部屋を回転させるためのものだろう。


　遺跡ドロボー──ルイスたちはゆーちょーにも、この部屋で作戦会議をはじめようとしていたらしい。


　その結果が、これである。


　あたしに続いて後ろからマグリッドさんが姿を現あらわし──


「馬ば鹿かな！　なぜこんなに早くこの部屋にたどり着く!?」


　魔道士ふうの男──ルイスは、台座をはさんだ反対側で、驚おどろきの声を上げる。


　無ぶ事じなもう一人、軽けい装そうの女はあわててルイスのそばへと駆かけ寄った。


　こちらは狩人かりゆうどふうのいでたち。弓ゆみ矢やでも構かまえれば絵になりそうだが、持っているのは短い槍やりと、腰こしの後ろにナタ一いつ丁ちよう。


　仲間があっさりやられたせいか、完全に腰が引けている。


　ルイスは部屋を回すしかけを動かし、時間を稼いだつもりでいるようだったが──


「なんでも何も。


　確かに部屋が回って、自分がどっちを向いてるのか、わかんなくはなったけど。


　ドアは四つしかないんだから、一つ一つ試ためしても、そんなに時間かかんないし」
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　指し摘てきに呻うめく魔道士ルイス。


　さきほど──


　マグリッドさんは、あたしの術を食らって倒れた男のことが気になって、歩みが遅おくれたらしいのだが、部屋が回って止まったあと、すぐにドアから姿を見せた。


　ならばとーぜん、そこから見て左がルイスたちの逃げた先、ということになる。


　追うのにはなんの苦労もなかった。


「……ルイス……お前が遺跡泥棒なんて真ま似ねを……なぜだ？」


　マグリッドさんの問いかけに、魔道士は口もとをゆがめて、


「……副ふく評ひよう議ぎ長ちようどのにはわかるまい……研けん究きゆう資し金きんで苦労するというのが、どういうことなのか……？」


　やっぱし動どう機きはそんなところか。


　自じ嘲ちようの笑みを浮かべるルイスに、マグリッドさんは困こまった声で、


「しかし……お前の研究にスポンサーがつかないのは、ナマコの研究なんてわけのわからないことをやっているからであって……」


「ナマコっ!?　って海にいるあの？」


「ナマコを馬鹿にするな！」


　思わず問い返すあたしに、ルイスの声に怒いかりが混まじる。


「貴き様さまもしょせんは俺の……いや、ナマコのことが理り解かいできんか！


　五年だ。


　俺は五年間、ナマコのことを研究し続け、ついに！


　三さん杯ばい酢ずで食べるとちょっと珍ちん味みだという発見にまで至いたった！


　あと一歩！　あと一歩なのだ！」


　あと一歩なんだ。それ。


　……いや。どこを目め指ざした研究なのか知んないけど。


　地方によっては昔っからナマコを食べてるみたいだよー、とか言ってやろうかとも思ったが、とりあえず、かわいそうなのでだまっておくことにする。


「だが！


　海から離はなれたこの場所まで、ナマコを無ぶ事じに届とどけるのにも資金がいる！


　他に方法は無なかったんだよ！」


　……そ……そぉかなぁ……


　マグリッドさんは苦く渋じゆうの表情で、


「資金面での苦労はともかく……


　だからといって、協会で調査を予定している遺跡に盗ぬすみに入るなど、許ゆるされるわけがないことくらいわかるだろう!?」


「わかってるさ！　けどもうこうなっちゃあ、あとには引けないだろうがっ！


　──シルビィ、わかっているな」


「……う……ああ……」


　ルイスの呼びかけに、横の女が呻うめいて槍やりを構えなおす。


「……どうしても……やるというのか……」


　マグリッドさんの呻きに、ルイスは口を開き──


　だがその時！


　ばたむっ！


　横手のドアが突とつ然ぜん開き、現れたのはビースト一匹ひき！


　全員一瞬動きを止めて──


　最初に我われに返ったのがあたし。口の中で呪文を唱となえはじめ──しかし！


　それが注意を引いたのか、ビーストは、ゆるんっ、とその首をあたしの方へと向けた！


　キりぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！


　変な鳥にも似た雄お叫たけび一つ！


　気け圧おされ、身を引くマグリッドさんとルイスたち！


　あたしは大きく床ゆかを蹴けり、部屋のまん中にある台座を、ビーストへの盾たてにするようにまわり込む！


　こちらの動きに反応し、ビーストもゆっくりと歩みを進める。


　台座を間に置いてあたしとビーストはにらみあい──


　キあぅッ！


　一いつ丁ちよう前まえにフェイントのつもりか、ビーストは首を突つき出しひと声吠ほえて。


　しかしその余よ計けいな小こ知ぢ恵えが命取り！　ビーストがムダな動きをするうちに、あたしの呪文は完成した！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　放つ一いち撃げきがビーストを氷に閉とざしたその瞬間！


　ルイスはくるりときびすを返し、手近なドアへと飛び込んだ！


「えっ……！　ちょっ……!?」


　あわてて女もあとを追う！　──って、ここまで来て逃にがすかっ！


　次の呪文を唱えつつ、あたしはルイスたちに追いすがる。ともについてくるマグリッドさん。


　だが、可能性は低いとはいえ、相手が待ち伏ぶせを狙ねらう危き険けんもある。うかつにドアには飛び込めない。


　先の気け配はいを探さぐりつつ、ドアを開け、駆かけ、次の部屋を抜け。


　警けい戒かいのぶんだけどうしても足が鈍にぶる。双そう方ほうの距きよ離りはちっとも縮ちぢまらない。


　だが、もう一つ先の通路に入った所で、あたしの呪文が完成した！


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザーっ！」


　こうっ！


　青い光の衝撃波は、通路の先を行くルイスたちの背中に向かって一直線！


「かふっ!?」


　後ろを駆ける女の背中に直ちよく撃げきし、通り抜けた光は、そのままルイスの背中に──


　突き刺ささろうとしたその寸すん前ぜん。


　ルイスは次のドアにたどり着き、がむしゃらに飛び込み、そのまま左へ！


　一いち撃げきはルイスの背中をかすめつつ、外はずれて虚こ空くうを貫つらぬいたのみ！


　ちっ！　おしいっ！


　あたしはまたまた次の呪文を唱えつつあとを追いかける！


　たぶん気き絶ぜつしているはずの女のことはとりあえず無む視し！


　次の部屋から次の通路に。ドアを蹴り開け次の部屋へと──


　入ったとたん。


　風ふう景けいが一いつ変ぺんしていた。


　そこは、今までとは明らかに違う部屋。


　いや、部屋というよりホールと呼んだ方がいいかもしれない。


　がらんとした、四角くて広い空間。


　正しよう面めんには、呆ぼう然ぜんと佇たたずむルイスの後ろ姿すがた。
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　さらにその向こう、彼の視線が向いた先には──


　大きな人の顔が浮うき彫ぼりにされた、やたらと大きな石のドア。


　この先が──遺跡の中心部？


　ルイスのみならず、あたしも、そして、わずかに遅おくれてきたマグリッドさんも、思わず足を止めていた。


　石のドアの向こうには、何かの明かりがあるらしく、すき間から光が漏もれ入っている。


「……ここが……」


　呆然たるマグリッドさんのつぶやきを──


「──提てい案あんがある──」


　ルイスの静かな声が遮さえぎった。


　こちらに背中を向けたまま、


「決着は、この奥を見たあとにしてはくれないか。


　こういう事じ態たいになったとはいえ、そちらもこちらも、ともに知ち識しきを求める魔道士。


　先を見ぬまま倒たおれては、心残りというものだろう」


　その声には、どこか悟さとったような響ひびきがあって。


　どうやら覚かく悟ごを決めたらしい。


　──とはいえっ！


　だーれが聞くかそんなことっ！　こっちの油ゆ断だんを誘さそう策さくかもしれないとゆーのにっ！


　あたしは唱えておいた呪文を──


「──わかった」


　解とき放はなつよりわずかに早く。


　マグリッドさんは半歩前に出て、あたしの前をさえぎるように手を上げる。


　いや甘あまいよマグリッドさん！


　などと思えど──今この状況で術をぶっ放せば、マグリッドさんの手に直撃し、ルイスには当たらない可能性もあった。


　仕し方かたなく、あたしは無む言ごんでうなずいた。


　それが見えたはずもないが、ルイスはゆっくりと歩みはじめた。


　巨大な石のドアに向かって。


　そのあとに、やや距離を置いてあたしとマグリッドさんが続く。


　もちろんあたしは、ルイスがおかしなマネをしたら、即そく座ざに攻こう撃げきできるよう、唱えた呪文はそのままで。


　罠わなの有う無むでも確かめているのか、ルイスは表面の彫ちよう刻こくをしばらく調べてから、ドアに手をかけ──


　一瞬、その動きを止める。


「……カギがかかっていない……」


　肩かた越ごしにこちらに目をやり、小さくつぶやく。


　疑ぎ問もんに眉まゆをひそめるあたし。


　こんな、いかにもな感じのドアにカギもなし？


　ここが遺跡の奥ではないのか。それとも何かの罠なのか。


　ルイスはその手に力をこめて。


　ゴ……ゴゴゴゴゴゴ……


　ドアは重い音を立てつつも、意外とあっさり奥へと開き、まばゆい光がさし込んで──


『──!?』


　その先にひろがった光こう景けいに、一同は思わず息を呑のんでいた。





　鳥が鳴ないている。


　白い雲くもに青い空。おひさまの光がむき出しの大地を照てらし。


　ちょっと離れた所では、帽ぼう子しに作さ業ぎよう服ふくのおっちゃんが一人、草むしり。


「……何コレ……」


　つぶやいた声が自分のものだったのだと、あたしがそう気づくのは、もう少しあとになってからのこと。


　だだっ広ぴろいむき出しの地じ面めんを、石造づくりの席がぐるりととり巻いて。


　これではまるで──


「──おや。なんだあんたら？」


　草むしりをしていたおっちゃんが、こちらに気づいて、のんびりとした声を上げて歩み来る。


　麦むぎわら帽子がなんだかやたらと似に合あっていた。


「いや。あの。」


　目を点にして、マグリッドさん。


「ここ、何？」


　と、先をルイスが続ける。


「何って」


　麦わら帽子のおっちゃんは、足を止めるとあきれた顔で、


「見りゃわかるだろ。闘技場コロシアムだよ」


　あ。やっぱし。


　見た目から、そんな気はしていたけれど。


「え？　ころしあむ？　え？　けど」


　混こん乱らんするルイスに、おっちゃんは、子供に説明するような口ぶりで、


「だから。


　ここは、カルマートの王様が造らせたコロシアムなんだって。


　お披ひ露ろ目めはもう少し先だけどね」


　カルマート王が？


　無む言ごんで眉をひそめるあたし。


　そういえば確かに、遺跡に入った所から、山を一つ越こえたら王おう都と、って位置関係だったけど……


「……でも……地下……」


　自分たちが出てきた後ろを肩越しに指さして、ごにょごにょつぶやくマグリッドさん。


「ああ。たいしたもんだろ。


　この広場を普通のコロシアムみたいに使うこともできるし、そこの遺跡ふうの迷めい路ろを使ったいろんな競きよう技ぎもできるようになっとるらしいぞ」


「遺跡ふう」


　つぶやくマグリッドさんの顔は、いまや完全に引きつっていて。


　遺跡ふう、ということは、つまりは本物の遺跡じゃないということで。


　そんなこっちの動揺を、麦わらおっちゃんは知ってか知らずか、まるで我わがことのようにじまんげに、


「聞くところによると、魔法で中の様子を観かん客きやく席せきから見ることもできるらしい。


　いろんなしかけもしてあるし、わしは見たことはないが、都みやこの魔道士さんたちに頼たのんで、きめら、とかいうカタキ役の動物まで用意したって凝こりようさ。


　なんともたいしたもんだ。


　──けどあんたら、そんなことも知らないってことは、まさかどっかから迷まよい込んだのか？」
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　マグリッドさんとルイスは無言で顔を見合わせて──


　あたしはよーやく事じ態たいを理り解かいした。


　……なるほど……そーゆーことか……


　土に埋うもれ、長い間未み発はつ見けんだった遺跡で、大がかりなしかけが問題なく作さ動どうし、エサもなさそうなこんな場所で、ビーストという生き物がうろついているのは、普通ならありえない。


　だがそれは、長い時を経へてなおしかけを動かす建けん築ちく技ぎ術じゆつと、侵しん入にゆう者しやが現あらわれるまで、生き物を生きたまま長ちよう期き保ほ存ぞんできる魔道技術が取り入れられていることを意味している──とも考えていたのだが。


「……あー」


　あたしは疲つかれたにがわらいを浮うかべ、


「……ここの迷宮、山の中をけっこー遠くまで掘ほり進んでるでしょ？


　ちょっとしたガケ崩くずれがあって、迷めい宮きゆうの一部が顔を出して──


　どーやらあたしたち、それを遺跡だと思い込んじゃってたらしーわね」


『──ええっ!?』


　呻うめきはマグリッドさんとルイス、二人の口から同時に上がる。


　なるほど……ビーストたちが、番犬がわりにしては弱いと思っていたのだが……


　競技用に作られた合キ成メ獣ラだというのなら、まああんなものだろう。


「じゃあ……宝たからとかは!?」


　ルイスの上げた声に、麦わらのおっちゃんは、笑い声を上げ、


「そうか。本物の遺跡と思ったか。


　それは残ざん念ねんだったなぁ。


　おたからは、ここのお披露目が終わって競技がはじまりゃあ、賞品として置かれるらしいぞ。


　競技に参さん加かしてがんばれば、もらえるかもしれんよ」


「……えぇぇぇぇぇええぇぇ……」


　がっくりとその場にひざをつくルイス。


　その一方で。


「──リナくん──」


　マグリッドさんは、多少動どう揺ようの色を見せつつも、あたしのそばにやって来て、


「……どうしようこの事態」


　むろんのこと、答えは決まっている。


　あたしは青い空を見上げ、言った。


「あたしは依い頼らい料りようさえちゃんともらえれば、どーでもいーです」


「……えぇぇぇぇぇええぇぇ……」


　返事にマグリッドさんもまた、ルイスと似にたような声を上げたのだった。





　事件は終わった。


　……いや、まあ、あくまでもあたしにとっては、の話ですけど。


　ルイスの仲間たちの救きゆう出しゆつとか、迷宮を壊こわしちゃったりビーストを倒たおしちゃったりしたぶんの補ほ償しよう問題とか、ルイスと仲間たちの処しよ分ぶんとか、むずかしい問題は、いろいろ山ほどあったのだが。


　めんどーなことになるのはヤなので、あたしは依頼料だけ無む理り矢や理りぶん取って、とっとと立ち去りました。


　おそらく今、この同じ空の下。


　マグリッドさんはきっと、いろいろ大変なことになってるんだろーな、などと思いつつ、あたしは一人、カルマートの王都を避さけて旅を続けるのだった──







（踊おどる迷めい宮きゆう：完）





Ｇゴールド・Ｂバグ伝でん説せつ［前編］
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　道を一人で歩いていると、突とつ然ぜん行く手に得え物ものを手にした男たちが飛び出して、金を出せと迫せまってくる。


　よくある旅の風ふう物ぶつ詩し。


　最初はそれかと思っていた。


　が。


「……旅行者なのか……？」


　男の一人はあたしを目にして、とまどいの声を漏もらした。


　あたしはバンダナに黒いマントの魔ま道どう士しスタイル。でもって街かい道どうを歩いていたのだ。これが旅の魔道士以外の何に見えるとゆーのやら。


　だがそうつぶやいたということは、男たちはあたしのことを、一体何とかん違ちがいしていたのか。


　とはいえあたしの方にもかん違いはあったらしい。


　待まち伏ぶせの気け配はいを悟さとり、てっきり野や盗とうか何かだと思い、口の中ではもうすでに攻こう撃げき呪じゆ文もんも唱となえ終わっていたりするのだが──


　目の前にいる男たちは、どーやらそのテの連れん中ちゆうではなさそうだった。


　手にした得物は棒ぼうきれや火のついたたいまつ。よくわかんないけど、ヤカンやシーツを油ゆ断だんなく構かまえている奴やつもいたりする。


　服ふく装そうも、鎧よろい兜かぶとなどではなく、なんかそのへんで野の良ら作さ業ぎようでもするようなノリ。


　でもって男たちの顔には、必ひつ死しさこそあれ、野盗たちの持つ凶きよう悪あくさはない。


　……しかし、彼らが野盗でないのは確かく実じつとしても、ヤカンやシーツで装そう備びした集団の正しよう体たいは何かと問われれば、ちょっぴし答えに困こまるのだが……


　とりあえず、吹ふっ飛ばす必ひつ要ようはなしと判はん断だんし、あたしは唱えていた呪文を解といて口を開く。


「何だと思ったのよ一体」


　言ったそのとたん、男たちの肩かたから一いつ斉せいに力が抜ぬけた。


「……しゃべった。しゃべったぞ」「旅人かよ」「ふぅ。おどかしやがって……」


　口々につぶやきながら、隠かくれていた岩いわ陰かげやらしげみの奥おくに戻もどって行って──


「──ってちょっと待ったっ！　何なんだ、って聞いてんのよっ！」


　思わず声を上げるのに、男たちは動きを止めて、


「──ああ。済すまん。相あい手てを間ま違ちがえたんだ。気を悪くしないでくれ」


　言ったのは、ヤカンを手にした男だった。


　こーゆー場合、発はつ言げんするのはリーダー格、というのが相そう場ばではあるが……


　リーダー格の得物がヤカン……？


　あらためて男を見れば、としの頃ころなら二は十た歳ち前ぜん後ご。あかぬけてはいないものの、なかなかハンサムなにーちゃんである。頭に巻いたタオルから黒い髪かみがのぞいており、ごていねいに首にもタオル。残ざん暑しよもくそきびしいというのに、着ているものは長ソデ作業着。


　……山や草くさ地ちを行く時は、手足を出していると虫に嚙かまれたり草で切ったりかぶれたりするんで、こーゆー服を着る時もあるが……やはり右手のヤカンが謎なぞ。雰ふん囲い気きからして、中身は水ではなく湯ゆのようだが。


「相手を間違えた、って……何かあったの？


　変にものものしいけど」


　問えば相手はなぜか迷まよいつつ、


「いや……まあ……何というか……作さく物もつ泥どろ棒ぼうの用心というか……」


　作物ドロボー。


　そのことばに、あたしの頭にピンと閃ひらめくものがあった。


「それってひょっとして──パノンの実みが狙ねらわれてるってこと？」


　ざわりっ、と。


　あたしのかまかけに男たちが動どう揺ようする。


　どうやら当たりのようである。


　パノンの実。


　……って、あらためて解かい説せつするまでもなく、これはもちろん外ほかでもない、果物くだもののパノンのことである。


　知らぬ者などいないだろう、よく言えばポピュラー、悪く言えば、珍めずらしくもなんともない果物。


　砂地の多いエルメキア帝てい国こくではあまり採とれないとも聞くが、基き本ほん的てきにはあちこちで広く出回っているし、そこいらのメシ屋でもこれのジュースが置いてある。


　だが。


　本当においしいパノン、となると、話は別である。


　天てん候こうや土地の気き候こう風ふう土どによって、同じ作物でも、出で来きは大きく違って来る。


　このあたりで採れるパノンはひときわ味が良く、王おう侯こう貴き族ぞくに納おさめられることも多い。


　風の噂うわさによると、それはパノンでありながら、はるかにパノンを超こえた味あじ！　甘みも香かおりもはるかに強く、それでいて決してくどさなどはなく！　これを一いつ旦たん口にすれば、もうもとのパノンには戻もどれない、とすら言われる美び味み！


　こんな話を聞いたなら、食べてみたくなるのが人情とゆーものっ！


　とはいえ、である。


　たいていの最さい高こう品ひん質しつパノンは王侯貴族やコネを持つ高こう級きゆう料りよう理り店てんなどに買い上げられる。仮かりにお金を積つんだところで、一いつ般ぱん人じんが手に入れられるものではない。


　しかし、口にする方法が全まつたくないわけではない。


　味は同じでも、キズがついたりしたものは、商品にはならないという理由で、作った人たちが食べたりしているというのだっ！


　つまりっ！


　収しゆう穫かく時じ期きに産地に直接足を運べば、そういったキズモノをわけてもらえる可か能のう性せいはじゅーぶんあるっ！


　ゆえにあたしは旅の道すがら、名めい産さん地ちと呼ばれたこのあたりに足を運んだ、とゆーわけである。


　どーやら話の流れからすると、その最高品質パノンを狙ねらって、果物ドロボーが出しゆつ没ぼつしているみたいだが……これはあたしにとっては大チャンスっ！


　あたしはヤカン男に向かって、


「なんなら手つだってあげましょーか？　そのドロボー退たい治じ」


　提てい案あんに、男たちが顔を見合わせた。


　彼らが見せた迷まよいのスキに、すかさずことばを重かさねるあたし。


「あたしはリナ。リナ＝インバース。ごらんの通りの旅の魔道士よ。


　ここらへんでおいしいパノンが採れる、って噂は聞いたことがあったから、ひょっとしたら果物ドロボーなんじゃないか、と思ったんだけど。


　どーやら図ず星ぼしみたいね。


　あたしなら攻撃呪文も使えるし、雇やとってソンはないはずよ。


　……ま、ちょっぴりふところもさみしくなって来たところだったし……そーね、余あまり物でいいから、そのおいしいパノンとやらをふるまってくれたなら、依い頼らい料りようは安めにしとくけど」


　ふところがさみしい──というのは実はウソ。本当の目的がパノンの方だと悟さとられないための方ほう便べんである。


　とはいえ、これで男たちがあたしのことを信じてくれるかどうかは微び妙みよう。


　あたしのことを、味方のフリをした盗ぬすっ人との手先と考えるおそれもあった。


　が。


　男たちは視し線せんを交かわしたままで一つ同時にうなずくと、


「金はあまり多くは出せんが……


　パノンの方は、形やキズで売り物にならないものならいくらでもふるまおう。見た目はとにかく味は保ほ証しようする。


　それでいいなら、ぜひに手つだってくれ。


　言い遅おくれた。オレはこの先にあるテューンの村の、ディレという者だ」


　あたしの懸け念ねんはムダだったか。ヤカン男は拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとそう言ったのだった。





　風にはほんのり、甘い香が漂ただよっている。


　あのあとあたしはディレの案あん内ないでテューンの村へと足を運び、村長さんに話を通し。


「油ゆ断だんはしないでくれ。奴やつらはこっちが思ってるよりずっと頭がいい」


　村長の家を出たあとで、ディレはあたしにそう言った。


　村のまわりは果か樹じゆ園えんだらけ。あちらにもこちらにもパノンの木が立ち並び、収しゆう穫かくの時を待ちつつ実みのる実が、一つ一つていねいに、網あみの袋ふくろで包つつまれている。


　ところどころにパノンの木ではない木も立ち並んでいるが、雑ざつ木ぼくという感じではない。たぶんこれも、何かの理由でパノンの実をよりおいしくするための工く夫ふうなのだろう。


　果樹園のあちらこちらには、長い棒ぼうを持った見はりの男たちが、目を光らせて立っている。


　ここまで手をかけて育てられたパノンの実は、一体どれほどの味なのか。


　だがその味ゆえ、ドロボーたちにも狙われることになっているのだ。


　──おそらく、村人たちとドロボーの攻こう防ぼうは今年にはじまったことではないだろう。


　相手をたかが果物くだものドロボーとあなどるなかれ。


　ドロボーと村人たちとの攻防がずっと続いているならば、それは、ドロボーの方も村人の目をかいくぐり慣なれている、ということでもあった。


　もしも相手をなめてかかれば、裏うらをかかれることにもなりかねない。


　おそらくはそういう意味で、ディレもあたしにクギを刺さしたのだろう。


　あたしはうなずき、


「わかった。油断はしない。


　何より、自分の取り分を減へらさないためにもね」


　と、後半は冗じよう談だんめかして。


　村長さんとの話し合いの結果、あたしへの依頼料は、成せい果か次し第だい、という話に落ち着いたのだ。


　もし完かん璧ぺきに実を守ったら、依頼料も多めに出すし、最高級パノンの実もできるだけふるまう。


　けれど失しつ敗ぱいに失敗を重かさね、万まん一いち実を一つ残らず取られたりしたら、ないソデは振ふれないものとあきらめろ、ということである。


「で、そのドロボーたちの手口ってのはどんな感じ？」


「もっぱら動くのは夜だな。


　だが、昼間だからって仕し掛かけてこないってわけじゃあない。


　旅人を装よそおって、街かい道どうから堂どう々どうとやって来ることもある。


　だからオレたちも街道を見み張はってて……最初はあんたを、そうじゃないかと思ったんだが」


「なるほどね。


　けどこれ……夜になったら、あたりをスキなく見はるっていうのは無む理りっぽいわね」


　まわりを見回し、あたしは言う。


　果樹園は広く、並ぶ木こ立だちは、身を隠かくす絶ぜつ好こうの場所になるだろう。明かりも乏とぼしい闇やみの中で、潜ひそんだ相手を見つけ出すのは容よう易いではない。


　かといって、何かの方法であたりを明るくすればいいというものでもないだろう。へたなことをすればパノンの実の生せい育いくに悪い影えい響きようが出る可能性もある。


　ならばどうするか、だが──


　あたしが頭の中で、あれこれ策さくを練ねっていると──


「──ディレ！」


　村の出入り口の方から、息せき切って駆かけてきたのは一人の男。


　その手にシーツをはためかせているが──そうすると、さきほどあたしの前に立ちふさがったうちの一人か。


「来た！　今度こそ！　奴やつらだ！」


　駆けつつ男は声を上げ──あたしとディレとは顔を見合わせる。


「確かめる必要はあるが──リナさん、どうやら早さつ速そくあんたの力を見せてもらうことになりそうだ」


「話が早くていいわ」


　ことばを交かわすうちにも二人は駆けだしている。


「さっきの場所だな!?」


「あ……ああ！」


「わかった！　お前は息が整ととのったら来い！」


　ディレは足を休めずに、シーツ男とことばを交わして状じよう況きよう確かく認にん。


　家いえ並なみの、木立の間をひた走りつつ、


「リナさん！　火か氷こおりの攻撃呪文の用意を頼たのむ！　派は手でな奴がいい！」


　をを。ぶっ飛ばす気まんまんですか。ほんとに話が早くていい！


「りょーかいっ！」


　答えてあたしは攻撃呪文の詠えい唱しよう開かい始し！


　さきほど村へとやって来た道を逆にたどりゆき──


「──旅人なのか、と聞いてるだけだ！」


　あたしが言われたのと似にたようなセリフが前の方から聞こえて来る。


　やがて街道の先に見えたのは、まさにさっきの再さい現げんだった。


　変な得え物ものを手に手に構かまえ、立ちふさがった村人たち。道に佇たたずむ人ひと影かげ一つ。


　たださきほどと違うのは、あたしが村人の方に立っているということ。そして、立ち止まる影があからさまに怪あやしいこと。


　足もとまである黒マントにすっぽり身を包つつみ、同じ色のフードを目ま深ぶかにかぶっている。


　黒、といってもただのまっ黒な布ではなく、ちょっと独どく特とくな色とツヤ。


　まだ距きよ離りがあるせいもあるが、フードの下に隠かくれた顔はよく見えず、男か女かもよくわからない。
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「答えろと言っているんだ！」


　村人の声のトーンがはね上がる。


　その時、いっしょに駆けるディレが声をひそめて、


「──リナさん、呪文を」


　──へ──？


　あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　この距離で相手をドロボーと断だんじて、攻撃呪文をぶっ放ぱなせ、と言うのだ。


　あたしの時とはずいぶん対たい応おうが違うよーな気がするが……


　もちろんこっちとしては、言われた通りに攻撃し、たとえ問題があったとしても、『だってディレがやれって言ったし』と言い訳わけをすることもできるが──あたしが唱となえていたのは氷結弾フリーズ・ブリツドという呪文。放った光こう球きゆうが着ちやく弾だんすると、まわりを凍こおらせる、というものである。


　この状況でぶっ放せば、最悪、村人に当たって人影には届とどかないという可能性もある。


　ならばもう少し距離を詰つめてから──


　と、あたしが刹せつ那なとまどううちに。


「こいつ！　やっぱり！」


　短気を起こした村人の一人が、手にしたこん棒で目の前の影にうちかかる！


「よせっ！」


　ディレの制せい止しは間に合わない！　振り下ろされたこん棒ぼうは、黒い人影にめり込んで──


　瞬しゆん間かん。
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　音を立てて人影が砕くだけ散ちる！


「──なっ……!?」


　呪文を唱えていたことも忘れ、思わず声を上げるあたし！


　砕けた影は無む数すうの小さなつぶてとなって、四し方ほう八はつ方ぽうに飛び散って。


「あっ！　くそっ！」「シーツは！」「馬ば鹿か！　今いねえよ！」


　村人たちはあわててつぶてをうち払はらう。


　つぶてはこちらの方にも飛んで来て、そのうち一つをディレが素す手でで薙なぐ。


　ほどなくつぶては、地面に落ちることもなく四方に飛び散り、消えた。


　人影が立っていた場所には──


　何も、ない。


　……え……？　……何これ……？


　あたしは思わず足を止め、そんな様よう子すをただぼーぜんと見守って。


「リナさん！　なんであの時呪文を使わなかった!?」


　そばで足を止めた、ディレの非ひ難なんの声を聞き、あたしはよーやく我われに返った。


「いや。


　いやいやいやいやいや。とゆーか一体今の何？」


　問えば彼は、何を今さら、と言いたげな視し線せんをあたしの方に向け、


「だから果くだ物もの泥どろ棒ぼうだって」


「いないからいないから。くだけ散ってあとかたもなくなるよーな果物ドロボーなんてこの世にいないから。」


　ぱたぱた手を振り否ひ定ていするあたしに、ディレは顔をしかめ──ふと、何かに思い当たったのか、


「──ああ。ひょっとしてリナさん、あんたカン違いしてないか」


「……カン違い？」


　いぶかしむあたしに彼はうなずき、


「そういえばこっちにも、ちょっと説明不足だった所があるかもしれんな。


　オレたちが相手をしている果物泥棒は、人間じゃない」


「[image: ]？」


　ディレは握にぎった右の拳こぶしをあたしの前にさし出すと、ゆっくりと開いてみせる。


　その中には、さきほどうち払った時に捕とらえたつぶての一つが握られていた。


　まごうことなくその姿すがたは──


「カナブンだ」





　伝でん説せつがあった。


　二年ほど前、この地にふらりとやって来た一匹ぴきの流れカナブンは、その力と才で、またたく間にあたり一いつ帯たいのカナブンを統とう率そつ、あるいは併へい呑どんし、今まで何者も成なし得えなかった、近きん隣りんのカナブン統とう一いつを果たす。


　才さい気きあふれる流れカナブンは、かくて覇は王おうとなり、生きた伝説となった。


　しかしカナブン伝説は終わらない。


　偉い大だいな指し導どう者しやを得ていきおいづいたカナブンたちは、それまで大きな顔をしていたカブト、クワガタ、スズメバチの勢せい力りよくをいともたやすく一いつ蹴しゆうし、より一いつ層そうの繁はん栄えいを求め、食料安あん定てい供きよう給きゆうの目的で、ついには人間の果樹園に狙ねらいをつけたのだった──


　とかなんとかいう妄もう言げんを、ディレがえんえんとしゃべっていたりしたのだが。


「──いやあの。」


　どれくらいの間、頭が白くなっていたのか。
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　あたしはよーやく口を開いて、


「カナブンて……コガネムシゴールドバグってゆーか、あの、虫のカナブンよね？」


「もちろん」


　答えるディレがさし出した手のひらの中には、一匹のカナブン。摑つかまれたショックで死んじゃったか、あるいは気き絶ぜつしているだけか、今はぴくりとも動かない。


　あたしはぱたぱた手を振ふると、


「いや。いないからいないから。そんなカナブンいないから」


　ツッコミを入れることばには、しかし自分でもわかるくらい、力が入っていなかった。


　それはそうだろう。


「けど今、見ただろう？　集まって旅人に化ばけたカナブンを」


　ディレにそう問われれば、返すことばがないのだから。


　彼はため息ついてから、


「しかしまあ、今のはあんただけを責せめるのも酷こくだろう。


　虫のことをよく知らない都会の人間には予よ想そう外がいだったかもしれん」


「いや。よく知らないとか都会とかゆー問題じゃなくて……」


　あたしのつぶやきは彼の耳には届かなかったのか、


「こちらの説明不足や、仲間の連れん携けいが不十分だったことも認みとめよう。


　本来はシーツで相手を包つつんで熱ねつ湯とうで退たい治じする計画だったんだが」


　あー。それであーゆー装そう備びだったんだ。


　……まあ……変なカナブン伝説まで納なつ得とくしたわけじゃあないのだが……


　などと、いろいろ混こん乱らんしていると──


　──ピュリリリリリリリリリリィ！


　突とつ如じよ響ひびいたのは鋭するどい笛ふえの音！　村人たちがはじかれたように振り返る！


「村だ！」


「しまった！　今のは陽よう動どうか!?」


　陽動て。


　カナブンうんぬんはさておいて、笛が村の方から聞こえたのは事実。何かがあって、果樹園の番をしている男たちが合あい図ずを送ってきたのだろう。


「行くぞっ！」


　ディレの呼びかけに異い論ろんがあろうはずもなく。


　一同は村へと続く道を駆かけ戻もどるのだった！





　異い様ような光こう景けいがそこにはあった。


　村人たちが必死で抵てい抗こうを試こころみてはいるものの、通つう用ようしているようには見えない。


　その異い形ぎようは村人たちをまるで無む視しして果樹園の中を闊かつ歩ぽする。


　一体それを何と表現すればいいのか。


　小さな部屋ほどの大きさがある黒い球きゆう体たいから、無む数すうの手とも脚あしともつかないものがでたらめに生はえている。


　手足はあるいは大地を踏ふみしめ巨体を前へとおし進め、あるいは持ち上がり、パノンの木の実を次から次へと包つつみ取り込んでゆく。


　見はりの男たちは果か敢かんにも、手にした棒ぼうで、それの手足をうちつけるが、効きいているようには見えなかった。


　打った瞬しゆん間かん、異形の手足はたやすくちぎれて、しかし棒が通り抜けたあと、互たがいがくっつき、いともたやすく元通りになる。


　純じゆん魔ま族ぞく。


　刹せつ那なあたしの脳のう裏りに浮かんだのは、そんな不ふ吉きつな可能性。


　だが、違う。


　見れば異形のその彩いろは、ついさきほど、あたしが目にしたばかりのもの。


　独どく特とくな色とツヤを持つ黒。それは街道に現あらわれた、旅人モドキと全く同じ、カナブンの外そと羽はねと内羽が混まじった色！


　そう！　こいつもまた、無数のカナブンが寄より集まって形作られたものなのだ！


「って、そんなカナブンがいるかぁぁっ！」


　思わず全力でツッコミを入れるが、それで目の前のカナブン集しゆう合ごう体たいが消えてなくなるわけもなく。


　あたしは頭を強く振ふり、即そく座ざに意い識しきを切り替かえる！


　世の中に非ひ常じよう識しきな人間がいくらでもいるのと同じように、非常識なカナブンがいてもおかしくない！　いやおかしいけど！　それはとにかく！


　いろいろ考える間にも、カナブン集合体は次々と、パノンの実を呑のみ込んでいるのだ！


　すなわちそれは、あたしの取り分が減へるということ！


　どうであろうとそれだけは許ゆるせんっ！


　おにょれ虫さん！　おとなしく樹じゆ液えきでも吸すってれば、あたしと戦うこともなかったろうにっ！


　あたしは地を駆け、カナブン集合体との距きよ離りを詰つめつつ、口の中で呪文を唱となえて──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　相手が射しや程ていに入るのと、呪文の完成はほぼ同時！　あたしはカケラの迷まよいもなく即座に呪文を解とき放つ！


　生み出された十じゆう数すう条じようの冷気の矢は、黒い球へと突つき刺ささる！


　全ぜん弾だん直ちよく撃げきっ！


　黒は瞬時に氷ひよう塊かいへと姿を変え──るかと思いきや。


　ぶぁっ！


　風を震ふるわせ羽は音おとを立てて、異形は無数のつぶてへと変わる！


　なにっ!?


　十数個の氷塊が、ごとりごとりと地面に落ちて。


　あたしは理り解かいした。


　カナブンどもは、あたしの術が直撃した瞬間、バラけて被ひ害がいを最小限にくい止めやがったのである！


　それなりの数を倒たおしはしただろうが、全ぜん滅めつというにはほど遠い！


　ならばこちらも！　全てを凍こおらせうち滅ほろぼすまで、撃うって撃って撃ちまくるのみっ！


　あたしは次の呪文を唱え──


　だがその時！


　散ちったつぶては再ふたたび集まることもなく、四方八方へと退たい散さんする！　ところどころに見える塊かたまりはたぶん、さきほど取り込んだパノンの実を運うん搬ぱんするカナブンの集団か！


　ちっ！　退ひき際ぎわもいい！


　あたしは術を解き放つが──それは結局、実を運んでいたグループ二つばかりを撃げき滅めつしたに過ぎなかった。


　あとに残るは、あたしがしとめたカナブンたちの死し骸がいと、荒らされたパノンの木がいくつか。


　それでも──


「──礼を言うぞ。リナさん」


　ディレがあたしにかけてきたのは感かん謝しやのことば。


　男たちの顔には安あん堵どと信しん頼らいの色。


「あんたの魔法がなけりゃ、被ひ害がいはもっと大きくなってたはずだ。


　……けどあいつら……去年よりずっと増ふえてやがる」


　おほめのことばに、しかしあたしはゆっくり左右に首を振り、


「まだよ。


　今のは撃げき退たいしたっていうよりも、相手を退たい散さんさせただけ。


　つまり連中は、絶対また仕し掛かけて来る。


　それまでに対たい策さくを立てるべきよ」


　指し摘てきにディレと村人たちは、顔を見合わせ、


「……けど……どうやって……」


　もちろんあたしにも、はっきりとした答えはない。


　小さくて数の多い虫をしとめるには火が有ゆう効こうだが、へたな場所でうかつに使って、山やま火か事じを起こしたりして果樹園に被害を出せば本ほん末まつ転てん倒とう。


　だが何か必ず手はあるはずだ。


「……たとえどれだけカナブン離ばなれしていようと、やっぱり相手がカナブンであることに変わりはない。


　なら、絶対何か攻せめ手はあるはずよ。


　とりあえず──


　打てるだけの手は打ちましょう。


　パノンを守る、そのために」


　あたしのことばに一同は、不ふ安あんの表情を見せながら、それでも力強くうなずいたのだった──





　山の朝はやや寒い。


　あたりを包つつむ朝もやが、朝の光を弱めている。


　視し界かいの悪い山道を、行くはあたしとディレの二人。


「……通用すると思うか？　こんな手が？」


「試ためしてみる価か値ちくらいはあるはずよ」


　ディレの疑ぎ問もんにあたしは言った。


「定てい番ばんっていうのは、言い換かえると、効きき目が保ほ証しようされてるから定番になってるってことなんだし。


　これがダメなら、また違う手を探さがすだけのことよ。


　……あ。そろそろ声低くして」


　言いつつ二人は向かい行く。きのう罠わなをしかけた場所へ。


　対カナブン用の罠、といえば、もちろん言うまでもない。


　ハチミツに、落ちてダメになったパノンの実をすりつぶして入れ、香かおりを立たせるためにブランデーを混まぜたものと、トリモチを、果樹園から少し離れたあちこちの木に塗ぬっておいたのだ。


　これに相手が寄って来た所を、朝早く出かけて一いち網もう打だ尽じん、という寸すん法ぽうである。


　子供がカブトムシ取りとかでよく使う手だが、カナブン相手にも有ゆう効こうなはず。


　──もっとも、言い出したあたしとて、こんな手が通用するかどうか、疑ぎ問もんを感じてはいるのだが。


　仮かりにうまくいったとしても、カナブン全部を退治するには至いたらないだろう。しかし、まとまった数の相手を減らすことができるのならばやる価値はある。


　朝もやの中、二人は慎しん重ちように進みゆく。
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　やがて白い世界の向こうに、罠をしかけた木が見えて──


　その木にはりつく大きな黒！





　ナーガがひっついてました。





「ほーっほっほっほ！　ずいぶんと巧こう妙みような罠だと思えば！　まさかしかけたのがあなただったとはねっ！　リナ＝インバースっ！


　一体どういうつもりがあってこんな真ま似ねをしたのか、じっくりと聞かせてもらおうじゃない！


　言っておくけれど、ことと次し第だいによっては……わかってるわね!?


　さあ！　うずくまって草なんてむしってないで、きりきり話すっ！」


　仁に王おう立だちで声を上げているのは言うまでもない。


　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス。むやみに露ろ出しゆつの多い服。


　自じ称しようあたしのライバルこと、生き物のランクとしてはカナブンと同どう格かく、白蛇サーペントのナーガその人である。


　とはいえ。


　カナブン相手に知力を尽つくして罠をしかけて……その結果カナブンは全まつたくひっかからずにナーガがつかまりました、などとゆー悲しすぎる現実の前に、黙だまって草むしり、以外の何ができようか。


「？　ちょっとリナ！　黙ってないで何とか言いなさいよ！」


　じれたナーガが声を荒あらくしても、あたしの心は折おれたまま。


　しかしそれでも、ディレの方はなんとか気をとり直し、疲つかれた声で、


「……ああ……なんというか……


　このあたりの、パノンの実を荒らすカナブンを退たい治じしようとしててな──」


「カナブン!?」


　裏うら返がえりまくったナーガの声に、あたしも思わず草むしりをやめて顔を上げる。


　カナブンと聞いたナーガの面おも持もちは真しん剣けんそのもの。……まあこいつの場合、表情が真剣だからって、真剣なことを語るとゆー保ほ証しようなんぞどこにもないのだが。


「……カナブンが、何か？」


　とまどうディレに、ナーガは、ひた、と視線をすえて、


「つまりあなたたちは、カナブンどもをやっつけようとしている、ということね？」


「あ……ああ。そうだが」


　返事に彼女は小さくうなずき、


「ふっ……ということは……


　どうやらわたしたちは敵てきというわけではなさそうねっ！」


　そりゃあまああたしも、ナーガにいやがらせをするために木にミツを塗ったわけじゃなし。そーゆー意味では確かに敵ではないのだが……


　ナーガが言っているのは、どーやらそういうのとも少し違うようである。


「それって……どーゆーことよナーガ？」


　ようやく気を取り直し、立ち上がって尋たずねるあたしに、ナーガは小さく笑えみ浮うかべ、


「ふっ。リナ、たしかあなたは知っているわね？　このわたしがくらげや青虫からの篤あつい人じん望ぼうを誇ほこっているということを」


　あー。そーいえばそんな話があったなー。


　特定の動物などを操あやつる、ビーストマスターという能のう力りよくを持つ人間がまれにいるが、ナーガは自称人望とやらで、それと似にた現げん象しようを起こすことができるのだ。


　操ることのできる生き物は、くらげと青虫とゆーことだったが──


「……人望……？」


　横でディレが眉まゆをひそめていたりするが、説明がめんどくさいのでそっちの方はさておいて。


「おぼえてるけど」


　答えにナーガはうなずいて、


「つい先日。


　わたしのもとに、このあたりに暮くらす青虫たちから、最近カナブンたちの横おう暴ぼうが目に余あまるとの陳ちん情じようがあったのよっ！」


「あったんだっ!?」


　……またわけのわからん人じん脈みやく……とゆーか虫むし脈みやくが……


「しかしカナブンと青虫って対たい立りつする意味がないだろ？　食料も違うし」


「ふっ！　視し野やが狭せまいわね！　どこの誰だれだか知らないけれど！」


　的てき確かくなんだか的まとはずれなんだかわからないディレの疑ぎ念ねんを、ナーガは鼻で笑い飛ばし、


「青虫たちが木や草の葉をどれだけ食べるか食べないかによって、カナブンの食べものとなる樹液や木の実の味も変わって来るのよ！


　つまりカナブンの美食のためには、青虫たちに対するシビリアン・コントロールは不ふ可か欠けつ事じ項こう！


　カナブンたちは、世界は選ばれたカナブンによって管かん理り運うん営えいされてこそ明日を見ることができるという主張のもと、青虫たちの支配にもすでに手をつけているのよっ！」


「そうだったのか！」


　納なつ得とくしたよこの人！　今のわけのわかんない話を！


　彼はナーガに歩み寄り、


「オレはディレ。このすぐ近くにあるテューンの村で、パノンの実を荒らすカナブン野や郎ろうどもと、ここ何年か戦ってる。


　それでこっちのリナさんにも手助けを頼たのんで、木にハチミツの罠をしかけたっていきさつだ。


　けどそのリナさんとあんたが知り合いで、あんたもカナブンと敵てき対たいしてる。


　ということは──」


「ふっ。


　カナブンとの決着をつける時が来たということよっ！」


　二人は不ふ敵てきに見つめ合い、どちらからともなくさし出した、手と手でがっちり握あく手しゆを交かわす！


　かくて。


　村人代表ディレと青虫代表ナーガとの共きよう闘とうが決まったのだった！


　カナブンとの決戦は──近い！







（Ｇゴールド・Ｂバグ伝説：次回決着！）
















　次回予告





　人としての無む力りよくを感じることがある。


　ベランダのプランターに植えたネギが枯かれた時。


　あまつさえその土に卵を産うまれ、カナブンの幼よう虫ちゆうがめっさ発生したりした時。


　無力の意味が魂こころに染しみ込こむ。


　しかし今！


　リナが！　ナーガが！　それほどまでに強大な敵、カナブンに敢かん然ぜんと立ち向かう！


　果はたして人に勝しよう機きはあるのか!?


　次回『Ｇ・Ｂ伝説』後編！


　作者に向かって『……園えん芸げい店てんで殺さつ虫ちゆう剤ざい買えばいいのに……』とか言いたくてもぐっとがまんして待て！




Ｇ・Ｂ伝説［後編］













　あらすじ





　店には出回らない最高品ひん質しつパノンの実みを食べようと、山あいにある産さん地ちの村、テューンに足を運んだリナ。


　しかしそこには、村人と、実を狙ねらうカナブンたちとの抗こう争そうがあった！


　村の青年ディレによると、数年前に現あらわれた流れカナブンが王となり、ライバルの虫たちを蹴け散ちらして、ついには人の農のう園えんにまで手を出すようになったという！


　パノン食べたさにカナブン退たい治じを請うけ負おうリナは、木の幹みきにミツを塗ぬるという巧こう妙みような罠わなをしかけるが、それにかかったのは、自じ称しようリナのライバル、ナーガ！


　カナブンの被ひ害がいに遭あった青虫たちから助けを求められたというナーガは、リナたちとの共きよう闘とうを宣せん言げんするのだった！
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　森を、村を、荒らして回る、カナブンたちの非ひ道どうをくじく。


　その点で、共闘が決まったことはいいとして。


「で、具ぐ体たい的てきにはどうやって？」


　ぽそりとあたしがつぶやいたのに、ナーガとがっちり握あく手しゆを交かわしていたディレの動きが一いつ瞬しゆん止まる。


　朝もやけむる山の中。どこかで鳥の声がした。


　彼は結むすんだ手を離はなしてあたしの方を見て、


「……え……どう、って……？」


「だから。


　いっしょにカナブンをやっつけよう、って盛もり上がるのはいーんだけど、具体的にはどーするのか、ってこと。


　ナーガはあたしと同じように、攻こう撃げき呪じゆ文もんが使えるけど、果か樹じゆ園えんでカナブンたちを迎むかえ討うち、ドンパチやって、パノンの木が全ぜん焼しようしました──なんてことになったら意い味みないでしょ？」


「……それは確たしかに本ほん末まつ転てん倒とうだが……」


　と、ディレは表ひよう情じようを曇くもらせる。


　実のところ。


　あたしの一番の心配はそこだった。


　なにしろ共闘の相あい手てはナーガ。三歩歩けば目もく的てきどころか自分を見失うよーな奴やつである。


　いざという時、トチ狂ったナーガがカナブンたちごとパノンの木を灰かい燼じんに帰す──なんて事じ態たいもあり得なくはない。


　ならば、そうならないように守しゆ備び体たい制せいを考えなければならないわけだが──


　などと頭を悩なやませていると。


「ふっ。一体何を言っているのかしら？　リナ＝インバース。あなたらしくもない」


　ナーガは髪かみを、ふぁさっ、とかき上げ、


「迎え討つ？　冗じよう談だんでしょ？


　こっちから出で向むいて行って倒たおせば済すむことじゃないっ！」


　お気き楽らくきわまるその意い見けんに、あたしは小さくため息ついて、


「なるほどなるほど……


　ディレから聞いた話だと、カナブンたちには王おう様さまがいて、そいつが統とう率そつしてるって話だったし。


　たしかにあんたの言う通り、その王様を倒せばいーだけのことよね。


　で、その王様ってどこにいるわけ？」


　問いにナーガは小こ首くびをかしげて、……さあ……？


　──などと言うかと思いきや、


「山の奥おくにある洞どう窟くつでしょ。知らないのなら案あん内ないしてあげてもいいわよ」


　………………………………


『なんでそんなことをッ!?』


　思わずハモるあたしとディレに、ナーガはさもこともなげに、


「なぜ知っているのか、ということなのかしら？


　ふっ。それなら簡かん単たんな話っ！」


　言ってその場に身をかがめ、手て近ぢかに落ちていた小こ枝えだを拾ひろう。


　枝にはまだ葉もついており──


　それを手にして、ナーガは語りはじめたのだった。





　巨きよ大だいな巨大な洞窟の、底そこすら知れぬ闇やみの果て。


　そこに彼らの王国はあった。


　祈いのりにも呪のろいにも似にた低いこだまは、あまたの羽は音おとが反はん響きようしたもの。


　無む数すうのカナブンたちがい並ならんで、ヒカリゴケの生み出す明かりをはね返す中、出しゆつ現げんした黒い河かわは、カナブンたちが左右に退しりぞいて開けた道。


　その道を、丸い塊かたまりがいくつもいくつも進み行く。


　それはいくつものパノンの実。数十匹のカナブンたちが、実を支ささえ、道の先へと運んでいるのだ。


　その先に。


　巨大な黄金の虫がいた。


　カナブンたちの羽音が一いつ層そう力強さを増ます。


「……大当たりビンゴだなジョニー」


　そんな洞窟の一いつ角かくに身をひそめ。ノリスは連れの若わか造ぞうにつぶやいた。


「……あれが……」


「ああ。間ま違ちがいない。このあたりのカナブンをまとめた流れカナブン……自称カナブン黎れい明めい王おう、ゴーバ。


　ついに見つけたぞ。


　ここが奴やつらの本ほん拠きよ地ちだ」


　ノリスの声が届とどいているのかいないのか。ジョニーは思わず身を乗のり出して──


　その足下で。


　小さな小さな石が転ころがる。


　羽音が。


　ひたり、と止やんだ。


　巨大な虫の右みぎ前まえ肢あしが、ゆらりっ、と持ち上がり──


　無む言ごんで指さしたその先は、ノリスとジョニーが身を潜ひそめた、まさにその場所だった。


「見つかった!?」


「逃げるぞ若造！」


　言葉が終わるより早く、ジョニーとノリスは身をひるがえし、洞窟の出口を目め指ざして駆かけ出していた。


　速そく度どでは空くうをゆくカナブンたちにかなわぬが、もともと連れん中ちゆうとは距きよ離りを取っていた。ほどなく洞窟の出口に──


　たどり着くよりわずかに早く。


　──ひゅんっ！


　風かぜ切きる音が虚こ空くうを裂さいた！　続いて烈はげしい破は裂れつ音おん！


　それが何かの攻撃だと悟さとるより早く、ノリスとジョニーは宙ちゆうを舞まう！


「ぐあっ!?」


「い……今のは……？」


　吹っ飛び転がり身を起こし、ジョニーが見たのは──


　傷きずつき倒たおれたノリスの姿すがた！


「ノリィィィス！」


「来るなぁっ！」


　あわてて駆け寄ろうとするジョニーを、ノリスの叫さけびが遮さえぎった。


「お前は行け！　行ってこのことをお伝えしろ！」


「し……しかしっ……！」


「自分はもう助からん！　ここでカナブンどもをくい止める！」


　確かに──


　ジョニーの目から見ても、ノリスが負おったのは助かる傷ではない。


　しかし。だからといって。


「あきらめるなよノリス！　あんた夢ゆめがあるんだろ！　立りつ派ぱなキスジアゲハになるって言ってたじゃないか！」


　はげましに、しかしノリスは不ふ敵てきに笑い、


「どうやら私はここまでだ。お前は私のぶんまで、立派なゴマダラスズメガになれ。


　──さあ行け！　急げ！」


　叫ぶノリスの声に混まじって、近づくカナブンたちの羽音。


「私を犬いぬ死じにさせるな！　貴き様さまにはやらねばならぬことがあるだろう！　行ってナーガ様にご報ほう告こくを！」


　刹せつ那な見つめ合う二匹の青あお虫むし。


「──すまないっ！」


　ゴマダラスズメガの幼よう虫ちゆうジョニーは、涙なみだを払はらいきびすを返し、地を駆ける。


　後ろに遠い雄お叫たけびを聞き、ただ一度だけふり向けば、風に舞まい散ちる枯かれ葉はの群むれが、黄色い蝶ちように似にて見えて。


「さよなら……キスジアゲハ……」


　つぶやいて前へと進む。


　もう二度と振ふり返らずに。





「……って証しよう言げん者しや青虫かっ!?」


　ナーガの話を聞き終えて、開かい口こう一いち番ばんあたしは叫ぶ。


　どうやら、青虫たちがカナブンの本ほん拠きよ地ちをつき止め、ナーガにその場所を教えた、といういきさつのようだが……


　よく見れば、ナーガが手にした小枝の葉には、一匹の青虫がいる。


　ジョニーか。ジョニーなのかそいつが。
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　あたしがいろんな意味で脱力しているその一方で。


「……そんなことが……そんなことがあっただなんて……！」


　背せ中なかを向けてつぶやくディレの肩かたが小さくふるえている。


　彼は目もとを腕うででぬぐうとふり向いて、


「青虫たちの思いは決して無む駄だにはしない！


　必ずカナブン王を倒し、その陰かげに勇ゆう敢かんなキスジアゲハの幼よう虫ちゆうがいたことを忘れぬよう、『さよならキスジアゲハ』の物語として語り継つごう！」


　語り継ぐんだ。今の話。


　……いやまあ……別に止めないけど……


　言いたいことは無数にあるが、確かめなくてはならないのは、情報がどれだけ信じられるかということで。


　とりあえず、あたしはナーガに小さな声で、


「けどナーガ、あんた、青虫のことばなんてわかったんだ」


　問えば彼女は眉まゆをひそめて、


「……は？　リナ、あなた一体何を言っているの？


　言葉って。青虫がしゃべるわけがないじゃない」


「ちょっと待ていっ！」


　さすがに声を上げるあたしに、しかしナーガは平然と、


「そもそも普ふ通つうの青虫は鳴なきもしないし。あなたそんなことも知らないの？」


　うわ！　ナーガから、かわいそーな人を見るまなざし向けられたよあたし！


「そーじゃなくてっ！


　ことばも通じないなら、今の話は何だったんだ、って聞いてんのよっ！


　まさかボディランゲージとか言わないでしょーねっ!?」


　重かさねての問いにナーガは鼻先で、いつものように『ふっ』ではなく、むしろ『へっ』と小さく笑い、


「青虫とボディランゲージって。そぉんな非ひ常じよう識しきなことできるわけないでしょ」


「そこは常識論ろんなんかっ!?」


　言いようのない屈くつ辱じよく感かんに、耳から血とか噴ふきそうになりつつ、


「てことは何!?　今の話ってただのデタラメってこと!?」


「でたらめとは失礼ね」


　しかしナーガは余よ裕ゆうの表情で、ふぁさぁっ、と髪かみなどかき上げながら、


「意い訳やく、と呼よんでもらえるかしら？」


「だぁぁかぁぁらぁぁっ！　一体何を意訳したんだ、って聞いてんのよ！


　話を信じて行ってみれば、カナブンのボスはおろか、そんな洞窟さえもない、あんたの『意訳』が間違ってました、なんて目にあうのはごめんだ、って言ってんのっ！


　ことばでもボディランゲージでもないんなら、なんで青虫の伝えたいことがわかるのよっ!?」


「わかるものは仕し方かたないじゃない」


「『しかたない』で済すますなぁぁぁぁっ！」


　あたしが叫ぶその横から。


「オレは信じるぜ！」


　にぎりこぶしを震ふるわせて、断だん言げんしたのはもちろんディレ。


　ナーガ──いや、その手にした枝葉の上にいる青虫を、ひた、と見つめて、


「こいつの目を見ろ！　噓うそをついてる奴やつの目じゃない！」


　いや。目とか言われても。複ふく眼がんだし。


「オレは信じる！　このジョニーを！


　だからあんたも信じろ、とまで言うつもりはないさ。


　けど、足を運んで確かめるくらいのことはしてもいいんじゃないか!?」


　熱い口く調ちようで語るのに、ナーガがこくこくうなずいていて。


　……いやあたしも、ナーガと青虫が人じん類るいに理り解かいできない方法で意い志し疎そ通つうをしていても、不ふ思し議ぎじゃあないとは思うけど。


　──まあ、他に手がかりがあるわけでもないし、確かにナーガの言ったように、カナブンの出方を待っているのは、あたしの性しようにはあまり合わない。


　行くだけ行ってみて、カナブン王がいればラッキー。空から振ぶりだったら、泣くまで二人をののしり倒せばいいだけのこと。


　あたしは考えるそぶりをしてみせてから、


「──わかったわ。


　そこまで言うのなら、信じて、行ってみましょう。その場所に」


　呼びかけに、ナーガとディレと葉っぱの上の青虫は、深ふか々ぶかと一つうなずいたのだった。





　獣けもの道みちすら通らぬ緑みどりをかき分けて。進み歩んだその果てに──


「……ほんとーにあったよ……洞窟……」


　思わずそこで足を止め、あたしはぼーぜんとつぶやいた。


　突とつ如じよぽっかりひらけた空くう間かん。谷たに間まのようなそんな場所。向かいの斜しや面めんに開いた闇やみは、人どころか、馬車が入れそうなほどの大きさがあった。


　つぶやくあたしに、ディレは勝ちほこったまなざしで、


「見ろ！　やっぱりジョニーの話は本当だったんだ！


　……って、あれ？　ナーガさん、ジョニーは？」


　言われてみればいつの間にか、ナーガの手からは青虫をのっけた枝は消えていて。


　対するナーガはさらりと、


「捨すてたけど？」


『冷たッ！』


　思わずハモるあたしとディレと。


「……ナーガさん……それはちょっと……」


　ディレから非ひ難なんのまなざしを向けられて、ナーガもさすがにちょっぴり気まずくなったのか、わずかに視し線せんをそらせつつ、


「……ふっ……どうやらあなたには、戦士の心というものがわかってないようねっ！


　もしもジョニーをここまで連れて来たら、やめろと言ってもカナブンたちと戦おうとしたでしょうね。


　ゆえぇぇぇぇにっ！


　危き険けんな目に遭あわせないため、このわたしは心を鬼おににして、途と中ちゆうで、ぺいっ、と適てき当とうに捨てたのよ！」


「そうだったのか！」


　納なつ得とくするんだ今の。


　いやまあ。青虫ジョニーがどーなろうと別にいーけど。


「……けど一見して、カナブンがいる、って感じじゃあないけど……」


　洞窟に目をやり、あたしはつぶやく。


　もしもここがアジトなら、出入り口のまわりを無む数すうのカナブンが飛とび回っている──なんて光こう景けいをちょっぴり想像したりもしたのだが、あたりの様よう子すはいたってふつー。


　もちろん、相手は小さな虫。単たんにここからは目立たぬだけで、木こ陰かげ草くさ陰かげ岩いわ陰かげに、ひそんでいるのかもしれないが。


　一同互たがいに視し線せんを交かわし、ディレが小さくうなずいて、


「とりあえず、中の様子を見に──」


「いや待った」


　ストレートきわまるアイデアに、あたしは即そく座ざにストップをかけ、


「ここにカナブンたちがいたとしても。


　うかつに踏ふみ込んで、飛んで逃げられでもしたら元もとも子もないでしょ」


　むろんのこと──


　カナブンがびっしりいるかもしれない洞窟の中に入って行くのはヤだ、というのが本ほん音ねではあるのだが。


「ならどうする？　相手が出てくるのを待つ、なんて悠ゆう長ちようなことを言わないだろうな」


「もちろん言わないわよ。


　……そうね。ここはやっぱし、セオリー通り、いぶり出す」


　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ、


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　たむっ！　と足もとの地じ面めんに手をつく！


　あたしが紡つむいだ『力あることば』に応こたえ、石が土が脈みやく打うち盛もり上がり、大きなヒトガタを生み出した！


　おお、と感かん嘆たんの声を上げるディレ。


　魔ま術じゆつで生まれ術じゆつ者しやの命令を聞く土人形ゴーレムである。


　その気になれば巨大なモノも造つくれるが、今造ったのは、ディレよりひと回り大きい体格のもの。


「ゴーレム！」


　あたしは洞窟を、びしりっ！　と指さし、


「あの洞窟の奥へ入って行って！　いちばん奥に着いたら暴れること！」


　と、ただ一度のみの命令を下す。


　それに従したがい動き出すゴーレム。


　洞窟の奥でこんなもんが暴れたら、とーぜんカナブンたちは逃げ出して来る。


　あたしは今度はナーガに向かって、


「ナーガ！　カナブンたちが飛び出して来た所に攻撃をかけるわよ！


　火か炎えん系けいの術で行くからよろしくっ！」


「ふっ！　わかったわ！」


　返へん事じと同時に、あたしとナーガ、二人は呪文を唱えはじめる。


　──こういった場所では本ほん来らい、山やま火か事じを起こすおそれのある火炎系の術は使いたくないのだが、今回の敵てきは無む数すうのカナブン。冷れい気き系の術ではとりこぼしも多くなることは実じつ証しよう済ずみ。


　ならばやはりここは確かく実じつに火炎系で数をしとめる！


　万まん一いち火事になりそうだったら、その時は冷気系の術で消しよう火か活かつ動どうにいそしむ、とゆーことでっ！


　ゴーレムは洞窟の闇やみの中へと姿を消し、あたしとナーガは呪文を唱え終わる。


　草むらの陰に身をひそめ、やがて来るはずの時を待つ。


　沈ちん黙もくと緊きん張ちようがせめぎ合うわずかな時間。


　その静せい寂じやくは──


　ヴァッ！


　破は裂れつにすら似にた無数の羽音に破やぶられる！


　洞窟から一いつ気きに吹き出し、陽ひの光にちらちらかがやく無数の黒は、言うまでもなくカナブンの群むれ！


　瞬しゆん間かん！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


「炎の矢フレア・アローっ！」


　あたしとナーガは唱えた呪文を解とき放はなつ！





　ぶぐぼんっ！





　炎は群れ飛ぶ無数の黒の群れを、貫つらぬきはじけ舐なめつくす！


　かなりの数を倒しはしたが、まだまだあとから出てくるはず！　間を置かず次の呪文を唱え──


　しかし。


　……ゴォォォォォォヴァァァ……


　突とつ如じよあたりに鳴なり渡ったのは地の底から響ひびくような音。


　それは間違えようもなく──洞窟の奥から聞こえていた。


　音を合あい図ずに、飛び出しかけていたカナブンたちは落ち着きを取り戻もどし、洞窟の中へと戻ってゆく。


　あとは──沈ちん黙もく。


　送り込んだゴーレムがどうなったかもわからない。耳をすませど、暴れるような音も聞こえず。


　あたしたち三人顔を見合わせて、


「……今の……何……？」


「答えは一つだ」


　あたしのつぶやきに、迷まよわずディレは言い放つ。


「青虫ジョニーが言っていた……カナブン王ゴーバ」


「いや。鳴かないから。カナブン鳴かないから」


　ぱたぱた手を振ふり言うあたしに、彼はなぜか遠い目で、


「オレたちは──


　数々の伝説を知っている。


　伝説にある偉い大だいな王や勇者の中には、人間にはとても成なし得ないようなことを易やす々やすとやってのける者もいる。


　ならばカナブンも同じこと！


　普ふ通つうは鳴かぬカナブンも、偉大な王なら鳴いたところで不思議はないっ！」


「不思議じゃぁぁぁぁっ！」


　即さく座ざにツッコミ入れるあたしを、隣となりでナーガが鼻で笑って、


「ふっ。まあ凡ぼん人じんのあなたには理り解かいできないのかしらね？」


「だから凡人とかどーとか……！


　あーもー！　とにかく、こんなこと言い合ってる場合じゃないわ！


　もう一回同じパターンで行くわよっ！」


　一方的に宣せん言げんし、あたしは呪文を唱えてふたたびゴーレムを造つくり出す。


　今度は、壁かべを叩たたきながら洞窟に入っていくよう命令し、ゴーレムはそれに従したがって、ぽっかり開いた穴の中へと──


　踏ふみ入ろうとした、その瞬間！


　ごばンッ！


　闇の中から飛び来た何かが、ゴーレムをたやすくうち砕くだく！


『なっ……!?』


　あたしたち三人の驚おどろきの声が重かさなる中で、中からのそりと姿を現あらわしたのは、牛より大きなかがやく巨体！


「……っなんぢゃありゃぁぁぁぁっ!?」


　思わず声を上げたのはあたしだけ。そんなあたしに、ナーガとディレは、きょとんっ、とした目を向けて、


「何って……」


「カナブン王に決まってるじゃない」


　さも当たり前のように言い放はなつ。


「あんなくそでっかいカナブンがいるかぁぁぁっ！」


　あたしのしごくまっとうな指し摘てきに、ナーガとディレは顔を見合わせ、


「仕し方かたないじゃないか。王だし。


　ほら。青虫のジョニーも、王は巨大だ、って言ってただろ。オレはむしろ、もっとデカいかと思ってたからな」


「闘気オーラで実じつ際さいより大きく見えている、という可か能のう性せいもあるかもしれないわね」


　ねえよ。


　……いや……ない……はずなのだが……


　ナーガは髪をかき上げて、


「そんなこと言っても仕方ないでしょリナ。


　あいつは実際、あそこにいるんだし」


　そーなのだ。


　いくら常じよう識しきを語ったところで、洞窟の前にいる巨大カナブンが、消えてなくなるわけもなく。


　──ならば──今はひとまず、常識良りよう識しきうっちゃっておいて──


「とにかくっ！　こーなったら奴を倒たおすのみよっ！」


「ふっ！　わかってるわよっ！」


　あたしのことばにナーガが応こたえ、二人は呪文を唱えつつ、身をひそめていた草むらの陰から飛び出した！


　それを戦せん闘とう開かい始しの合図と見て取ったか。


　ゴォォォォォォヴァァァ！


　風を揺ゆらしてカナブンが雄お叫たけびを上げる！


　とたん！


　カナブンのまわりに生まれた大たい気きのゆらぎが、あたしとナーガに向かい来る！


　危き険けんなものを感じ取り、あたしとナーガは左右に跳とんだ！


　ゆらぎは虚こ空くうを貫つらぬいて、雑ざつ草そう雑ぞう木きの生え繁しげる中に突つき刺ささり──


　ひゅバッ！


　刹せつ那な、鋭するどい音を立て、緑がちぎれて舞まい散ちった！


「これは……！　ジョニーの話にあった、ノリスを倒した謎なぞの攻撃……！　あなどりがたしカナブンっ！」


　ディレが大きく声を上げる。それは純じゆん粋すいな驚きよう愕がくか、単に解かい説せつしたい年とし頃ごろなのか。


　くどいようだが。


　こんな攻撃をするカナブンはいねえ。


　だが攻撃が来たのは事じ実じつ！　ゴーレムを破は壊かいしたのもおそらくこれ。ならば先に突とつ入にゆうさせた一体も、当とう然ぜん破壊されているだろう。


　ディレの声にカナブン王が反応した！


　ゴォォォォォォヴァァァ！


　雄叫びとともにカナブン王が生んだ衝しよう撃げき波はは、ディレを目ざして突き進む！


　あぶないっ！


　カバーに入ればぎりぎり間に合うタイミング！　もちろんカバーする気はないけど！


　ひゅバッ！


「どひょぉぉぉぉぉんっ!?」


　至し近きん距きよ離りに攻撃を受け、彼は吹っ飛び倒れ込む！


　だからあぶないって思ったのに。もう。しょうがないんだから。


　ともあれ彼のかたきは討うつ！　あたしは完かん成せいした呪文を、カナブンの王に目がけて解とき放つ！


「炎の矢フレア・アロー！」


　十数条じようの炎の矢は、たとえ飛ぼうが走ろうが、当たるように狙ねらいを散ちらしてある！　その巨体では回かい避ひは不ふ可か能のう！


　カナブン王は覚かく悟ごを決めたか硬こう直ちよくしたか、動かない！　そこに──


　炎がはじけた！


　あたしが放った炎の矢、そのうち少なくとも二本が直ちよく撃げき！　瑠る璃り黄こ金がね色の全身を、紅ぐ蓮れんの炎で包つつみ込む！


　そして炎が絶たえたあとには──


　微み塵じんも変わらぬカナブン王！


「──なっ……！」


　驚愕の呻うめきをあたしは漏もらす。


　甲こう殻かくにコゲの一つもついてはおらず、脚あしはおろか、触しよつ覚かくの一本たりとて焼け落ちてはいない。


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　刹那の間を置きナーガの放った冷気の術が巨体に直撃！　カナブンを氷の檻おりへと封ふうじ込めるが、王が体をふるわせたとたん、氷は微塵に砕くだけ散る！


　通用してない!?


　くどいよーだがこんなカナブンいねえ！


　………………いや。


　そうか。


　そういうことか


　あたしは悟さとった。ようやく悟った。


　そもそも──あたしが正しかったことを。
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　牛のような巨体で、火炎や冷気の攻撃魔術を無む効こう化かする。


　そんなカナブンなどいない。


「ナーガ！」


　あたしは声をはり上げる。


「こいつたぶん、レッサーデーモンの亜種か何かよ！


　やるなら精ア神ス世ト界ラ面ル系か黒くろ魔ま術じゆつ系で！」


「──ふっ！　そういうことねっ！」


　答えてナーガは新たな呪文の詠えい唱しようをはじめる。


　そう。


　あたしが最初からツッコミを入れていた通り、そもそもこいつはカナブンではなかったのだ。


　単たん純じゆんな火炎や冷気の術が効きかないのは、もっぱら魔ま族ぞくのお家いえ芸げい。


　ならば、姿すがた形かたちはでっかいカナブンだろうとも、レッサーデーモンやブラスデーモンの亜あ種しゆなのか、あるいはどこかの魔道士が造つくった合キ成メ獣ラか、そんなところだろう。


　……ブラスデーモンより高位の純魔族、というコワい単語も一いつ瞬しゆん頭をよぎったが、人間と同どう等とう以上の知ち恵えを持った純魔族が、カナブン王国を作ったりはしないだろう。


　……いや、そもそもこいつはカナブンの王になったというよりも、何らかの方法でカナブンたちを操あやつっていたのだと考えた方が自然かもしれない。


　いずれにしろ、そうとわかれば、効き目のある術を使えば済むだけのことっ！


　あたしは呪文を唱えはじめ──


　ゴォォォォォォヴァァァ！


　またまた吠ほえるカナブン王！　またワンパターンの衝撃波攻撃か──と思いきや。今度はそれらしい風のゆらぎは現れない。


　何か知らないが、ともあれ倒してしまえば済むことっ！


　まずはナーガが一いち撃げきを放つ！


「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」


　相手の精せい神しんに直接ダメージを与あたえる術である！　直撃すればレッサーデーモンだろうがキメラだろうがただでは済まない！


　その術が自分にとって痛いた手でとなると悟さとってか、カナブン王は上へと跳はね飛び、同時に羽を伸のばして虚こ空くうに逃のがれようとする！


　あたしが待っていたのはその瞬間！　羽が伸びきらず、動きが直線的になる刹せつ那なを狙ねらって、その進しん路ろ上じように──


「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」


　回かい避ひ不ふ可か能のうの一撃を放つ！


　だがその時！


　ぶわっ！


　洞窟から吹き出た黒いもやが、カナブン王を包み込む！　あたしの放った一撃は、もやに阻はばまれ届とどかない！


　これは──カナブンの群れ！　操り自らの盾たてとしたか！


　だがそれならば、カナブンの群れをぶち抜き、倒せる術を使えばいいだけのこと！


　すかさず次の呪文を唱え──


　ゴォォォォォォヴァァァ！


　またまた王が吠え猛たける！　その雄お叫たけびが命令か。わき出たカナブンたちのうち、ひとかたまりがナーガへと、もうひとかたまりがあたしへと向かい来る！


　──まずいっ！


　ちっちゃいカナブンに数で来られれば、さしたる傷は受けないにしろ、視界を塞ふさがれたり口の中に飛び込まれたり服の中に入られたりして、こちらの動きは不自由になる！


　なおかつ向かい来るすべてを倒すのも、身をかわしきるのも不可能！


　後ろに跳とんで距きよ離りと時間をかせぎつつ、呪文の完成を急ぐが──間に合うか!?


　視界の隅すみに、カナブンにたかられ埋まるナーガが映うつる！
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　もはやあたしの目前にも、無数のカナブンたちが迫せまり──


　視界が塞がる。


　だがそれは、カナブンの群れにたかられたゆえではない！


「今のうちに呪文を！」


　無数の羽音に混まじって響くはディレの声！


　そう！　すんでの所であたしとカナブンの間に割わって入り、盾たてとなってくれたのは、一度はカナブン王の衝撃波に吹っ飛ばされたディレ！


　人一人が間に入り、稼かせげる時間はほんのわずか。


　だがそのわずかな時間の中で、あたしの呪文が完成した！


　ありがとーディレ！　あなたのギセイはムダにしないっ！


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザーっ！」


　こぅっ！


　あたしの放った青い光の衝撃波は、ディレを、カナブンたちを貫かん通つうし、虚空に在あるカナブン王を貫つらぬいた！


　ゴォォォォォォォォォォォォォォッ！


　響くは獣の咆ほう吼こうにも似た王の絶ぜつ叫きよう！


　肉体と精神の双そう方ほうにダメージを与える術である。カナブンや人ならば、ちょっぴり失しつ神しんする程てい度どで済むだろうが、もともと精神生命体たる魔族にとってはかなりの痛手！


　目の前でディレがぱてりと倒れ、王の支し配はいを失ったカナブンたちが四し方ほうに散ちって。


　どん！　と響いたその音は、カナブン王が地に落ちた音！


　だがまだ息いき絶たえてはいない！　ずいぶんと痛手を受けたようだが、もぞもぞと脚あしを動かし身を起こす！


　見た目は変わらぬはずのその両目が、怒いかりの色に燃えているのを、あたしははっきり見て取った。


　六本の脚で地を蹴けって、あたしに向かって駆けだして──


　はい。そこまで。


「螺光衝霊弾フエルザレードっ！」


　飛び来た渦うず巻まく光の帯が、カナブン王の横よこ腹ばらに刺ささり貫く！


　ゴバァァァァァァァァァァァ……！


　響くは王の断だん末まつ魔ま！


　一撃を放ったのは言うまでもなく、白蛇サーベントのナーガ！


　いまだに全身カナブンまみれだったりするけど、ゆえにこそ、ナーガがカナブン王を許すはずもない！


　彼女のことを失しつ念ねんしたのが王の敗はい因いん。


　──いや。


　おいしいパノンに手を出した時点で、王の死は決まっていたのかもしれない。


　王は幾いく度どかもがいていたが、ほどなくその動きを止めて、砂さ塵じんと化して砕け散る。


　死体も残らぬこの滅ほろび方からすると、やはりレッサーデモンのたぐいだったか。


　操られていたのだろうカナブンたちも、その統とう制せいを失って、見る間にちりぢりに去ってゆく。


　かくて。


　カナブンの王の伝説は、ここに終わりを告げたのだった──





　森と村には平和が戻もどった。


　ナーガの談だんによれば、青虫たちは、カナブンの圧あつ政せいから解とき放たれて、自由を謳おう歌かしているとか。


　操る主あるじを失ったカナブンたちは、ただのカナブンへと戻り、樹じゆ液えきを吸すったりスズメバチに追い立てられたりと、もとの暮くらしを取り戻したらしい。


　そして一方あたしとナーガは、傷モノとはいえ最高品ひん質しつパノンをたらふく食べさせてもらった。


　いや、しかし、あの味ときたらもぉ。


　これが本当のパノンだというなら、今まで口にしてきたパノンは何だったんだ、とゆーくらいのすばらしさ。


　甘みにコクに旨うまみに風ふう味み。それらすべてが渾こん然ぜん一いつ体たい。どれかがもう少し強ければ、ただのくどい味に成り下がる、そんな絶ぜつ妙みようでぎりぎりの頂ちよう点てん！


　なんとゆーか。こんなんばっかし食べてたら、絶ぜつ対たい人間ダメになる。そんなくらいのおいしさで。


　あたしだけでなくナーガにも、いくばくかの礼金が出て──


　そして、村をあとにする別れの日。


「本当に感かん謝しやしてる」


　村人たちが見送りる中、ディレは笑顔でそう言った。


　あたしが術で吹っ飛ばしたことは、どーやら気にしていないようである。……ひょっとしたら、アレはカナブンのしわざだとカン違いしたとか、ショックで記き憶おくが飛んでいるとかゆーことなのかもしんないが。


「あんたらがいなかったら、パノンはカナブンにやられていただろう。


　もしそんなことになったら、村はそれこそ存そん亡ぼうの危き機きに立たされていただろう。


　それを救すくってくれた恩おんを、オレたちは決して忘れない。


　あんたたちのことは、カナブンスレイヤーとして村で末すえ永ながく語り継ついでいこう」


『やめてください。マヂで。』


　笑顔で断ことわるあたしとナーガ。


　それを一体どう受け取ったか、ディレは笑顔を変えぬまま、


「名を上げるのが嫌いやだなんて……ずいぶん謙けん虚きよだな」


　いや。謙虚ってゆーか。カナブンスレイヤーはちょっと。


「じゃあな。気をつけて。


　また機き会かいがあったら寄ってくれ」


　見送ることばに、じゃあ、と手を上げ歩みを進め、あたしとナーガは視線を交かわす。


　互たがいの瞳ひとみが物もの語がたる。


　もしもおかしな伝説を、ほんとうに語り継がれたら、必ず再びここに来て、なんか暴れて帰ろうと。


　同じ思いを胸に秘ひめ、あたしとナーガはテューンの村をあとにしたのだった──







（Ｇゴールド・Ｂバク伝説：完）





白はく銀ぎんの弾だん丸がん［前編］
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　雪は世界を染そめ上げて、吐と息いきの色と溶とけ合って。


　あたりには薄うすくもやがかかって、遠い景色けしきも白に溶け。


　木こ立だちも町もすべてが白の冠かんむりを頂いただき、そばにある湖みずうみの面おもても凍こおりついていた。


　見れば湖の向こうには、ぼんやりと建たて物ものらしき影かげ。一つの町が湖で分ぶん断だんされているのか、それともあちらは別の町か。


　降ふっていた雪も今は止やみ、風はただただくそ寒さむい。


　足早に通りを進むと、目についたのは宿やど屋やのカンバン。あたしはマントについた雪のカケラを払い落とすと、宿の玄げん関かんをくぐった。


「いらっしゃい！」


　迎むかえる声に足を止める。


　一階がメシ屋と酒さか場ばで、二階が客の部屋という、珍めずらしくもないつくりの宿屋。


　しかし入った所には、思った以上の客がいた。


　いや。思った以上、と言うよりむしろ、びっしりと。


　本ほん来らいなら食堂になっているはずの場ば所しよ。テーブルとイスとが重かさね置きして片かた隅すみに寄よせられ、空あいた所に、立ったままのひとたちが数十人。


　一体何かと佇たたずめば──


「おお。お客さんですか。これは、驚おどろかせてしまったようですな」


　柔にゆう和わな笑みで言ったのは、ごましおひげの初しよ老ろうの男。


「明日はこの町の祭りでして、その相そう談だんをしていましてな。


　それで──お泊とまりですか？　それともお食事を？」


　そう聞いてきたところからすると、このひとが宿の主あるじだろうか。


「とりあえず部屋を。


　でもお祭りって……新年の祭りにはちょっと早い気がするけど……」


「ええ。このあたりだけに伝わる、雪玉祭りというのがありまして」


「雪玉祭り？」


　おうむ返しにあたしは言った。


　作さく物もつの豊ほう作さくを願ったり祝いわったりする春夏秋のお祭りは、あちらこちらにあるけれど、このくそ寒い冬のさなかに、それも雪玉なんぞで一体何を祝うとゆーのか。


「ええ。


　昔、このリェットの町と、湖をはさんだミオの町は仲なか違たがいをしていましてね。


　けれどある時、双そう方ほうの町長の娘むすめと息子むすこが恋仲になって、雪玉に文ふみを隠かくしてやりとりをして、村同士が仲直りするきっかけを作った、という話が伝わってまして。


　その話にちなんで、湖が凍こおって渡れるようになると、お互たがいの町の人が雪玉を投げ合って永ながの友情を誓ちかう、という祭りが伝わっていましてね」


　昔話の中なか身みそのものはありがちだが──


「……けど雪玉投げ合って友情って……むしろケンカになりそうな気が……」


　指し摘てきに、男は笑え顔がおでぱたぱた手を振ふって、


「いやいや。


　祭りの日のことは、他の日には引きずらないというのが原げん則そくでして。


　互いに近い町のこと、湖の漁りよう場ばの縄なわ張ばりのことや何やらで、お互いいろいろ思うところもあるのですが、うっぷんを年に一度、祭りという形で陽気におおっぴらに発はつ散さんすることで、円えん満まんが保たもたれる、というわけですよ。


　雪玉も、中に石を入れたりするのはもちろん無なしです。


　昔話にちなんで、メッセージを書いた紙を入れるのはありですが。


　あくまで楽しく、ほがらかに、です」


「なるほど」


　あたしがストレス発散に、そこいらの山に向かって竜破斬ドラグ・スレイブをぶっ放すよーなもんだと考えれば、納なつ得とくできないこともない。


　ちょっと変わった祭りだし、見けん物ぶつするのも悪くないか……


　などとあたしが思っていると。


「どうです？


　よかったらいっそ、お客さんも参さん加かしてみませんか？


　雪合がつ戦せんがお嫌きらいじゃあなければ、ですけれどね」


「え？　いいの？　よそもののあたしが参加しても？」


「もちろんです。


　お客さんにも楽しんでもらえれば、村の評ひよう判ばんにもつながりますし。


　──なあみんな」


　と、皆みなの方を向いて尋たずねれば、一いつ斉せいに、ひとなつっこい笑みと肯こう定ていの返事。


　──雪合戦かぁ……郷く里にではよくやったなぁ……


　なつかしさとともに思い出が蘇よみがえる。


　あたしの生まれ育ったゼフィーリアでは、冬になればそれなりに雪が降ふり積つもる。


　とーぜん雪遊びの種しゆ類るいは豊ほう富ふで、雪合戦も言わずもがな。


　まっ白い世界を駆かけ回り、塹ざん壕ごうや塁るい壁へきを築きずき、罠わなを張はり、相手にニセ情報を摑つかませ仲間をエサに隘あい路ろに誘さそって一いち網もう打だ尽じん。純じゆん真しん無む垢くな笑みを浮かべつつ、頭ず上じようから一方的な打だ撃げきを与あたえ続けた幼おさない日々。


　ごめんみんな。我われながらアレはちょっとヒドかったかも。


　外は寒いが、童どう心しんに返って、ひととき雪の遊びに興きようじるのも悪くない。


「それじゃあ──おことばに甘あまえて、あたしも混まぜてもらう、ってことで、よろしく」


「こちらこそ。


　──そうそう。申もうし遅おくれました。わたしはこの宿の主しゆ人じんで、町長をやっております、クライブ＝サンダースと申します」


「あたしはリナ。リナ＝インバース」


　友ゆう好こうの笑みを交かわしてうなずいて。


　かくてあたしは、一いつ風ぷう変わった雪玉祭りに参加することになったのだった。





　年ごろの女の子なら誰だれだって、寝ねている間に敵てき意いや殺さつ気きを感じて目を覚さます、なんていうのはよくあること。


　その朝も。


　あたしは冷たい敵意を感じ取り、ベッドの上にはね起きた。


　窓の戸と板いたのすき間から、薄うすい朝日が漏もれ入る。明るさからして夜明け頃ごろ。


　泊まっている部屋は二階。強きよう烈れつな敵意は宿の下の方から。


　あたしに向けられた敵も意のではないが……といってこんな空気の中で、事じ情じようもわからぬままにのんびりと眠っていられるはずもない。


　とりあえず様よう子すを窺うかがうために、身み支じ度たく整ととのえ、足音を殺して下へと向かう。


　聞こえて来るのは、低い、男たちの声。


　階段をこっそり途と中ちゆうまで下りて、陰かげからそっと様子を見れば──宿の一階、食そ堂こには佇たたずむ無む数すうの雪ダルマ！


　尋じん常じようならざる敵意は、この雪ダルマ集団が放つものだったのだ！


「……え……？」


　小さく呻うめいて下りゆけば、ダルマの一つがこちらを向いた。


　もちろん本ほん物ものの雪ダルマではない。頭のてっぺんからつま先まで、まっ白いむくむくの防ぼう寒かん着ぎに身を包つつみ、顔だけ出した町のみなさんである。人数は、昨日と同じくらいだろうか。


「おはようございます。リナさん」


　ふり向き、笑顔で言ったのは、町長兼けん宿やどのおやじさん、クライブだった。
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　だがその笑みの下からは、濃のう厚こうな鬼き気きが吹き出し続けている。


「……なんか……気合い入ってるわね……」


「ええ！　もちろん！」


　クライブは悪あつ鬼きの笑みを浮かべると、


「雪でまっ白なミオの町を、糞くそ野や郎ろうどもの血ヘドで真まっ赤かに染そめ上げるのを想そう像ぞうしただけで！　血が沸わき肉が踊おどるというもの！」


「血ヘドって言ったぁぁぁっ!?


　え？　ちょ、友情を深めるための、怨えん恨こんを残さない祭り……って確かおっしゃってましたよね？」


　思わず敬けい語ごになるあたしに、町長は、はりついたような笑顔を向けて、


「くくくくく……そう。全まつたくその通り。


　明日の友情を深めるために、他の日に怨みは残さない。


　つまりは！


　今日の友情はドブに捨すて、祭りの日の怨みは次の祭りに持ち越こし可か！」


「そーゆー解かい釈しやくかっ!?


　てゆーか、あくまで楽しくほがらかに、って話じゃなかったのっ!?」


「ええ！


　こちらの雪玉一いつ斉せい射しや撃げきを浴あびて、奴やつらがもがき苦しむ様さまを想像するだけでっ！


　楽しくて楽しくて、自然とほがらかな笑みが浮かぶというものっ！」


　……ほがらか……かなぁ……それ……？


「過か去こ数十年にわたって、このわたしに雪玉をぶつけた奴の顔は一人も忘れてはおらん！


　大たい概がいの糞どもには百の雪玉をもって報ほう復ふくとして来たが、いまだ許せぬ奴は多い！


　特に向こうの町長、トール＝ベネット！


　十年前！　息子むすこのカイルに泣くまで雪玉をぶつけおって！


　こっちが報復部ぶ隊たいを編へん制せいしてトールの息子に泣くまで雪玉をぶつけただけで、いまだしつこくわたしとカイルを狙ねらって来おる！」


　うわぁ……どっちもおとなげねぇ……


「──熱くなるな親父おやじ」


　町長の後ろから声をかけたのは、険けわしい目つきの青年だった。


　町長を親父と呼よぶのなら、彼が今の話に出てきた息子なのだろうが。


　十年前、雪玉をぶつけられて泣いていた一人の少年は──


「今年こそ──


　奴らは俺おれが仕し留とめてみせる。


　十年前のあの日から、俺は、復ふく讐しゆうのみに生きることを誓ちかい、生きて来たんだからな」


　今、すさんだ瞳ひとみの復讐者へと成長した！


　って、あきらかに雪合戦で人生踏ふみ外はずしてますよこのひとっ！


　日々に怨恨残りまくってるし！


　いかがなものかこの祭り！


　祭りの由ゆ来らいになった昔話の男女はきっと泣いてるぞ！　これ！


「今日の作戦はこうです」


　村長は鋼はがねのまなざしをあたしに向けて、


「頃ころ合あいを見み計はからい、別べつ働どう隊たいが凍こおった湖の上を迂う回かいし、ミオの町を急きゆう襲しゆう。


　家の中に閉とじ籠こもって震ふるえている女子供を血ち祭まつりに上げ、せいぜい悲ひ鳴めいを上げてもらって、前ぜん線せんの男どもの動どう揺ようを誘さそいます！


　相手が混こん乱らんしたところで主しゆ力りよくが進しん撃げきし、別働隊とともに挟きよう撃げき・殲せん滅めつ！


　まあ、慣なれないリナさんには、後こう方ほうでのんびりと、縛しばりつけて泣き叫さけぶ捕ほ虜りよどもに雪玉を投げつけ続けていただければいいので。


　楽しんでいってください」


　楽しめるかぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


　何このサツバツとした雪合戦!?　童どう心しんに返るとかそーゆー部分はどこにっ!?


「──ああ、そうそう。それと」


　町長は、近くのテーブルに置いてあった、青いハチマキを一本、手に取り、あたしにさし出すと、


「祭りの間は、これをどこか目立つ所に巻いておいてください。


　祭りには、白っぽい服を着て参加する者が多いですからな。敵てき味み方かたを区く別べつするのに、これをつけてもらうことになっています。


　こちらは青、ミオの町の連れん中ちゆうは赤。


　なお、識しき別べつハチマキをつけずに動いている者は、双そう方ほうから敵てきとみなされ、攻こう撃げきされますので注意してください」


　……聞けば聞くほど参さん加かを辞じ退たいしたくなって来るのだが……今この場でそんなことを口にすれば、『裏切り者には死を』とか言われそーな気すらする。


　まあ、とりあえずやってみて、飽あきたりつき合い切れなくなったら、てきとーな口実をつけてやめればいいだろう。


　そんなことを考えながら、あたしは青いハチマキを手に取るのだった。





　……からーんからこーんかろーん……


　白銀の世界に鳴なり響ひびいたのは教会の鐘かね。


　それが、祭りの──雪合戦のはじまりを告げる合あい図ずだった。


　凍りついた湖をはさみ、対たい峙じするのは二つの町の人々。


　……とはいっても、空はやや曇くもりでくそ寒く、やはり昨日と同じように薄いもやがかかっていて、遠くの景色けしきはかすんでいる。


　向こう岸ぎしに目をやれば、木立や家の影かげはぼんやり見て取れるが、人影らしきものは目立たない。


　誰だれもいない、というわけではなく、おそらく向こうの人たちも、雪にまぎれる色の服を着ているのだろう。


　味方の青いハチマキの人たちも、身につけている服は白一色。少なくとも湖のそばにいる中で、白服でないのはあたしだけ。


　今のあたしのスタイルは、厚あつ手でのコートとフードの上から黒マント。もちろん手には厚手の手て袋ぶくろ。ショルダー・ガードやショートソードは、宿の部屋へと置いて来た。


　いつもつけているバンダナも外し、今は額ひたいに青ハチマキ。


　湖そばに集まった人たちの数は、こちらの町だけで数百に及およぶ。


　町の人たちがあらかじめ作っておいたのだろう。すぐに投げられるように、あちらこちらに雪玉が山やま積づみになって置いてある。


　準じゆん備びは万ばん端たん。時は来た。


　教会の鐘のこだまが消え去って。


「雪玉祭り開かい催さいの心こころ得え！」


　クライブ町長が大だい音おん声じようをはり上げた。


　応こたえて、湖の向こう側から、遠い男の声が上がる。


「──一つ！　祭りで投げるのは雪玉のみとし、それ以外の武ぶ器きは認みとめない！」


「一つ！　雪玉に石などの異い物ぶつを入れるのは禁きん止しとする！　ただし、伝でん承しようにちなんで、相手の町へのメッセージを書いた紙のみは封ふう入にゆう可かとする！」


　と、次はクライブ町長。


　二人は交こう互ごに、


「一つ！　戦いの舞ぶ台たいは二つの町と、凍ったレンス湖の氷上、および町周しゆ辺へんの森までとする！　街かい道どうは含ふくまれない！」


「一つ！　失しつ神しんした場合でも気がつけば再び雪玉祭りに再参加することが出で来きる！」


「一つ！　頭部を破は壊かいされたものは失格となる！」


　……え？　今……？


「それでは！」


「雪玉祭り！」


　二人は声をハモらせて、


『レディ！　ゴー！』


　……なんかどさくさにまぎれて、ぶっそーな条じよう件けんが混まざっていたよーな気がするが……


　ともあれかけ声とともに、雪玉祭りははじまった！


　開始の宣せん言げんに、全員がときの声を上げ、凍った湖を──


　渡りはじめたのは十人程てい度ど。


　……ま、そりゃそうか。


　この人数が一いつ斉せいに湖を渡ろうとしたら、間ま違ちがいなしに氷が割われる。何人かずつが順じゆんに渡って行くしかないわけだが、少数で渡れば多数での迎げい撃げきを受ける。どうローテーションを組んでどう突とつ破ぱして行くかがポイントになるだろう。


　特に氷上は障しよう害がい物ぶつが無く足場も悪く、無む策さくで突っ込んで行けば的まとになるだけ。


　……ってれーせーに分ぶん析せきしても、考えてみたら、勝敗の規き定ていがあるわけでなし。


　要ようは思い思いに雪合戦を楽しめ、とゆーことなのだろう。


　ならばあたしも気楽に楽しむか。


　あたしがいるのは、湖にそって伸のびる陣じんの左端はし。あたりにはまばらに木立もあって、盾たてにするにはちょうどいい。


　今すぐ無む理りに突とつ撃げきすることはない。とりあえずは、肩かた慣ならしの意い味みも兼かねて、向こうから攻せめて来る人の迎撃か。


　町の人たちが用意した雪玉を使わせてもらってもいいのだろうが、自分で雪玉を作るのもまた面おも白しろみの一つ。あたしはそばに積つもった雪をすくい取り、両手で、ぎゅむっ、ぎゅむっ、と鳴ならし固めつつ、ゆっくりと湖の方に歩み寄よる。


　手袋を通して伝わる雪のきしみと冷れい気きが心地よい。


　──まあ、対たい岸がんから駆かけてきた人たちが、こちらにたどり着くにはもうあと少しかかりそうだが──


　思ったその時！


　ごばぁっ！　と、湖こ上じように積もった雪の一部が吹き上がり、そこから姿すがたを現あらわしたのは、全身白い服を着た男たち！


　その頭には赤いハチマキ！


　向こうの町の連中か!?


　連中は身を起こすや否いなや、抱かかえていた雪玉を、手近な青ハチマキに投げつける！


　不ふ意いの攻こう撃げきに味方陣じん営えいは阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずと化す！


「うわぁっ!?」


「リェットの町に栄えい光こうあれぇぇぇっ！」


「こいつら！　さては昨さく晩ばんから……！」


「させるかぁっ！」


　口々に叫さけびながら、味方たちも反はん撃げきに転じる！


　まさかこの連中、昨夜のうちに夜や陰いんに乗じようじて町に近寄り、適てき当とうな雪の中に埋うまって身を隠かくしてたのか!?


　凍とう死し覚かく悟ごで夜を乗のり越こえ、戦せん闘とう開かい始しの合あい図ずがあって、こちらの先せん遣けん部ぶ隊たいをやりすごしてから奇き襲しゆうをかけて来た──それ以外に説明できない！


　けど雪合戦でそこまでするかっ!?


　近くにも潜せん伏ぷく部隊が一人。そいつの放はなった雪玉があたしの方にも飛んで来る！


　しかししょせん雪玉は雪玉。それに、雪に埋まって体が冷えた相手の動きにも切れはない。あたしはなんなく、ひょいっ、とかわす。


　雪玉は、あたしのやや後ろにあった木の幹みきに当たって、ぱしゃっ、とあっさり砕くだけてつぶれ──


　つぶれた中から何かが覗く。


　……あれは……？　話に聞いたメッセージカードか？


　気にはなったが、今はとりあえず目の前の敵に集しゆう中ちゆうである。


　思って注意をそちらに戻もどせば──すでに当とう面めんの決けつ着ちやくはついていた。


　不ふ意い打うちで味み方かたがうろたえたのは、ほんのわずかな時間のみ。すぐに皆みなも態たい勢せいを立て直し、怒ど濤とうのごとき雪玉の雨を、潜伏部隊に降ふらせはじめる。


　相手の数は多くない。こうなってしまえば多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。赤ハチマキの潜伏部隊は、一人、また一人と倒れてゆく。


　たぶんこっちは大だい丈じよう夫ぶ。思ってひと落ち着きすると、さっきのメッセージカードのことがふと気になった。


　雪玉が当たった木の方に歩み寄り、埋まっていた、てのひらサイズのメッセージカードをほじくり出して見てみれば──


　真っ赤なインクで描えがかれた、かっ開いた目玉と無む数すうの『死』の文字。


　怖こわっ！　めちゃめちゃ怖っ！




[image: ]


　つかコレ友ゆう好こうのメッセージじゃなくてフツーに何かの呪のろいだしっ！


　あたしがどっ引くそのそばでは、集中砲ほう火かで動けなくなった決けつ死し部隊がずるずる連れん行こうされてゆき、その上に、雪ダルマサイズの大きな雪玉が次々と──


「うわああっ！　雪がっ！　雪がっ！　かあさああああん！」


　どしゃっ。


　雪落ちる音とともに、相手の悲ひ鳴めいはぷつりと途と絶だえて。


　……何この地じ獄ごく絵え図ず。


　つーか、こんな怨うらみつらみにあふれた祭りがあるかぁぁぁぁっ！　陰いん惨さんな雪合戦なんぞまっぴらぢゃぁぁぁっ！


　できれば今すぐ、さくさく立ち去りたいところだが……考えてみれば、荷に物もつは宿の部屋の中。なんか、てきとーに引き上げる大たい義ぎ名めい分ぶんがないと、町長とゆーか宿のおやじさんも納なつ得とくしてはくれまい。


　……しかたない……こーなったら最後の手しゆ段だん。


　敵の攻こう撃げきにわざと当たって、『いやぁ。よそものにはちょっとハードですよ。あとは見学とゆーことで』とかなんとか言って引っ込むのだ！


「敵てき先せん陣じん、来ます！」


　上がった誰かの声に目をやれば、向こうの町から最初に出た十数人が、こちらの岸にたどり着こうとしていた。


　おっしゃ！　直ちよく撃げき受けるぞっ！


　あたしは自分で握にぎった雪玉片手にダッシュで前に出る！


　敵との位い置ち関係から考えて、お互いの攻撃範はん囲いに入るのはせいぜい二、三人。


　しかし町の人たちのほとんどが、雪と同じ白い服を着ているその中で、色の違うあたしが突つっ込めば目立つはず！


　思った通り赤ハチマキたちのうち一人が、あたしに向かって雪玉を投なげつけて来る！


　ぬるいっ！


　右手の雪玉を投げ放ちざま身をひねり、飛び来た一発をあっさりかわす。投とう擲てきと回かい避ひが一連となった、必ひつ要よう最さい小しよう限げん度どの動き。


　相手もこちらの攻撃をなんとかかわし、次の一発を投げ放つ！


　だがこの時じ点てんで相手の体たい勢せいは崩くずれている。


　あたしはのけぞりながら身をひねり、たなびかせたマントで相手の玉をからめて払はらい、同時に右手で雪を搔かき握り、投げ放つ！


　むろん雪玉とも呼べないそんな塊かたまりが当たったところで、ダメージなどは皆かい無むだが──低い位置から放はなたれた一発が、あごのあたりに当たって散ちれば、一いつ瞬しゆん相手の視し界かいを奪うばう！


　その瞬間！


　そばにいる味み方かたが放つ無む数すうの雪玉が相手をうちすえる！


「がはっ!?」


　断だん末まつ魔まを残して倒れる男を無む視しし、あたしは次の相手へと距きよ離りを詰つめる！


　あたしが相手を翻ほん弄ろうし、そのスキに味方が次々としとめてゆく。そんなことを二度三度と──


「──って違うわあああああああっ！」


　我われに返って自分にツッコミ入れた時にはもう遅い。相手方の第だい一いつ波ぱは、もはや完全に沈ちん黙もくしていた。


　……うーみゅ……しまった……


　てきとーにやられて退たい却きやくするつもりが……雪玉でとはいえ、攻撃を受けると、つい脳のうやら体やらが戦せん闘とう用ようの反はん応のうをしてしまう。


　おかげで──


「やるじゃねえかあんた！　見ない顔だが」


「町長ン所に泊とまってる旅人サンで、飛び入りらしいぜ！」


「たしか、リナさんっていったよな」


　町の人たちは口々に大だい絶ぜつ賛さん。


　──ちっ。しくじった。相手の第二波はすぐ来るだろうが、こうなっては、今さらしらじらしく相手の玉に当たって引き下がるわけにもいかなくなったか……


　いつの間にかそばに来ていたクライブ町長も、満足げにうなずいて、


「すごいですなリナさん。


　このぶんなら、今年はこっちの圧あつ勝しようかもしれませんな。


　──第二班はん！　進め！」


　合図に次の十人ほどが、湖の上へと足を踏ふみ出し──しかしその時！


「なにっ!?」「ぐあっ！」「がっ!?」


「……ほーっほっほっほ……！」


　いくつもの悲ひ鳴めいと、聞き間ま違ちがえようもないバカ笑いは、湖の向こう側から響ひびいたのだった！


「──あれは──！」


「知っているのかリナさん!?」


　思わず上げたあたしの声に、クライブ町長が問いかける。


　あたしは頰ほおに汗あせを伝わせ、小さく一つうなずくと、


「混こん乱らんの権ごん化げ、狂きよう気きの具ぐ現げん。全すべてを食いつくし飲みつくすもの」


　かすみがかった氷の上。彼方かなたに何かの影かげがうっすらと浮うき上がる。


「手段のために目的を忘れ去るもの。世界をがっかりさせるもの」


「ほーっほっほっほ！」


　影が鮮せん明めいさを増ますにつれ、続くバカ笑いも、その大きさを増してゆき。


「見るなさわるな口きくな。自じ称しようあたしのライバルこと、全ぜん自じ動どう型がた不ふ幸こうの手紙、その名は白蛇サーペントのナーガ！」


「ほーっほっほっほ！」


　やがて浮き出たその姿すがたに、リェットの町の人たちが、驚きよう愕がくとどっ引きの呻うめきを漏もらす。


　そして。


「なっ……!?」


　あたしもまた、驚おどろきの声を上げていた。


　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！


　むやみに露ろ出しゆつの多い服！


　とまあここまではいつものナーガと同じなのだが──


　違うのは頭の赤いハチマキと──


　雪ダルマに使うような大きさの、雪玉と呼ぶには大きすぎる雪せつ塊かいが五つ六つ、ナーガのまわりに円の軌き道どうを描えがきながら、空中を舞まい続けていること！


「なんだ……？　あれは……！」


　町の誰かが漏もらした声には、隠かくせぬ動どう揺ようの色がにじみ出て。


　──まずい。ここでつけ込まれたら総そう崩くずれになる──


「落ち着いて！　何かの魔ま術じゆつで雪玉を操あやつってるだけよっ！」


　あたしは声をはり上げて──


　ナーガのバカ笑いが、ひたりと止やんだ。


「……その声……


　リナ＝インバース!?


　これはまたずいぶんと奇き遇ぐうね」


　彼女の視し線せんがあたしをとらえる。


　当然見えたはずである。あたしの青いハチマキが。


「まさかあなたもこの祭りに参加しているとは思わなかったわ。


　しかぁぁぁも！　どうやら青チーム！


　やはりわたしとあなたとは、戦う運命にあるようねっ！


　しかぁしっ！


　雪玉のみを武器とするこの条じよう件けんで、火か炎えんの術を得とく意いとするあなたに、どれほどの勝ち目があるのかしらねっ!?


　ほーっほっほっほ！」


　勝ちほこった寝ね言ごとをほざくと、進しん路ろをあたしの方へと変える！


　おにょれっ！　変な状じよう況きようで変な相手にっ！


「ええいっ！　ひるむな！」


　クライブ町長の号ごう令れいで、我に返った味方たちが、作り置きしておいた雪玉を、一いつ斉せいにナーガに向かって投げ放つ！


　だがそれらがナーガに当たるより早く！


　彼女のまわりを舞まい浮く大きな雪塊が、自みずから動いて盾たてとなり、すべての雪玉を受け止めたのだ！


　はじき散らしたわけではない。ことばの通り受け止めて、雪玉は、ナーガを護まもる雪塊の一部と化したのだ。


　その光こう景けいを目まの当たりにして、味方の攻撃の手が止まる。


「ほーっほっほっほ！


　笑わせてくれるわね青チーム！


　わたしがあんまりヒマなんで開発したこの呪じゆ文もん、白魔遊幻城フオートリボルブに、ただの雪玉攻撃が通用すると思っているのかしらっ!?」


　おにょれナーガっ！　そんな理由でこんな呪文を開発していたとはっ！


　まあ確かにナーガらしいっちゃあらしいけどっ！


　だがその術にも欠点はある。雪玉に対する防ぼう御ぎよはほとんど万ばん全ぜんだが──


「防御は万全だけれど攻撃の手段がない、なんて思っているんじゃないでしょうね？　リナ＝インバース？」


　まるであたしの心を読んだかのように、ナーガは不ふ敵てきに言い放つ。


　指の動きでまわりの雪塊を制せい御ぎよして──うちいくつかが町の人たちの方を、そして一つがあたしを向いて──


　──まずいっ！


　本ほん能のうが鳴ならす警けい鐘しように従したがって、あたしはとっさに地を蹴けった！


　同時に！


　ドッ！


　音すら立てて雪塊が吐はき出したのは、さきほど受け止めた無む数すうの雪玉！　高こう速そくで放たれた白いつぶては味方の皆みなをうちすえる！


　重かさなり上がるいくつもの悲鳴！　あたしは幸さいわい、とっさに跳とんで、そばにあったクライブ町長を盾にして難なんを逃のがれたが──


「ほーっほっほっほ！　これでわかったかしらリナ!?　この術の恐ろしさがっ！


　どうやら一度目はうまくかわしたようだけれど、いつまでそうやって逃げ回っていられるかしらっ!?」


「……リ……リナさんっ……！」


　雪玉を受けた痛いた手でによろつきながらも、町長はあたしにすがるまなざしを向けて来る。


　こんな生き物を相手にするのは、みんなとーぜんはじめてだろう。救たすけてほしい気持ちはよーくわかるが──あたしとて、この術を目にするのははじめて。


　ここは策さくを練ねる必要がある。


「攻撃中止！　一いつ旦たん距離を置いて作戦を立て直すわよっ！」


　反発されるかとも思ったが──


「わ……わかりました！


　みんな！　聞いての通りだ！　一旦町の奥にまで退ひくぞ！」


　ナーガの見た目にだか術にだか、度ど肝ぎもを抜ぬかれていた町長は、あたしの指し令れいに声を上げる。


　命令に、たいていの味方はきびすを返し、町の奥へと駆かけてゆく。


　あたしと村長も退たい却きやくをはじめ──


　だがしかし。


　十人ほどの男たちは、ナーガと対たい峙じしたままで、その場を動こうとはしない。


「何をやっているお前たち!?」


　町長の叱しつ咤たに──


「ここは私たちがおさえます！」


　男の一人が背中で応こたえた。


「皆は早く！　──後のことは頼たのみます！」


　男たちは知っている。自分たちでは決してナーガに勝てないことを。


　だがそれでも。あたしたちを逃のがすために。明日の勝利を青組のものとするために。


　自らがここで、礎いしずえとなると決意をしたのである。


　その心こころ意い気きを汲くみ取って。


「──すまん！　許ゆるせ！」


　町長は断だん腸ちようの思いでことばをしぼり出し、あたしとともに駆けてゆく。


　決して後ろは振ふり返らずに。


　──ナーガのバカ笑いは、湖そばの町に、いつまでもいつまでも響き続ひびけていた。





　時おり響く重い音は、木々の梢こずえに積つもった雪が落ちる音。


　あたしたちがようやくひと息ついたのは、町のまわりを囲かこむ森の中でだった。


　途と中ちゆうであたしはナーガの足を止めるべく指し示じを出し、障しよう害がい物ぶつの多いこの場所で休むことにしたのだが──


　味方の士し気きの下がり具ぐ合あいは、目を覆おおうばかりのものだった。


　軽かる口くちはおろか、グチの一つも出てこない。みんなただただ無む言ごんでうつむいて、息を整ととのえている。


　無む理りもない。いろんな意味で常じよう識しき外はずれのあんなものを見せられて、圧あつ倒とう的てきな力の差を思い知らされたのだから。


「──報ほう告こくします！」


　重い沈ちん黙もくが落ちる中。声とともに駆けてきたのは仲間の一人。


「リナさんの指示通り、我われ々われの昼食用に用意されていたシチューの大おお鍋なべを出しておいたところ、目もく標ひようは食事を開始。現げん在ざいはその進しん撃げきを止めています！」


　おお、と、味方の感かん嘆たんの声。


「しかし──」


　続くことばに一同が沈黙する。


「あのペースで食事が続けば、昼前には完かん食しよくしてしまいます！」


　報告にざわつく味方たち。


　町の人たちにふるまわれる予定だった鍋である。分ぶん量りようは推おして知るべし。


　それを一人で、しかも昼までに食べきるなどと──ナーガを知らぬ人にとっては信じられない話だろう。


「問題はもう一つ！」


　悪い知らせはまだ続く。


「目標が確かく保ほしたルートを通って、ミオの町の連中が、少数ずつですがこちらにやって来ています！


　このままでは、時間が経たてば経つだけこちらは不ふ利りです！」


「……くそっ！　ミオの連中っ……！」


「あんな変な助すけっ人とさえいなけりゃ……！」


　口々に毒どくづきはじめる味方たち。


　ナーガみたいな人じん知ちを超こえたモノに暴あばれられるのなら、犬に嚙かまれたと思ってあきらめがつくのだろうが、赤チームのみなさんにいいようにされるのは腹が立つらしい。


「リナさん、何か手はないのか？」


　言うクライブ町長の顔には、苦く悩のうの色が濃こくにじんでいる。


「お見受けしたところあなたも魔ま道どう士し。くわえてあのナーガとかいう女の知り合いとなれば、攻こう略りやくの手だてもご存ぞんじなのでは？」


　ことばに、まわりの皆が一いつ斉せいに、期き待たいのまなざしをこちらに向ける。


「……確かにあたしも、いくつもの術を使うことができるわ……」


　あたしはことばを選えらびつつ、


「たとえば、火炎の攻こう撃げき呪じゆ文もんを使えば、ナーガのあの術を崩くずすのは簡かん単たんよ」


「──いや、リナさんそれは──」


「わかってる。禁きんじ手てだってことは」


　町長の抗こう議ぎを遮さえぎり、あたしは言った。


　武器とするのは雪玉のみ。それが、この雪玉祭りの絶ぜつ対たい条じよう件けん。


　ルールをどう拡かく大だい解かい釈しやくしたところで、火炎系の攻撃呪文などあきらかに違い反はん。


　対するナーガは、術を使っているものの、あくまでも雪玉を操あやつり、武器として使っているのだ。


　決まりを無む視ししてナーガを黒コゲにするのはたやすいが、そんなことをすれば、『ふっ、結局ルールを破やぶることでしかこのわたしには勝てなかったということねっ！』とか一生言われ続けるに違いないのだっ！


　もちろん、つき合っていられるか、と立ち去れば、シッポを巻いて逃にげたと言われる。


　さすがにそれはイヤである。


　ならば、多少ルールの拡大解釈はあったとしても、あくまでその中で戦い、勝つ必要がある。


　ならば──


「……やれる、とは言わないわ。


　けど、やってみる」


　立ち上がり、決けつ然ぜんとうなずくあたしに、味方のみんなも、おお、と感嘆の声を上げて立ち上がる。


「あたしがナーガを引きつける！　みんなはその間にまわり込んで、調ちよう子しこいてやって来た赤チームを撃げき破は！


　大おお筋すじはこれで行くわよ！　そちらの指令は町長に任まかせるから！」


「──わかった。武ぶ運うんを祈いのる」


　うなずく町長にあたしも一つ、うなずき返し、きびすを返して歩き出す。


　ナーガとの戦いの地へと。





　雪に包つつまれた白い世界に、ぽつりと目立つ染しみがある。


　業ぎよう務む用ようの大鍋に、縁ふちの近くまで入っていたシチューは、いまや半分も残ってはいない。


　木き皿ざらから口もとへとスプーンでシチューをすくい運び、それを何度もくり返し、皿が空からになったなら、鍋から木皿へとおたまでシチューをすくい取る。


　それら一つ一つの動どう作さは、舞まい踊おどる蝶ちようのように優ゆう雅がだが、すべての動きが閃ひらめく雷いかずちのごとき神しん速そく。


　雪の中で仁に王おう立だちになったまま、ケタ外はずれの速さでシチューを消しよう費ひしてゆく影は、言うまでもなく白蛇サーペントのナーガ！


　シチューを食べるその動きが、ぴたりと止まり──


　ゆっくりと。


　あたしの気け配はいを感じ取り、ナーガはその場で顔を上げた。
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「ふっ……てっきりシッポを巻いて逃げたと思っていたけれど……


　どうやら覚かく悟ごを決めて出てきたようねっ！


　リナ＝インバースっ！」


　言ってわずかに後ろに下がり、左手を大きくひるがえすと、後ろから現れたいくつもの雪せつ塊かいがナーガのまわりを舞いはじめる。


　どうやら術を解といていたわけではなく、シチューを食べている間、雪塊は後ろに控ひかえさせていただけか。


「……たしかにあんたの使ってるその術、雪合戦では強いけど……


　それだけであたしに勝てると思ってるんじゃないでしょうね？」


「ほーっほっほっほ！　負けたと思っていないならば、このわたしを雪合戦で倒たおしてもらおうかしらっ!?」


「のぞむところっ！」


　──なりゆきで参加したお祭りだったが、こうなってはもはやあとに引けないっ！


　しばしの距離とシチュー鍋とを間にはさんで、あたしとナーガは対たい峙じする！


　同時に。


　うおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


　ときの声を上げながら、木々や家々の陰かげから躍おどり出た味方たちが、湖のこちら側に上じよう陸りくしていた赤ハチマキたちに襲おそいかかる！


　今──


　決戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされた！







（白はく銀ぎんの弾だん丸がん：つづくっ！）
















　次回予告





　うやむやのうちにナーガと戦うことになったリナ！　雪合戦という縛しばりの中で、果はたしてナーガの術をうち破やぶることはできるのか!?


　リェットの町とミオの町の関係は本当にこのままでいいのか!?


　それはそうとタイトルをどうしようかと、雪合戦って英語でなんていうのか調べたら、スノーボールファイトっていうらしくて！


　そのまんますぎてがっかりだっ！


　ともあれ次回、『白はく銀ぎんの弾丸』後編！


　家にある冷れい凍とう食しよく品ひんの賞しよう味み期き限げんとか気にしつつ待て！




白銀の弾丸［後編］













　あらすじ





　リナが立ち寄よったリェットの町は、年に一度の雪ゆき玉だま祭りの時期だった。


　町のそばにある湖みずうみが凍こおって渡れるようになると、向こう岸にあるミオの町の人たちと町をあげての雪ゆき合がつ戦せんをし、日ひ頃ごろのうさを晴はらすというのだ。


　興きよう味み半分で参さん加かするリナだったが、祭りの正しよう体たいは血で血を洗うやたらドロドロとした戦いだった！


　そんな中！　ミオの町の助すけっ人としてナーガが姿すがたを現あらわした！


　雪合戦用に特とつ化かした術じゆつを操あやつるナーガに押されるリナたち！


　武ぶ器きとして使えるのは雪玉のみ、というルールの中で、果はたしてリナはナーガに勝かつことができるのか!?
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　こうとなったらあとには引けぬ！


　味み方かたの上げた雄お叫たけびにまぎれ、あたしは呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した！


　もちろんあたしのその動きに、ナーガが気づかぬはずもない。しかし彼女は余よ裕ゆうの顔でこちらを見やるだけ！


　うあ、めちゃめちゃ腹はら立たつぞその余裕！


　もちろんナーガはいつだって、根こん拠きよがなくても余裕たっぷりではあるのだが、今回に関しては根拠は十分。


　いくつもの雪せつ塊かいを操り、自身のまわりに舞まわせて盾たてとし、時には相手の放はなった雪玉を受け止めてキープし、解とき放つというナーガの術は、雪合戦においては無む敵てきに近い。


　だがその術──あたしが必ずうち砕くだくっ！


　やがて呪文が完かん成せいした！　あたしはその場にしゃがむと、雪の下からわずかに顔を出した地面に手をつき、


「霊呪法ヴ＝ヴライマっ！」


　力あることばを解き放つ！


　応こたえて大だい地ちが揺ゆれ動く！　積もった雪を断たち割わって、石が、土が、よじれ集あつまる！


　身を起おこしたのは大地の化け身しん！　形はヒトの似に姿すがたなれど、上うわ背ぜいはあたしの倍ばい以上！　偽いつわりの命いのちを持った巨きよ大だいな石人形ゴーレム！


　単たん純じゆんな命めい令れいしか受け付けず、動きは決して早くはないが、パワーの方は圧あつ倒とう的てき！


　それを見て──


「ほーっほっほっほ！」


　ナーガは勝しよう利りのバカ笑いを上げた！


　あたしを、びしぃっ！　と指さして、


「笑わせてくれるわねリナ＝インバース！


　ルールを無む視ししてゴーレムで攻撃!?


　しかぁぁぁぁぁしっ！


　わかっているのかしらっ!?　それは、雪合戦を普ふ通つうにやったら勝てないという敗はい北ぼく宣せん言げんに他ほかならないということをっ！」


　予よ想そう通りのセリフを吐はくナーガ。


　たしかに、武器は雪玉、というルールがあるこの雪玉祭りで、ゴーレムに直ちよく接せつ攻撃をさせれば完かん全ぜんな反はん則そく。だがっ！


「ゴーレム！」


　あたしはナーガを、びしぃっ！　と指さし、ゴーレムに向かって命めい令れいを下す！


「雪玉を作ってアレに向かって投なげて！」


「──なっ……！」


　聞いてナーガは顔色を変え、ゴーレムは、命令に応えて動きだす！


　大地でできたその身をきしませ、巨大な両の手のひらで、あたりに積もった大たい量りようの雪を搔いて集めて圧あつ縮しゆくする！


　そう！　あたしの狙ねらいはゴーレムによる直接攻撃などではない！


　ゴーレムに硬かたく大きな雪玉を作らせ、それを圧倒的なパワーで投げ放ち、ナーガの纏まとう雪塊の盾を力ずくでうち破やぶる！


　これならば、攻撃に使うのは雪玉のみ、という規き定ていに違い反はんもしないっ！


「くっ……！」


　ナーガはあわてて地を蹴けると、建たて物ものの陰かげにまわり込もうとする。


　あたしの造つくったゴーレムは、集めた雪を固かためて──


　ぱしゃっ。


「──あ……！」


　呆ぼう然ぜんと声を上げたのはあたしだった。


　ゴーレムが固めようとしていた雪は、合わせた両手のひらの中、たやすく砕けて飛とび散ちったのだ。


「──ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわねリナ＝インバースっ！」


　その光こう景けいに、勝ちほこりまくった高笑いを上げるナーガ。


「大ざっぱな命令しか聞けないゴーレムに雪玉なんて作らせようとしても、こうなることくらい、少し考えればわかることよ！」


　おにょれっ！　一いつ瞬しゆんびびって逃にげようとしたくせに、さも最初から読んでたみたいな言い方をっ！


　ツッコミたいところだが、こっちがミスしたのは事じ実じつ。へたなことを口走れば、負け犬の遠とお吠ぼえとかなんとか、腹立つ反はん撃げきが来るだろう。


　ならばっ！　勝ってからさんざんののしり倒たおすっ！


　雪玉がつぶれるというのなら、硬かたさは無視して──


「ゴーレム！　命令追つい加か！　雪玉を作る時には崩くずれない程てい度どに固めた時じ点てんで、それ以上力を加えないことっ！」


　これならどうだっ！


　ゴーレムは再び大きな雪玉を作る！　今度は力を加か減げんできたか、にぎりつぶすようなこともなしっ！


　ゴーレムはそれを片手でふりかぶり、あわてて家の陰に逃げようとするナーガに向かって──投げ放つ！


　ぶしゃっ。


「う。」


　またも呻うめいたのはあたし。


　軽く固めただけの雪玉は、ゴーレムの力で投げ放たれたとたんにあっさり空中分ぶん解かいしやがったのだ！


　崩れた雪は風に舞い散り、ナーガの所まで届とどきさえしない。


「ほーっほっほっほ！　どこまで愚おろかなのかしらリナ＝インバースっ！


　固まっていない雪玉をゴーレムのバカ力で投げさせたら、空中分解するに決まっているじゃないのっ！」


　と、家の陰から右半はん身しんだけを覗のぞかせおーいばりするナーガ。


　……う……うわぁ……腹立つ……！


　腹は立つが、ここでわめいたところで勝利を得られるわけではない。


　たしかに──あたしの策さくが甘あまかったことは心の中で認みとめよう。口に出したらナーガがさらに調ちよう子しこくし。


　だが──ならばこの場をどうするか。


　退たい却きやくして作戦を練り直す、というわけにはいかない。


　少し離れたあたりでは、味方の青ハチマキたちと、上じよう陸りくしてきた赤ハチマキたちの戦いは、すでにはじまっているのだ。


　こちらの町にやって来た赤チームの数は少なくないが、それでも数の上では味方の青ハチマキの方が圧あつ倒とう的てきに多い。


　とはいえ青は、ナーガの存そん在ざいにビビってか、どこか浮うき足立っている。


　対する赤は調子づき、そのせいで今は双そう方ほうほぼ互ご角かく。


　だがもしここであたしが退ひけば、皆からは、敗はい走そうしたとしか見えないだろう。


　そうなると青はますます負けムード、赤はますます調子づく。


　そのあとにナーガがあたしを追わず、青チームの討とう伐ばつに向かったら、状じよう況きようはより絶ぜつ望ぼう的てきに。


　つまりあたしは退たい却きやくせずに、ここで時間をかせぎつつ、なんとかナーガに勝つ方法を考えるしかないのだ。


　──ならばっ！


　あたしはマントをひるがえし、余裕の笑みで、


「あー。きかなかったかー。どーしよー困こまったなー」


　わざと棒ぼう読よみで言い放はなつと、ナーガの笑いがぴたりと消えた。


　ジト目であたしをにらみつけ、


「……リナ、さてはあなた何かたくらんでいるわね？」


「え？　別に何も」


　あわてたふりで、ぱたぱた手を振ふりまくるあたし。


「あやしいわね……」


　疑うたがいの声でつぶやくナーガ。


　よーし。かかった。


　とりあえず、あたしが何かたくらんでいるとナーガに疑ぎ心しん暗あん鬼きを抱いだかせ、動きを封ふうじて時間をかせぐ。


　だがこんな手が、いつまでも通じるはずもない。


　なんとか次の手を考えなくては──


　思っていると。


　風の向きがわずかに変わった。


　と、その時。


　……うあ……あ……ひぃ……


　流れを変えた風の中、かすかに混まじり聞こえるのは、いくつもの悲ひ鳴めい！


　少し離はなれた所でくりひろげられている、青と赤とが戦う音──ではない。


　主しゆ戦せん場じようからやや離れていたからこそ聞こえたこれは、風向きからすると──！


「ミオの町!?」


　ナーガがふり向き、声を上げた！


　そう。風は湖みずうみから──その向こうにあるミオの町の方から吹いて来ている。


　ならばつまりは、ミオの町に何かがあった、ということである。


　あたしはふと思い出す。


　今け朝さがた味方こつちの町長が、頃ころ合あいを見て別べつ働どう隊たいをまわり込ませ、ミオの町を直ちよく接せつ叩たたいて混こん乱らんさせる、などとゆー作戦を語っていたことを。


　最初にナーガの出しゆつ現げんで味方が混乱したせいで、てっきりあの作戦は立ち消えたものと思っていたが──ひょっとすると、あたしの知らない間に実じつ行こうされたのだろうか。


　いずれにしても好こう都つ合ごうっ！


　あたしは、こうなることをさも知っていたかのような口ぶりで、


「あー。何かあったみたいねー」


「くっ……！


　読めたわよリナ！　ゴーレムは陽よう動どうで、油ゆ断だんさせてミオの町に直接攻撃をかける。それがあなたの狙ねらいだったのね！」


　もちろんぜんぜん違うのだが、ここはハッタリで押おすところっ！


「さー。どーかしらねー」


　にやにやしながら余裕しゃくしゃくに言い放つ。


「ま、確たしかなのは、あんたがシチュー鍋なべやあたしと遊んでる間に、あっちの町はおもしろいことになってる、ってことね。


　さ、それじゃあ、あたしたちも戦いの続きといきましょーか！」


　言って身がまえるあたしに、ナーガは大きく後ろに跳とび退のき、間ま合あいを開けて、あたしを、びしぃっ！　と指さすと、


「ふっ！　甘く見ないでほしいわねリナ＝インバースっ！


　これが陽動だとわかった以上、そんな見え見えの挑ちよう発はつに乗ると思っているのかしらっ!?


　すぐに向こうを片かたづけて帰ってきてあげるから首を洗って待ってなさいっ！」


　言うとナーガはきびすを返し、湖の方へと駆かけながら、


「あなたたちっ！　ミオの町が襲おそわれてるわよっ！」


　大声で赤のみんなに呼よびかける！


　──ありがとうナーガ。ほんとうにありがとう。


　気づいてなかった赤のみなさんに、ミオの異い変へんを教えてくれて。


　このひとことが流れを変えた。


　赤のチームに動どう揺ようが走る。とどまって戦うべきか、町へと帰って守るべきか。そんな迷まよいが彼らの動きを鈍にぶらせた。


　対たいする青は朗ろう報ほうに勢いきおいを取り戻もどす！


　こうなると、その数の差がものをいう！


　一気に押されはじめる赤チーム。白い雪玉が右に左に飛とび交かう中、赤から放たれる量りようが目に見えて少なくなっている。


　やがてほどなく。


「ま……まずはミオの町を守るぞ！」


　誰だれかがそう口走ったのをきっかけに、次々と退却をはじめる赤チーム！


　こうなると、さらに調子づく青チーム！


　だがここで油ゆ断だんはできない。


　こちらの別働隊が一いち時じ的てきにミオの町を混乱させても、相手が冷静さを取り戻せば、数の差ですぐに制せい圧あつされるだろう。


　そうなれば、ナーガと赤チームも落ち着いて、またまたこちらが押されることになる。


　ならばこの機きに、なんとしてでも押すしかないっ！　ナーガ対たい策さくはあとで考えるっ！


「チャンスは今よっ！　全員突とつ撃げきっ！」


　あたしのその呼びかけに──


『おおおおおおおおおおおおおぅっ！』


　味方のみんなは雄お叫たけびを上げ、すぐさま赤の追つい撃げきに移うつる！


　だが──果たしてナーガをどう倒す？


　あたしも湖の方へと駆けながら、手持ちの呪じゆ文もんの中で、使えるものがないか考える。


　町を丸ごと吹っ飛ばすような攻こう撃げき呪文はあるが、武器は雪玉、という条じよう件けんでは、ンな術何の役にも立たない。


　冷気の攻撃呪文はいくつか使えるが、雪玉をどうこうする、などという術はさすがにない。


　呪文の組み立て方をきっちり理り解かいしていれば、その場で呪文にアレンジを加え、術の効こう果かを多少いじくることは可か能のうだが……雪玉をコントロールするなど、多少のアレンジでなんとかできるものではない。


　そもそも対たい象しようが、『冷気』でも『氷』でもなく『雪』限げん定ていなのである。こんなモノを研究する魔ま道どう士しなんぞふつーはいない。


　もちろんナーガはふつーじゃないが、それにしてもなんだって、こんなピンポイントな術を研究・開発したのやら。


　雪合戦で負けることを許ゆるされない人生でも歩いているというのなら、そんな術を開発することもあるかもしれないが……一体どんな人生なのか。それは。


　………………って、あれ？


　ひょっとして──


　ある考えがふと浮うかぶ。ナーガが、いくらヒマだったからとはいえ、あんな術を開発した理由は──


　ほかでもない、ナーガがナーガだったからではないだろうか。


　もしこの想そう像ぞうが当たっていたなら、あの術を、いや、ナーガをうち破やぶる手はある！


　あたしは、あたりに落ちていた、雪ダルマに使うサイズの雪玉を見つけて駆かけ寄よった。


　青チームが、捕ほ虜りよのトドメに使っていたものである。大きさの割わりにはかなり硬かたく、もちろんそれなりの重じゆう量りようがあり、軽かる々がると持ち運べるものではない。


　あたしは呪文を唱となえつつ、そこいらの雪をすくって、固めずそのまま、大きな雪玉に押してくっつける。


　呪文の完かん成せいとともに、大おお型がた雪玉を両手で頭ず上じようにかかげ上げると、『力あることば』を解き放つ！


「翔封界レイ・ウイング！」


　唱えたのは、風かぜの結けつ界かいを身に纏まとい、高こう速そく飛ひ行こうを行う術！　速そく度どと高こう度どと重量の総そう和わが術者の魔ま力りよくに比ひ例れいする、ややコントロールの難むずかしいシロモノである。


　両手でかかげた雪玉の端はしは風の結界から突つき出ており、あたしはそこを先にして、凍こおりついた湖の上を舞まい飛んだ！


　自身を空飛ぶ雪玉と化し、そのまま人のおなかくらいの高度を保たもち、氷ひよう上じようを進む赤チームへと突とつ進しんした！
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　うち数人にぶち当たり、そのまま相手を吹っ飛ばす！


　たぶん悲鳴は上がっただろうが、風の結界に阻はばまれて、あたしの耳には届とどかない。


　ぶつかった時、雪玉を支ささえる手に、もっと衝しよう撃げきが来るかとも予想していたのだが、やってみると案あん外がいそうでもない。


　おそらくは、纏った風の流れがうまく雪玉を支ささえているのだろうが──


　これならなんとかなるかっ!?


　あたしの突進に気がついて、あわててよける赤チームのみなさん。こちらに雪玉を投げて来る人もいたが、そんなもの、すべて風の結界ではじかれる。


　やがて進んだその先に、氷上を駆ける黒い影かげ！


　追いついた！


　進む先、あたしの気け配はいに気づいてか、黒いマントと黒くろ髪かみを風に流して、ナーガはこちらをふり向いた！


　彼女のまわりを舞ういくつもの雪塊が、その回かい転てん速そく度どを上げて、あたしへの迎げい撃げき態たい勢せいを整ととのえる！


　ナーガは大きく胸むねを張はり──


　──まわりを取り巻く風の結界のせいでナーガの声は聞こえない。なのでセリフは脳のう内ないで補ほ完かんすることにする。


　以下、ナーガのセリフはイメージです。実じつ際さいの発言と違ちがう場合がありますがご了りよう承しようください。


『ほーっほっほっほ！　しょうこりもなくまた来たのねリナ＝インバースっ！


　どうやら少しは工く夫ふうをしたつもりらしいわねっ！


　しかぁしっ！』


　びしぃっ！　とナーガはあたしを指さし……ってタイミングぴったりっ!?　まさかほんとーにあたしが想像した通りにしゃべってたりするのかっ!?


　……ナーガの言うことを正せい確かくに予想できるというのは、人としてむしろダメなことのよーな気もするけど……


　それはとにかくっ！


『その程度の小こ細ざい工くで、わたしの術をうち破やぶれると思ったらおおまちがいよっ！』


　ナーガを守る雪塊が、さらにその回転速度を増ましてゆく！


　あたしは突とつ進しんの機き会かいをうかがって、獲え物ものを狙ねらう獣けもののごとく、円を描えがいてナーガのまわりを飛び回る。


　視し界かいの端に映うつったのは、追つい撃げきしてきた青チームを、足を止めた赤チームが迎撃している光こう景けいだった。


　ここであたしが倒れるか。それともナーガが倒れるか。


　それによって、青と赤との戦せん意いのバランスは大きく変わる。


　つまり、あたしとナーガの戦いが、戦い全体の流れを変えうると言っても、決して過か言ごんではないのだ！


　ナーガはあたしの動きを首の動きと視し線せんで追い──


　そしてあたしがナーガにしかける！


　ナーガが視線と首を動かし、あたしが見えなくなる刹せつ那な、あたしは描いていた円の軌き道どうを外はずれ、彼女の背中に向かって突き進む！


『ふっ！　それで不ふ意いをついたつもりかしらっ!?』


　たぶんそんなことを言いながら、ナーガはきびすを返すと雪玉を操あやつり──


　その瞬しゆん間かん。


　あたしは気力をふりしぼって急きゆう上じよう昇しよう！


　術の限げん界かいまで高度を上げると、今度はナーガに向かって急きゆう降こう下か！


　落らつ下かの速度を味方につけての突進！　ナーガの雪玉の防ぼう御ぎよが、はたしてこれに耐たえられるか!?


　ナーガは雪玉すべてを操り、頭上にかざして盾たてとして、あたしの一いち撃げきを──





　どんっ！





　受け止めた！


　ナーガのかざした雪塊のうちいくつかにはヒビが入って──それでも頭上からうち下ろされた、あたしの雪玉を受け支ささえている。


　この瞬間。


　ナーガはおそらく勝利を確かく信しんしただろう。


　だが！


　あたしは術を解かい除じよした！


　雪玉を支し点てんに足から飛び降おりざま、自分の雪玉にくっつけておいた、固めていない雪を両手でもぎ取ると、翼つばさのように両手をひろげ、盾となっている雪塊の左右から、ナーガに向かって投なげ放はなつ！


「──なっ──!?」


　風の結界はすでに消え、聞こえてきたのはナーガの声。そして。


　ぽす。


　あたしの放った雪がナーガを直ちよく撃げきした音！


　握にぎりかためてもいない雪。こんなものが当たったところで、もちろんちっとも痛くはないが──


　あたしは足から着ちやく地ちして、後ろに跳とんで距きよ離りを取る。


　わずかな沈ちん黙もくの後に──


「わをひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　ナーガは盛せい大だいに悲ひ鳴めいを上げる！


　ここに──


　戦いの流れは決した。





　上がった悲鳴に、戦場が一いつ瞬しゆん凍こおりつく。


　青ハチマキと赤ハチマキ、双そう方ほうの視し線せんが集まる先には、佇たたずむあたしと──


「おにょひゃへぇっ!?　ひにょほみょっ！」


　わけのわかんない悲鳴を上げてもがくナーガ、二人の姿すがた。


　術の集しゆう中ちゆうがとぎれてか、ナーガの操る雪塊は、力を失い、あたりに落ちた。


「──マジか……あんな相手を……」


　青ハチマキの歓かん喜きのつぶやき。


「──馬ば鹿かな……あの方が……」


　赤ハチマキの絶ぜつ望ぼうのつぶやき。


　二つが漏もれたそのあとに。


　ぅおおおおおおおおおおおおおっ！


　歓かん声せいと落らく胆たんと。凍りついた湖の上、二つの声が混まじって響ひびく！


　そんな中。


「──ナーガ」


　もがくナーガに、あたしは淡たん々たんと声をかけた。


「あなたの負けよ」


　ゆっくりとした足取りで、彼女の方へと歩み寄り、


「あなたがなんでそんな術を編あみ出したか。それを考えた時、弱じやく点てんが見えたのよ」


　言いつつ身をかがめ、氷上に積もった雪を手ですくい取る。


　気づいたナーガが、恐きよう怖ふのまなざしをあたしに向けて、


「ちょっ……！　リナ、やめ……！」


「その弱点は……これぢゃぁぁぁぁぁっ！」


　叫さけんであたしは手にした雪を、ナーガの頭上に向かってほうり投げる！


　すくっただけの雪は空中でバラバラになると、無数の粒つぶと化して降ふりそそぎ──


「ねひょぉぉぉぉぉぉっ!?」


　またまた起こるナーガの悲鳴。


　あたしはもがくナーガを、びしぃっ！　と指さし、


「いつも通りのナーガなんで、ついつい忘れてたけどっ！


　あんたの格かつ好こう！　れーせーに考えたらめちゃめちゃ寒いっ！」


　トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！


　いつもと変わらぬナーガ服！　だがそれは、寒さを防ふせぐ役には立たないっ！


「ま・し・て・や！　露出した肌はだに雪がくっついて溶とけ落ちたりした日にはっ！　想像するだにふるえる冷たさっ！」


　そう！


　ナーガがこんな術を開発したのも！　雪合戦序じよ盤ばんから前に出たのも！　シチューをずっとかっ食らっていたのも！


　すべては寒さ冷たさを防ぎたいゆえだったのだ！


　それに気づいたあたしは、わざと固めていない雪をナーガにぶつけて散ちらし、肌の出ているところにふりかけたのだ！


「ポリシーだか何だか知んないけど、そんな格好してたのが運うんの尽つきっ！


　滅ほろびまくれっ！　おりゃおりゃおりゃおりゃおりゃっ！」


　犬が地面を搔かくように、あたしはあたりの雪を搔き、ナーガに向かってほうり投げる！


「のひぃぃぃぃっ！　ちょっ！　リナっ！　やめっ！　つめっ！」


　悲鳴を上げてもがくナーガ！


　手て袋ぶくろをつけていてさえ、雪を搔くあたしの指先は冷たいのだ。肌に直接受けまくればどれほどのものか！


　ここぞとばかりにあたしは調子こいて雪を搔きまくる！


「ちょっ！　えぇいっ！　やめぇぇぇぇぇぇぇぇいっ！」


　ナーガがぶち切れた雄お叫たけびを上げるとともに、あたりに落ちていた雪塊が、ふたたび宙ちゆうに浮うき上がる！


　怒いかりで戦せん意いを奮ふるい起こしたか！


　跳とんで間ま合あいを取るあたし！


　二人の視線がぶつかり合って──しかしあたしは見み逃のがさない！　殺さつ意いをたたえてこちらを見すえるナーガのその身が、ぷるぷるふるえていることをっ！


「そそそその程度でここっこの白蛇サーペントのナナーガにかかか勝ったとはおもっおもっおもわないことねっ！」


　ことばを紡つむぐ唇くちびるも、ちょっぴり色を失っていて。


　……自分でやっておいてなんだけど、見ていてめちゃめちゃ寒そーである。


　しかぁしっ！


　同情は一いつ切さい無む用よう！


　ここできっちりとナーガを倒しておかないと、あとあとめんどーなことになるのは目に見えているっ！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「そそそーはさせないわよっ！」


　声と同時に、ナーガの操る雪玉の三つばかりが、描えがいていた円の軌道を外はずれ、風を引き裂さきあたしへと迫せまる！


　だがその動きは大ざっぱ！　あたしはたやすく身をかわし、足もとの雪を大きく蹴けり上げ、唱えた呪文を解き放つ！


「魔風デイム・ウインっ！」





　ぶごぅっ！





　解き放ったのは、ただ強風を吹ふかせるだけの術。


　だが風は、蹴り上げた雪の粉を乗せ吹き狂くるい、ナーガに向かって突とつ進しんする！


　ナーガはあわてて雪塊で盾たてをつくるが、もちろんそんなもので、乱れた風に舞まい散るすべての雪を防ぐことなどできはせず。


「うぬひゃぁぁぁぁぁぁっ！」


　またまた上がるナーガの悲鳴！


　操る雪塊が地に落ちて。


「──勝負はついたわ。ナーガ」


　うずくまり、ガタガタふるえるナーガを見やり、あたしは言った。


「露出が多いその格好があなたの弱点。


　あたしがそう気づいた時点で、あなたの勝ちはもう無ないのよ。


　これ以上は、時間が経たてば経つほど動きがにぶくなっていくだけ」


　宣せん言げんに、それでもナーガは顔を上げ──


　その目が大きく見開いた。


「リリリリナあああんた、うっ、うしろ、いいいったいいいいい」


「──後ろ？


　ってそんなひっかけにかかるかぁっ！」


　ナーガの寝ね言ごとにあたしは吠ほえる。後ろに敵てきでもいるならば、気け配はいでわかるし、そもそもナーガが忠ちゆう告こくしてくれるわけもない。


　びきがぽんっ。


　あたしの後ろになんぞ、せいぜい、変な音を立てる何かくらいしか──


　じゃぼっ。びきがぼっ。びきびきびきっ。


　……変な音……？


　ナーガの動きを気にしつつ、肩かた越ごしに一瞬ふり向けば、岸辺にひろがるリェットの町と、こちらへと向かい来るゴーレムが見えただけだった。
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　何のことはない。さっきの音は、ゴーレムの重じゆう量りようで湖の氷が割われ──


　……………………………………え……？


「ちょっ……！　な……！」


　あわててふり向き──あたしは悟る。


　岸にいた時、あたしがみんなを鼓こ舞ぶするために言い放った、『全員突とつ撃げきっ！』ということば。


　ほったらかしにしておいたゴーレムは、あれを自分への命令と受け取ったのだ。


　──さてここで問題です。


　つい戦いに熱が入り、気がつくと、やたらおおぜいで氷の上に乗った人たち。


　そんな氷の一角に、ゴーレムが穿うがったひび割れ。


　氷はその重量とダメージに耐たえられるでしょうかっ!?


　答えは簡かん単たん。





　べきびざぼーん！





　湖こ面めんの氷はみじんに割れて、あたしもナーガも敵も味み方かたも、すべてを湖の中へと飲み込んだのだった──





　戦いは、時にむなしい結けつ果かを生む。


　たとえば今のこの状じよう態たい。


「ふぷちゅいっ！」


　我われながら変な音のくしゃみを一つ。ひっかぶった毛もう布ふの端はしを、ぎゅむいっ、とにぎりしめ、少しでもストーブに近づこうと身をよじる。


　リェットの町にある宿屋。そこにはいくつも焚たかれたストーブと、そのまわりをびっしり埋うめる、毛布をかぶった人たちの姿すがた。


　湖の氷が割れて、みんなで水の中へと落ちたあのあと。


　自じ力りきで這はい上がったり誰だれかに助けてもらったりした人たちは、手近なリェットの町へとたどり着き、みんなで暖だんを取っていた。


　幸さいわい死者は一人もなし。とはいえこーなるともはや、祭りも敵も味方もない。


　この宿でも、青ハチマキと赤ハチマキが分け隔へだてなく、毛布にくるまり震ふるえている。


　あたしの近くにはナーガの顔も混まじっていたりするのだが。


　目が合うと、ナーガは怨うらみがましいまなざしをこちらに向けて、


「……ちょっと……リナ……あんたがゴーレムなんか造つくり出すから……」


　うわっ!?　この場でそーゆーことを言いだすかっ!?


　ちなみにそのゴーレムは、今は湖の底である。土ど砂しやで形作られた巨体は、湖に入っていくらも進まぬそのうちに、水に溶とけ崩れて瓦が解かいした。


　いや、まあ、あたしがゴーレムのことをうっかり忘れていたせいで、湖の氷を割る決けつ定てい打だになったことは事実だけど……


　ここで素す直なおに認みとめたら、まわりの人たちみんなに恨うらまれ、フクロにされるよーな気はする。


　とはいえもちろん、ゴーレムなんて知らない、などととぼけ切れるもんじゃなし。


　ならば舌した先さき三さん寸ずんで切り抜けるっ！


「たしかに──」


　あたしは神しん妙みような面おも持もちでうなずくと、


「あたしがうっかりほったらかしにしておいたゴーレムの暴ぼう走そうが、こうなるきっかけを作ったことは認めるわ。


　けれど──」


　あたしは遠いまなざしで、


「これも人生経けい験けんだと思えば」


「思えないわよっ！」


「──まあまあ。お嬢じようさん」


　横からナーガをなだめたのは、意外や、この宿の主あるじでもあるクライブ町長だった。


　雪玉祭りの最さ中なかに見せた、悪あつ鬼きのごとき形ぎよう相そうはどこへやら、にこにこ柔にゆう和わな笑みをナーガに向けて、


「ミオの町のお客人の方ですな。


　いや、あなたの見み事ごとな雪合戦っぷり、敵ながら感心しました。


　しかし湖の氷が割れたなら、雪玉祭りももうおしまい。


　祭りが終われば恨みは引きずらぬ、というのがきまりですので。


　どうか一つ、気持ちをお静しずめください」


　気がつけば、ついさっきまで敵味方だった人たちも、みんなおだやかなまなざしで。


　あたしを恨んでいるようなそぶりなど全まつたく無く。


　しかしそれでも、ナーガはいまだ不ふ満まん顔がお。


「……い……言いたいことはわかるけど……冬の湖に落とされたのよっ！　あなたたち腹はらは立たないのっ!?」


「いえ。毎年こうですし」


　一瞬。


　町長の言ったそのことばは、あたしにも、ナーガにも理解できず。


「……毎年こう……って……？」


　尋たずねるあたしに町長は、


「毎年祭りが盛もり上がって、みんなついつい湖のまん中でぶつかり合うことになって、氷が割れておひらき、という流れですよ。


　いつもは気温が上がって氷がもろくなる午後になってからそうなるんですが、それがちょっと早まっただけだと思えば腹も立ちません」


「毎年水ポチャ!?　……でもそんなことやってて、よく死人が出ないわねー……」





　言うあたしに、町長は笑顔で、


「あれ？　わたし、死人が出ないなんて言いました？」


『………………………………』


　さらりと言われて、思わず沈黙するあたしとナーガ。


　それはつまり、ええっと、時々出ることもある、ということですよね？


　ひょっとして、名前や由ゆ来らいだけ聞いたらのどかに思えるこのお祭りって、実はけっこぉ命がけですか？


　あまりといえばあまりの話に、ナーガも完全に毒どつ気けを抜かれ、あたしもちょっと引いている。


　そんなあたしたちに町長は、変わらぬ笑みを浮うかべたまま、


「いやぁ。しかし今年は、お二人の参加で、いつもにも増まして熱が入りましたよ。


　よければぜひまた来年もご参さん加かください」


『まっぴらです。』


　期きせずして。


　あたしとナーガ、二人の声はきれいにハモったのだった。





　世界は広い。


　そこにはいろんな人が住んでいて、時には変わったお祭りなんかもある。


　しかし決して忘れてはならない。


　時には命の危き険けんに晒さらされるような変なお祭りも、この世にはあるということを。


　もう面おも白しろ半分で変なお祭りに参加するのはやめよう。


　あたしは、そう固く心に誓ちかうのだった──







（白はく銀ぎんの弾だん丸がん：完）





スレイヤーズすぺりおぉる



失うしなわれた支し度たく金きんを求めて











　道ばたに、なんか黒いのがあった。


　もちろんそれは人なんだけど。


　とあるそこそこ大きな町。旅の途と中ちゆうで立ち寄よって、今こ宵よいの宿やどでも探さがそうと、通りをうろうろしていると、道の端はしっこに倒たおれ伏ふす、黒いものが目に入ってきた。


　行き倒れか、はたまたこんな昼間っから酒でも飲んで酔よいつぶれているのか。いずれにしても関かかわり合いにはなりたくない。


　だが。


　気になるのはその服装。


　黒いマントに黒いフード。典てん型けい的てきな魔ま道どう士しスタイル、とゆー奴やつである。


　旅の魔道士なんぞをやっているこのあたし、リナ＝インバースとしては、もしも相手がご同どう業ぎようなら、見み捨すてて行くとゆーのもちょっぴり寝ね覚ざめが悪い。


　もちろん、魔道士でもなんでもなく、ただそういう格かつ好こうをした人、という可能性もあるのだが……


　さてどうしたものか、と歩ほ調ちようをゆるめた、そんなあたしの考えを読んだわけでもないだろうが──


「……う……」


　黒いのは、男の声で小さく呻うめくと、ゆっくりぴくぴく顔を上げる。


　わずかに覗のぞいたその顔に、あたしは見おぼえがあった。


　うす汚よごれてはいるものの、短い金髪ブロンドで、としの頃ころなら三十半なかば。


「マグリッド……さん？」


「う……」


　男は一いつ瞬しゆん動きを止めると顔をこちらへと向けて、


「……リ……リナくん……？」


　あたしを知っている、ということはもはや間ま違ちがいない。


　だが──なんだってこんなことに？


　このマグリッドさんは、ヴェイト・シティ魔道士協会の、副ふく評ひよう議ぎ長ちようという地位にいる人なのである。


　しばらく前。


　あたしは彼の依い頼らいを受けて、発見された遺い跡せきの調査に同どう行こうしたことがあるのだ。


　……まあ結局のところ、遺跡だと思っていたそこは、カルマートの王が作った、遺跡ふうの闘技場コロシアムだったりしたのだが……


　そのあとのことはよく知らないが、副評議長などという地位にある人が、なんだってこんなことになっているのか。


　事情のほどは知らないが、ともあれ──


　あたしは、したっ！　と片手を上げて、


「おしごとご苦く労ろうさまです。じゃっ！」


　すたすた歩み去ろうとする所に──


「リリリリリナくぅぅぅぅぅぅん！　さらっと立ち去らないでくれっ！」


　がばりと彼は身を起おこし、こちらの予よ想そうをはるかに超えた速さであたしのマントにしがみつく！


「ちょっ……!?　元気だしっ！」


　こちらもふりほどこうとするが、相手もなにしろ必ひつ死しである。


　マントの端はしをにぎったままで、放はなす気け配はいはみじんも無い。


「何を言うリナくんっ！　私はもはやへろへろだっ！　これはほらアレだ！　ロウソクは燃え尽つきる直前にひときわ強く燃えるとゆー！


　目の前で知り合いの命の灯ともし火びが燃え尽つきるのが嫌いやなら！　おとなしく食べ物をわけてくれるがいい！　パンの耳とか！　キャベツの芯しんとかでもいいからっ！」


「人が見てるッ！　人が見てますからっ！　とにかく落ち着いてっ！　パセリくらいならおごるからっ！」


　とりあえず、この場をなんとかしようと声を上げ──


　かくて結局あたしは、彼の話を聞くハメになったのだった。





　昼ごはん時どきからも外はずれた小さな食しよく堂どうは、あたしたちを含ふくめても客はまばらで。


「ああ……つけ合わせのパセリがこんなに甘くおいしく感じるなんて……長生きはするもんだなぁ……」


　あたしが注ちゆう文もんしたサラダについていたパセリを渡わたすと、マグリッドさんは喜んで頰ほおばると、涙なみだすら流しつつ、しゃくりしゃくりと咀そ嚼しやくする。


　……いや……パセリだけっていうのはからかったっていうかツッコミ待ちっていうか、ともあれ冗じよう談だんのつもりだったんだけど……


　それでンなに喜ばれては、からかおうとしてごめんなさい、としか言えなくなる。


　仕し方かたなく、あたしはおずおずと、


「よかったら、キャベツも食べる？」


　問いかけに、マグリッドさんは一瞬驚きよう愕がくの表情を浮うかべると、続いて滂ぼう沱だの涙を流しつつ、


「キャベツまでいただけるとはっ……!?　おお……神よ……」


　キャベツで崇すう拝はいされたッ!?


　あたしは仕方なく、サラダを皿さらごとテーブルの向かいにさし出して、


「……や……なんてゆーか……全部食べていいから……」


　言えば彼は、人類が思いつく限かぎりの絶ぜつ賛さんと感かん謝しやのことばを並ならべつつ、渡したサラダにむさぼりついて。


　そうこうするうちにも、注文した他の皿も次々と出てくる。


「……ふう……ありがとうリナ様。ほんとうにありがとう」


　ナイフとフォークを操あやつるその手をようやく止めて、やっと人間らしい表情に戻もどり、マグリッドさんが言ったのは、二人して料理をいくつか片づけてからの頃だった。


　あたしへの呼こ称しようがリナ『くん』から『様』に変わっていたりするけれど。


「あー。こっ恥ぱずかしいから、呼よびかけは『くん』でお願い。


　それで──なんで副評議長ともあろう人が、こんな所で行き倒だおれてたの？」


　問えば彼は顔を曇くもらせ、


「それは──


　前に、遺跡と間違えて、カルマート王の作った闘技場コロシアムを荒あらしてしまったことがあっただろう？」
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　言われて思わず小さく呻うめく。


　それはもちろん、あたしが関わったあの事件。つまりは、彼がこーなったのには、あたしにも責せき任にんの一いつ端たんがある、とゆーことになるわけなのだが。


　聞かなきゃよかった、などと今さら思ってももう遅おそい。


「あのあと、王の使いの方からお叱しかりをいただいた……」


　……あー。やっぱし……


　知らなかったとはいえ、王様の施し設せつに入り込んで中を荒らしたのだ。王様の気分次し第だいでは死し罪ざいもありうる。


　もちろん、施設のことをちゃんと知らせなかった王様とゆーか王国の方にも責任はあるのだが、そんなりくつは通用しない。


「だが、国王は、コロシアムの良いテストになったとおっしゃられているらしくてな。注意のみ、ということになった」


「へー」


　気のなさそうなあいづちをうちながら、内心胸むねをなで下ろす。


　どうやらあのことで路ろ頭とうに迷まようことになった、というわけではなさそうである。


　……けど、ならどーして、このひとはこんな所で行き倒れてたのか。


　彼は続ける。


「それで、あのコロシアムについての忌き憚たんのない意見を求められたんだ。


　だから私は、遊ゆう戯ぎ施設にしては仕し掛かけが面めん倒どうくさすぎることと、あと、かたき役のビーストにロマンがない、と申し上げたんだ」


「ろ……ろまん……？」


「そう！　ロマンだ！」


　眉まゆをひそめてつぶやくあたしに、彼は力強くうなずいた。


　ビーストというのはコロシアムの中に放はなたれていた、競きよう技ぎ者の敵てきというか障しよう害がいとなる動物である。たぶんどこかの魔道士に頼んで大量生産した合キ成メ獣ラか何かなのだろうが、正しよう直じきたいして強くもなかった。


　戦い慣なれしていない人にはそれなりに手ごわいかもしれないし、娯ご楽らく競技施設に、誰だれも勝てないような生き物を放すのはムチャというものだが。


「つまり、もっと強くしろ、と？」


「そうじゃない！


　敵が一種類だけしかいなければ、戦いにメリハリがなくなるという意味だ！


　参加者の腕うでが悪ければ絶対勝てないし、腕が良ければほぼ間違いなく勝てる。


　けれどいろんな敵が出てくれば、こいつには楽らく勝しよう、こいつは手て強ごわい、こいつは逃げた方がいい、といった判断が必要とされ、なおかつどの敵に出会うか、という運の要よう素そも大きくなる！


　ドアを開けたその先に待つのは宝たからか、ザコか、強敵か!?


　そのドキドキ感が、ロマンが足たりないのだと！」


「おー。なるほどー」


　ロマン、と聞いた時は、何の寝ね言ごとかと思ったが、そう説明されるとなかなかもっともな意見である。


「そう説明すると、使いの方も感かん心しんされてな。


　どういういきさつがあったのか、しばらくして、コロシアムに配はい備びする『敵』の準じゆん備びと監かん修しゆうを私に任まかせる、という話がやって来たんだ。


　もちろんキメラは私の専門外だが、人材選びと監修を、ということで、支し度たく金きんを渡されて」


「へー。やったじゃない」


　言えば彼は笑顔を引きつらせ、


「……その支度金を部下に持ち逃げされて……」


「……うわぁ……」


　聞いてあたしは思わず呻うめく。


「……マグリッドさん……そーいえば前も部下に裏うら切ぎられなかった……？」


「ああ……！　しかしっ！　次々と立ちふさがる試し練れんを乗り越こえ続けてこそっ！　人は未来に進めるんだっ！」


　いや。試練とかそーゆーんじゃなくて、この人に上じよう司しとしての資し質しつが……まあいいや。


「ともかくっ！　支度金が無ければまともな仕事もできない！


　だが王より拝はいした支度金を身内に持ち逃げされた、とあっては、ヴェイト・シティ魔道士協会そのものの恥はじ！


　よっていろんな人に、部下捜さがしを頼み、ただ待つだけには耐たえられず、私自身もこうして動いてみたのだが、途と中ちゆうで路ろ銀ぎんを落としてこのありさまだっ！」


　彼はテーブルに身を乗り出して、


「というわけでリナくんっ！」


「ほら来た。」


「私とともにその部下を捜さがすのを手伝ってくれないだろうかっ！」


　流れから、こーゆー展開になることは、大体予想はついたけど。


　めんどくさそーな話ではあるのだが……あたしにも全然関係のないことでもないし、うまく交こう渉しようすればかなりのもうけになる。


「正直、しごとの中身と報ほう酬しゆう次し第だい、ってところね。


　そのありさまじゃあ、前まえ金きん支度金を出すのはムリだろうから、当とう面めんの経けい費ひはこっちが立て替かえなくちゃあいけない。


　見つからなかったり、他の人が見つけた場合の報酬はナシ、っていうんじゃあ話になんないわ。


　あと、持ち逃げした人について、どれくらい探さぐりが入ってるのか、とか」


「報酬はもちろん、十分なものを用意するつもりだ。きみを相手に踏ふみ倒たおしをするつもりもないさ。


　部ぶ下かの名前はカークス＝アイアン。


　私より年上だが、研究がうまく行ってなくてな。調べたところによると、あちこちに借しやつ金きんもあったらしい。


　ヴェイトの生まれ育ちで家か族ぞくはなし。


　家にもおらず、どこかに匿かくまわれている可能性もあるんだが、奪うばった金で逃げたのかもしれない。


　私は独自の聞き込みで、彼と風ふう体ていの似にた人物がこちらの方へ行った、という話を耳にして、こうしてあとを追っているんだがな……」


「ふぅん……


　お金に困こまってたとはいえ、また思い切ったことしたわねー。


　よりにもよって、王様から渡された支度金に手をつける、って。へたすれば死し罪ざいよ」


「ああ。まさかあいつが、こんなことをしでかすとはっ……！」


　なんかこの人、前にも似たよーなこと言ってた気がするけど……


　彼の部下管かん理り能のう力りよくはさておいて──


　……………………と。


「聞きたいんだけど」


　あたしはあることを思いつき、手にしたフォークをぴこぴこ振りつつ、


「ひょっとしてそのカークス、前に別の町に住んでなかった？　あるいは魔道士協会がらみのことで、別の町によく行ってたとかは？　カルマートの王おう都ととか」


　質問に、マグリッドさんはしばらく何やら考えて、


「調査によれば、ずっとヴェイトに住んでいたようだが……研究の関係やさまざまな協会の用で、他の町の協会に行くことはよくあったと思う。


　王都の魔道士協会にも行ったことはあるはずだ。このあたりじゃあ一番大きな魔道士協会があるからな」


「ふむふむ。りょーかい。


　そーゆーことなら。


　この件、手を貸かしてもいーわよ」


「本当かリナくん！　ありがとう！　本当にありがとう！」


「聞いてて思いついたことがあるんだけど──


　その前に。まずは依頼料の話を片づけましょ」


　言ってあたしはにっこりほほえんだのだった。





　陽ひを浴あびて佇たたずむ白はく亜あは王の城しろ。


　城じよう壁へきを取り巻くように大小の建たて物ものが建たち並び、通りはにぎわいを見せていた。


　カルマート王国、王都、カルマート・シティ。


　……正式な名前は、街の昔の呼び名もつなげて、カルマート・エルアトリオ・ヴィシス・ヴィラスコ・シティというらしいが、そんなものはヒマな雑ざつ学がく好きの人くらいしか憶おぼえていない。王都とか、カルマート・シティと呼ばれるのがふつーである。


　その中心、王城からはかなり離れた街の端はしに、領主ロードの城かと思うほど、大きく立りつ派ぱな建物がある。


　カルマート・シティ魔道士協会。


　あたしとマグリッドさん、二人はその前にいた。


　ちなみに今のマグリッドさんは、黒マントに黒ローブというあいかわらずの魔道士スタイルだが、行き倒れていた時に着ていたものではなく、新しん調ちようした、見た目に上じよう等とうそうなもの。


　服の代だい金きんとここまでの旅りよ費ひはあたしが出しているが、もちろんあとで必要経けい費ひとして請せい求きゆうする予定である。


「じゃ、マグリッドさん。打ち合わせどーりに、とゆーことで」


「ああ」


　彼はこっくりとうなずいて、まっすぐに魔道士協会の建物に向かう。数すう歩ほ遅おくれて続くあたし。


　玄げん関かんドアを開いてくぐり、マグリッドさんは手近にいた若い魔道士に声をかけた。


「突とつ然ぜん失しつ礼れい。私はヴェイト・シティ魔道士協会副評議長、タウラス＝マグリッドという者だが」


「え……!?　あ、はい！」


　名乗りに、若い男の魔道士は、背せ筋すじを伸のばして声を裏うら返がえらせる。


　対するマグリッドさんは、堂々たる口ぶりで、


「ここに、以前カルマート王から、キメラの制作を依い頼らいされた方がいらっしゃると思うんだが。


　予約アポイントはないのだが、取り次つぎを頼たのめるかな？」


「ああ、ポートランド副評議長ですか。しばらくお待ちください」


　打ち合わせしたままのセリフをマグリッドさんが述のべれば、若い魔道士はきびすを返して奥へと消えた。


　おし。予想その一、的てき中ちゆう。


　待つことしばし。


　やがて戻もどって来た魔道士の顔には、とまどいの色が浮うかんでいた。


「すみません。実は今、副評議長はいらっしゃらなくて……」


『………………………………』


　歯は切ぎれの悪いその返事に、あたしとマグリッドさん、二人は無む言ごんで視線を交かわした。


　その可能性は──正直、考えていた。


　マグリッドさんはあわてず騒さわがず、


「どちらにおいでか、よければ教えてもらえますか。こちらからお伺うかがいして話したいことがあるんだが」


「……あ……いえ……その……」


　男はロコツに視線を泳およがせ、


「今、ちょっと、その、副評議長がどちらにおられるのかはわからなくて……」


「なるほど。では副評議長のご自宅は？」


「そ……それは……」


　言いよどむ男に、マグリッドさんは笑顔で、


「ああ。済すまない。アポもなしに来た人間に、個人の家を教えるわけにはいかないな。無理を言った。


　明日にでも出で直なおすことにするから、ヴェイト魔道士協会のマグリッド副評議長が訪たずねて来た、と伝でん言ごんだけ頼むよ。じゃあ、邪じや魔ましたな」


　言うとあっさりきびすを返し、あたしとともに協会をあとにした。


「……やっぱし居い留る守すくさいわね」


　外に出て通りを行きつつ、あたしは小声でつぶやいた。


「リナくんの言った通りの反はん応のうだったが……どういうことなんだ？」


「もうちょっとはっきりしてから話すわ」


　マグリッドさんに問われて、今までと同じ答えを返す。


　実を言うとあたしは、彼に手て順じゆんは説明したが、なぜそんなことをするのか、という所までは話していない。


　思いつきが当たっているかどうか、それをはっきりさせてから語っても遅おそくはないのだから。


「とにかく今は予定通りに行くから」


「……わかった。けどあとで、ちゃんと説明してくれよ」


「もちろんよ」


　言いつつ二人は通りの角かどを曲がって、そこでマントを外はずす。


　尾び行こうされる可能性も考えてはいたが、どうやらそういうのもなさそうである。


　次の角をまた同じ方に曲がり、あたしはショルダー・ガードを取り、マグリッドさんは黒ローブを脱ぬぐ。下にはブラウン系けいのふつーの服。


　これで二人とも、知らない人からは魔道士には見えなくなっただろう。


　外したショルダー・ガードなどはあたしのマントに包つつみ込こみ、背せ負おって荷物のように見せる。


　街の区く画かくを適てき当とうに回って、魔道士協会の裏うら口ぐちが見える場所へとやって来る。


　二人でどうでもいい立ち話をしながら待つことしばし。


　協会の裏口が開き、そこから出てきたのは初しよ老ろうの男だった。


　後ろになでつけた髪かみとたくわえた口ひげには白いものが目立っており、マントこそつけてはいないが、黒いローブの魔道士ふう。


　おそらくはこいつが──ポートランド副評議長。


　男は裏口から出るとあたりを見回し──あたしたちを視界には入れただろうが、面めん識しきもない上にマントやローブを外していたおかげか、気にもとめずに足早にどこかへと向かう。


　距きよ離りを置き、そのあとを尾つけるあたしたち。


　大通りから外れた道は、人の数も多くなく、尾行が長引けば気づかれるおそれも大きくなるのだが──


　さほども行かぬそのうちに、ローブの男は、小さな宿やど屋やへと入って行った。


「マグリッドさんはここでしばらく待ってて。あと、荷に物もつもよろしく」


「あ、ああ」


　あたしはマントに包んだ荷物を彼に押おしつけて、少しだけ待ってから、ふところから銀ぎん貨かを一枚取り出し、宿の玄げん関かんをくぐった。


　どこにでもある、一階がメシ屋で二階から上が客きやく室しつ、というつくりの宿。午後のはんぱな時間なせいで一階に客は見あたらず、おっちゃんが一人で掃そう除じをしていた。


「すみませーん」


　あたしはおっちゃんに声をかけ、手にした銀貨を見せると、


「今入って行った、黒いローブの人が落として行ったんですけど。どこに行ったかわかります？」


「ああ。今の人ね。なら、私の方から返しておくよ」


　言って手を出すおっちゃんに、あたしは、ちっちっちっ、と指を振り、


「だめだめ。直接渡したらお礼もらえるかもしれないじゃない。お礼もらえたら、おっちゃんにも分わけ前まえあげるからさ」


　言えばおっちゃんは苦笑して、


「はは。しょうがねぇなぁ。


　客じゃあないんだがな。今の人の連つれのが二階に部屋を取ってるんだよ。一番奥おくの部屋な」


「ありがと♪」


　あたしは軽く手を上げあいさつすると、とんとんっ、と階段を上へ。


　上り切ったところで足音と気け配はいを殺し、廊ろう下かを進めば──


「──噓うそだろ!?　なんでだ!?」


　知らない男の声は、一番奥の部屋、閉しまったドアの中から聞こえた。


「大声を出すなっ！」


　叱しつ咤たするもう一つの声も、やはり同じドア越ごしに聞こえて来た。


　多少声をひそめてはいるものの、ドアの建たて付けが悪いのか、音は外に漏もれて来る。


　ゆっくりそちらに進みつつ、耳をすませば、


「……けどなんでマグリッドが……！　ばれるわけがないはずだろ!?」


　と、最初の男。声の張りからして中年らしい。


「儂わしが知るか」


　と、こちらはややしわがれかけた、年ねん齢れいを感じさせる声。


　おそらく声の主ぬしは──


　カークスと、ポートランド副評議長。


　ドアに耳を軽く当てれば、中の会話ははっきり聞こえた。


「単に別べつ件けんで来ただけかもしれん。何にしろ、直接話を聞けばわかることだ。


　だが用心に越したことはない。あまり外へは出るな」


「ちょ……直接話を聞くって……会う気なのか!?」


「今回は急なことで、つい居い留る守すを使ったが……相手が相手だ。面会を拒きよ否ひするわけにも毎回居留守を使うわけにもいくまい。かえって怪あやしまれるからな」


「……裏うら切ぎるなよ……」


「まさか。あっちの味み方かたをして、儂に何の得とくがある？


　──それよりも、少し耳を貸かせ」


　…………………………


「ええっ!?」


「声を出すな。いいから今すぐ言う通りにしろ」


　初老の声が何を言ったのかは聞こえなかったが──何にしろこれで間ま違ちがいない！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「振動弾ダム・プラスっ！」





　ずガンッ！





　衝しよう撃げき波はの術じゆつをぶっ放ぱなしてノブを壊こわし──


　ほとんど同時に。


「──カ、カークス!?」


　窓まどの外からマグリッドさんの声！


　ちっ！　しまったっ！


　ドアを蹴けり開け中へと突とつ入にゆう！


　部屋には誰だれの姿すがたもなく、正面の窓が開いていた。


　中の二人はあたしの気配に気がついて、窓から飛び降おりて逃にげたのだ！　歳としの割わりには元気なマネをっ！


　窓に駆かけ寄より外を見やれば、眼がん下かにおろおろするマグリットさん。そして通りの向こうに姿すがたを消す黒ローブの二人！　うち片方が大きなカバンを持っているが、支し度たく金きんはおそらくその中！


　えぇいっ！


　意を決けつすると、あたしは窓まど枠わくを乗り越えて身を躍おどらせる！


　すたっ！　と着ちやく地ちし、逃げた二人のあとを追い、駆かけ──


「リ！　リナくんっ！」


　その目の前に、あわてたマグリッドさんが飛び出して来る！


　駆け出そうとした瞬しゆん間かんである。バランスを崩くずしてたたらを踏ふんで、マグリッドさんに軽くぶつかって。


「おっ!?」


「──ちょっ──！」


　倒たおれこそしなかったものの、時間はロスした。


「今、カークスが……」


「わかってる！　追うわよ！」


　言って体たい勢せいを立て直し、逃げた二人が消えたあたりに向かってダッシュし、角を曲がってきた通つう行こう人にんとぶつかりそうになって──


　だが、時間のロスが大きすぎた。


　あたしが角を曲がった時にはもはや、男たちの姿はどこにもなかった──





　男は、不ふ機き嫌げんな顔であたしたちを出で迎むかえた。


　それはそうだろう。面おも白しろい話ではないのだから。


「──で？」


　カルマート・シティ魔道士協会のモルト評ひよう議ぎ長ちようは、こちらの名乗りが終わるなり、席を勧すすめもせぬままに、不機嫌な声をしぼり出した。


　黒いローブに白はく髪はつの老人で、気むずかしそうに見えるのは、もともとなのか、こっちの持ってきた話が話だからなのか。


「どういうことかね？　ここの協会の存そん亡ぼうにも関わりかねない話というのは」


　宿で男二人をとり逃がしたあと。


　あたしとマグリッドさんはもとの魔道士スタイルに戻もどると、魔道士協会に取って返し、カルマート・シティ魔道士協会の存亡に関わりかねない話がある、と、評議長との面会を求めたのだ。


　打ち合わせか何かの最中だったようだが、存亡、などと言われては無む視しするわけにもいかなかったのだろう。少しだけ待たされてから、あたしたちは協会の一角にある応おう接せつ室しつに通された。


　質しつ実じつ剛ごう健けんというかなんというか、質しつ素そな大テーブルとイスがあるだけで、飾かざり気けのあまりない部屋だった。


「あたしからお話しします」


　席を勧められる気配もないので、勝かつ手てに座すわりつつあたしは言った。マグリッドさんも、あたしにならって席につく。


「カルマートの王が建けん設せつ途と中ちゆうのコロシアムの件で、ここのポートランド副評議長に、コロシアムで使う合キ成メ獣ラの制せい作さくを頼たのまれたことは、お耳に入っていると思います」


「ああ。ポートランドの奴やつも随ずい分ぶんと自じ慢まんしていたからな。ここの者なら大たい抵ていは知っているだろう」


「ポートランド副評議長の仕事は無ぶ事じに終わりました。


　ところがそのあと。


　いろいろあって、王は、全まつたく別の魔道士に、追つい加かで合キ成メ獣ラの準じゆん備びと監かん修しゆうを任まかせる決定をしたんです」


「ほう。それは初耳だな」


　と評議長。


　やっぱし言ってなかったか。


　あたしは小さくうなずくと、


「その、新たに話を持って来られた魔道士というのが他でもない、このマグリット副評議長なんですが。


　ポートランド副評議長は、何かでそれを知ったんでしょう。


　自分に追加注ちゆう文もんするのではなく、他の魔道士に話が行ったというのを、仕事にケチをつけられて面子めんつを潰つぶされた、と思ったんでしょうね。


　で、面白くない彼は。


　マグリッドさんの部下の一人をそそのかして──王から頂いただいた支度金を盗ぬすませました」


『──なっ……!?』


　驚おどろきの声を上げ、イスから腰こしを浮うかしたのは、評議長とマグリッドさん、二人同時にだった。


「そ……そういう話なのか!?　リナくん!?」


　マグリッドさんがあたしに問えば、評議長はそのマグリッドさんに向かって、


「え!?　なんできみが驚いてるんだね!?」


　言ってからあたしに向かって、


「というか……それは本当なのかね!?」


「ええ。今までは裏が取れなかったんで、マグリッドさんにも黙だまっていたんですけど」


　正しよう直じきなところを言うならば。


　最初に話を聞いた時から、なんとなく想そう像ぞうはしていたのだ。


　資し金きんに困こまった魔道士が、まともでない方法で金を得えようとする事はたまにある。


　ゆえに、カークスとやらが金を持ち逃にげしたのも、そういった、よくある事件の一つだと考えることはできるのだが。


　それが、なぜ今なのか。なぜ王から渡された支度金なのか、というのが気になったのである。


　へたをすれば、王を、ひいては王国をナメた、とみなされる。そうなれば捜そう索さくの手も厳きびしくなるし、捕つかまれば死し罪ざいもあるだろう。


　なら、たとえ額はやや減へるにしろ、協会の金を持ち出すなり、金になりそうな魔ま道どう薬やくや魔ま道どう書しよを盗ぬすんで売りさばくなりした方が、捜索の手もゆるく、捕まっても死罪にまでなることはまずない。


　ならカークスはなぜ、危あぶない方を選んだのだろう。


　誰かにそそのかされたのではないか。


　あたしはそう想像したのである。


　では、誰かとは誰なのか？


　思いつくのは、以前あのコロシアムにいたビーストを造つくった魔道士、である。


　その魔道士はどこにいる？


　王はまず、地元の魔道士協会に話を持って行ったはず。ならば、王おう都との魔道士協会で聞けば何かがわかるかもしれない。


　──とまあ、あたしはそんなふうに考えたのだが、その時点ではあくまで全部ただの想像でしかない。


　ゆえに、裏が取れるまで、マグリッドさんにも話していなかったのだが──


　ポートランド副評議長とおぼしき人とカークスとが出会って話をしている現げん場ばを目もく撃げきした以上、もう間ま違ちがいはない。


「ポートランド副評議長って、髪かみを後ろになでつけて、口ひげのある、ちょっと白髪の交まじった人ですよね。


　さっき、近くの宿で、その人と、支度金を持ち逃げしたカークスが出会って話をしていたのを見ています。


　何かしら関係があることは決まりです。


　想像ですけど……


　ポートランド副評議長は、言うとおりに金を持ち逃げして来たら、偽ぎ名めいでこちらの協会で受け入れて研究を続けさせてやる、とかなんとか言ったんじゃないでしょーか。


　その条じよう件けんなら、とカークスも、危ない橋を渡る気になったんじゃないでしょうか。


　何にしろ。


　ポートランド副評議長の関かかわりあいが確実な以上、ことが大きくなって王の耳にも届とどいたら、ここの魔道士協会も責せき任にんを問われるおそれがある。


　存そん亡ぼうに関わりかねない、というのはそういう意味です。


　だからこそ、協力してほしいんです。


　一いつ刻こくも早くポートランド副評議長とカークスの身み柄がらをおさえて解かい決けつすることが第一ですが、解決にここの協会が動いたという事実があれば、ことが明るみに出ても、協会そのものは無関係だと主張できます。


　ご決けつ断だん願います」


「……う……む……」


　あたしの提てい案あんに評議長は呻うめく。


　しかしもちろん。


「……わかった。協力しよう」


　評議長には、そう答える以外の道はなかった。





　街の一角には不ふ穏おんな空気が漂ただよっていた。


　戦いの中に身を置いたことのある者ならば、それを感じ取れただろう。


　魔道士協会から離はなれ、街の中心部近くにある一いつ軒けんの館やかた。


　そこが、ポートランド副評議長の自宅だった。


　門もん扉ぴの前に佇たたずむは、あたしとマグリッドさん、そしてモルト評議長の三人。


　だが、表おもて通り裏うら通り、あちらに二人、こちらに三人と、ふつーの街の人の格かつ好こうをした魔道士たちが、こっそり配はい備びされている。


　評議長の声がかりで駆かり出された、協会の魔道士たちである。


　もちろん、人員が回されているのはここだけではない。副評議長が立ち寄よる可能性があるさまざまな場所に捜そう索さくの手が向けられている。


　全部で一体何人が動いているのか、正しよう直じきなところ見けん当とうもつかない。


　とはいえやはり本命は、ここ、副評議長の自宅。


　モルト評議長は門扉に歩み寄り、ドラゴンの頭を象かたどったドアノッカーを、がうん、がうん、と二度鳴ならす。


　しばし待つうち、大きな玄げん関かんドアの横にある小さなドアが開いて、そこから姿すがたを現あらわしたのは一人の……


　……女使用人メイド……？　かなぁ……？


　としは二は十た歳ち前後だろう。カチューシャに黒ドレスにエプロンと、メイド姿といえばメイド姿なのだが……


　カチューシャとエプロンが真まっ赤か、というのがらしくない。


　メイド？　は小走りでこちらに来ると、門の向こうで背せ筋すじを伸のばし、


「当とう家けに御ご用ようですか」


「魔道士協会評議長のモルトだ。副評議長は在ざい宅たくだと思うが、取り次つぎを頼たのむ」


　評議長がそう言えば、メイドはちらりと、評議長の後ろに控ひかえたあたしとマグリッドさんに目をやって、


「そちらの方々は？」


「供ともの者だ」


　平然と言い放はなつ評議長。


「失礼ながら、お供の方々のお名前をお伺うかがいできるでしようか」


　さらなる突つっ込こみに、しかし評議長はうろたえもせず、


「私から直接、副評議長に紹しよう介かいする。取り次ぎを頼む」


　言えばメイドは表情一つ変えず──けれど確かに一いつ瞬しゆん、何かに迷まよってから、


「……申し訳わけありませんが、主あるじはただいま不在です」


　すかさずあたしはことばをはさむ。


「じゃあ今、カーテンのすき間まからこっちを覗のぞいてた人は誰だれです？」


　相手の表情は崩くずせなかったが、またまた刹せつ那なの沈ちん黙もくの後、


「主は不在です」


　だがその態度が物もの語がたる。ここに副評議長はいるのだと。


　カーテンのすき間から誰かが覗いていた、というのはもちろん、相手の反応を見るためのウソである。この状況で、こちらに顔を見せるかもしれないリスクを冒おかす馬ば鹿かはいないだろう。


　思って屋や敷しきの方に目をやって──


　並んだ窓まどのうち一つ、その奥で、あわててカーテンの陰かげに隠かくれた老人と、一瞬だけ目が合った。


　…………いたよ…………不安に負けてリスクを冒す馬鹿…………


「あなたの主しゆ人じんの身の安全や、この街の魔道士協会の行く末に関かかわって来ることなのよ。いいから開けて」


「主が不在である以上、私の一いち存ぞんではそのようなことはできません」


　それでもメイドは頑かたくなに言う。


　主に忠ちゆう実じつではあるが、場合によってそれは美び徳とくとは限らない。


　ともあれ、ここに副評議長がいるのは確実。ならば手っ取り早く──


「では、中で帰りを待たせてもらおうか」


「申し訳ありませんが、たとえどのような方であっても、アポイントのない方を勝かつ手てに入れることはできかねます」


　かわって評議長がやりとりをするうちに、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「翔封界レイ・ウイング！」


　風の結けつ界かいを纏まとう高こう速そく飛ひ行こうの術を使い、一気に門を飛び越こえる！


　視界の隅すみにほんの一瞬、メイドの驚おどろいた顔が見える。風の結界を纏っていなければ、制止の声が聞こえたかもしれない。


　目め指ざすはポートランド副評議長の姿が見えた窓！


　突とつ入にゆうして副評議長とカークスの身み柄がらをおさえればそれで終わりっ！


　問題の、二階の窓を目ざして突っ込み──





　がんっ！





　あえなくはじかれ、流される！


　ちっ！　防ぼう犯はん用ように金きん属ぞく製せいか何かの窓まど枠わくを使っているのか！　用心深いっ！


　ここからの突入が無理なら、さっきメイドが出てきたドアから入るまでっ！


　あたしは術を制せい御ぎよして、なんとか体勢をたてなおし、地面近くで術を解かい除じよ。そのまま駆かけてドアへとダッシュ！


　ノブに手をかけひとひねり。やっぱしカギはかかっていない！　開けて中へと飛び込めば、そこは青じゅうたんの敷しかれた玄げん関かんホール。正面に廊ろう下かがまっすぐ続き、突き当たりに階段が見える。


　あたしは奥へと駆け──数歩を進んだその時点で、あわてて後ろをふり返る！


　出現した、強きよう烈れつな殺さつ気きに反はん応のうして。


　そこには、門の所から駆けて来たのだろう。瞳ひとみに静かな鬼き気きをたたえ、その身に熾し烈れつな殺気を纏ったメイド！


「無む断だん侵しん入にゆうにより、以降貴方あなたを礼れい儀ぎ知らずな来らい客きやくとみなします」


　メイドはゆっくりと身み構がまえる。


「──気をつけろリナくん──！」


　離はなれた場所から、モルト評議長の声。


「そいつはポートランド子こ飼がいの地じ獄ごくの処しよ刑けいメイドだ！　礼儀を通さぬ来客には容よう赦しやがないぞ！


　そのカチューシャとエプロンは、今まで倒たおして来た来客の返り血で赤く染そまっているという！」


　……それ、もはやメイドじゃないような気がするけど……


　何にしろこっちはこうするまでっ！


　あたしは身構え、口の中で呪文を唱える。


　対するメイドもこちらの出で方かたを窺うかがうように間ま合あいを取る。


　にらみあっていた時間はさほど長くない。ほどなくあたしの呪文が完成した！


「翔封界レイ・ウイング！」


　またまた高速飛行の術で、相手を無む視しして廊下を奥へ！


　まともに相手をする必要はない。こっちの目的は変な使用人を倒すことではなく、ポートランドとカークスの身み柄がら確かく保ほなのだ。


　廊下をぶっ飛ばして階段を登り、踊おどり場で術を解除する。これでメイドとの距きよ離りはそれなりに開いたはず。


　次の呪文を唱えながら、階段の残りを駆け上がり、副評議長がいた窓の位置と館やかたの構こう造ぞうを頭の中で組み合わせ、どのドアがその部屋なのか、見けん当とうをつける。


「待てぇぇぇぇぇぇっ！」


　メイドの声があたしを追うが、頭が階段の所に見えはじめた時には、あたしはすでに、部屋のドアノブに手をかけていた。


　回せばカギがかかっていたが、もちろんそれも予想のうち！


「振動弾ダム・プラスっ！」


　ごがんっ！


　唱えていた術を使ってドアノブを砕くだき、部屋の中へと踏ふみ込めば、そこにはポートランド副評議長とカークスと──


　あと、メイドがびっしり二十人ほど！


「多おおッ！　メイド多ッ！」


　思わず叫さけぶのと同時に、こちらに殺さつ到とうしてくるメイドたち！　いずれも赤カチューシャに赤エプロンの戦せん闘とうスタイル！


　さすがにこの距離この人数を、ちぎっては投なげするのは不ふ可か能のうである。あたしは身をひるがえすと廊下を奥にダッシュして、距離を取りつつ、口の中で呪文を唱える。


「させるかぁぁぁぁぁぁっ！」


　殺到して来るメイドたち！　さらにその後ろからは。


「お前たちそこまでだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　階段を駆け上がってくる、モルト評議長とマグリッドさん、そして知らない顔の人たち何十人か！


　おそらく評議長の判断で、突とつ入にゆうしてきた魔道士協会の皆みな々みな様さま！


　大人数と大人数が、二階の廊下でぶつかり合った！


　とーぜん廊下は大だい混こん乱らん！


　大人数で混乱させて、どさくさまぎれに副評議長たちの身み柄がらをおさえる。それが評議長の考えで。


　大人数で混乱させて、どさくさまぎれに逃にげ出す。それが副評議長の考えで。


　二つのもくろみがぶつかって、その結果、双そう方ほうの予想を超こえた人数が廊下にひしめき合い、協会がわは副評議長たちに近づけもせず、副評議長は逃げようにも部屋からさえ出られない！


　もちろんあたしの方も平へい穏おんではない。メイドたちのうち何人かが押し寄せてきて──


　しかし追いつかれるより先に、あたしの呪文が完成した！


「みんな吹ふっ飛べ風波礫圧破デイミルアーウインっ！」





　づばごどぉぁぁぁぁぁん！





　あたしの放はなった風の一いち撃げきが、メイドと魔道士の群むれをはじいて飛ばす！


　吹っ飛ばした中には評議長やマグリッドさんも混まじっているが、ドアから出ていなかった副評議長とカークスは無ぶ事じ。


　そこに。


「あんたらも吹っ飛べキィィィィィィィィック！」


　どぼがっ！　とあたしの跳とび蹴げりが炸さく裂れつする！


『ぐぶへすっ!?』


　二人は同時に吹っ飛ぶが──同時に蹴ったぶんダメージが分ぶん散さんしたか、よろりふらりと身を起こしつつ、


「き……貴き様さま、正しよう気きか!?　仲間ごと……！」


　ポートランド副評議長の非ひ難なんの声に、対するあたしは傲ごう然ぜんと、


「やかましいっ！」


　スキをついたつもりか、後ろの方からそろりそろりと近づいていたメイドその一をふり向きもせずに蹴り倒たおし、あたりに響ひびく大きな声で、


「王サマの金に手をつけるよーな奴やつに正気を心配されるいわれはないっ！　へたすればあんたら、使用人を含ふくめて一いち族ぞく郎とう党ろう、首が飛とぶわよっ！」


　びくりっ、と。


　あたしのことばに、まだ残っていたメイドたちの体が小さく震ふるえ──


　うちの一人が、いきなり、がっし！　と後ろから、ポートランド副評議長を羽は交がい締じめにする！


「な、何をする!?　離はなせっ！」


　ポートランドはもがくが、メイドが離す気け配はいはない。


　その隣となりでは、別のメイドが、がしぃっ！　と、やはりカークスを羽交い締めにして、


「わたしたちは」


「わたしたちは」


「無実です」


「無実です」


　あたしが言った、首が飛ぶ、のことばが効きいたらしく、口々に無関係を訴うつたえはじめた。


　こうなれば。


　もはやポートランドに逃のがれる術すべはない。


「──ここまでだポートランドくん！」


　なんとか復ふつ活かつしたらしく、モルト評議長は、ちょっぴりふらふらしながらも部屋に入って来て──一瞬、文もん句くありそうな視し線せんをあたしの方へと向けるが、そんな場合じゃあないと思ってか、ポートランドをにらみつけ、


「すべてわかっている。もう、あきらめたまえ！」


「し……しかし評議長……！」


「言い訳わけは無用！　ことはきみの処しよ遇ぐうだけでは済すまんかもしれんのだぞ！」


「………………」


　一いつ喝かつに、ポートランドは力無くうなだれて。


「──待ってください」


　言って部屋へと入ってきたのはマグリッドさんだった。


　彼は、羽交い締めにされたポートランドの正面に立ち、


「ポートランド副評議長」


　呼よびかけにも、ポートランドは顔を上げようとはしない。


　マグリッドさんはかまわずに、


「あなたに、王より拝はい命めいしたキメラ作りの助力をお願いしたい」


「──な──？」


　さすがに驚おどろいて顔を上げるポートランド。


　マグリッドさんは、続いてカークスの方を向き、


「カークスくん。ポートランド副評議長への連絡、ご苦く労ろうだった。預あずけた支し度たく金きんはちゃんと持っているだろうね？」


「……え……？」


　マグリッドさんは肩かた越ごしに、モルト評議長とあたしに目をやると、


「──と、こういうことにすれば、何とか丸くおさまると思うんだが、どうだろう？」


　なるほど。そういうテがあるか。


　問いかけにざわつく、モルト評議長と魔道士のみなさん。


　評議長はとまどい顔で、


「……こちらとしては特に異い存ぞんはないが……いいのかね？　そちらの協会の方々は、それでは納なつ得とくせんだろう？」


「させますよ。


　カークスはこちらの協会の者です。ことが公おおやけになれば、こちらの協会にも累るいが及およぶかもしれません。そう説せつ明めいすれば、納得せざるを得えないでしょう」


　マグリッドさんは、ふたたびポートランドとカークスの方を向き、


「ただし。


　こういうことをした以上、穏おん便びんにおさめるといっても、二人には相応のペナルティを課かすことになる。


　ポートランド副評議長。キメラ制作にあたって、あなたにはかなり自じ腹ばらを切ってもらうことになるし、監かん視しの意味を含めて、ここにいるメイドさんたちの基本的な命めい令れい権けんと給料の支し払はらいはあなたのままで、人じん事じ権けんと上じよう位い命令権は、私かモルト評議長に委い譲じようしてもらうことになる。


　カークスくんも、今後は行動に監視がつき、減げん給きゆう処しよ理りということになるだろう。


　この条件に交こう渉しようの余よ地ちは無い。


　二人がそれを拒きよ否ひするのなら、ことを公にして、王の裁さばきを受け、良くて投とう獄ごく、ということになるが──どうする？」


　二に択たくをつきつけてはいるが、実じつ質しつ、彼らに選せん択たくの余地はない。


「……わかった……」


「それで……お願いします……」


　口々に言うと、二人はがっくりうなだれたのだった。





　かくて。一つの事件は終わった。


　いや、正せい確かくに言うのなら、事件は起きなかったことにされたわけだが。


　あたしはもちろん、じゅーぶんな依い頼らい料りようをもらって文もん句くなし。


　コロシアムのオープンに向けて準じゆん備びも進んでいるという。


　マグリッドさんの下で、ポートランドは、メイドに監視されつつキメラの制作にはげみ、カークスも小こ間ま使づかいとしてあちこち飛び回っているとか。


　……コロシアムがオープンしたら、試ためしに一度くらいは訪たずねてみるのもいいかもしれない。


　そんなことを思いつつ、あたしは旅たび路じについたのだった。







（失われた支し度たく金きんを求めて：おしまい）







　あとがき






神坂一＋Ｌ　　









作：近所では桜の新芽もほころびはじめ（十一月現在・実話）異常気象もここに極きわまる今日この頃。


　　スレイヤーズすぺしゃる三十巻『白はく銀ぎんの弾だん丸がん』をお届けしますっ！


Ｌ：そこはポジティブシンキングでっ！　早めに花見ができると思えばっ！


作：咲いてた。


Ｌ：……へ……？


作：花も咲いてた。十月くらいに一いち輪りんだけだけど。


　　もちろん温室とかじゃない、吹きっさらしの外にある桜な。


Ｌ：……うわぁ……それは……さすがにこの世界、本当になにかがマズいんじゃないかと思うんだけど……


作：しかしまあ、作者が子供の頃も、『あと三十年で石油は尽つきる』なんて言われていたけれど、いまだンな様子はないわけで。


　　今、地球温おん暖だん化かで数十年後はヤバいんじゃないか、とか言われてるけど、その時期になっても人間って奴は、温暖化による状況変化を乗り越えて、それはそれって感じでのうのうと暮らしてるかもしれません。


Ｌ：ま、逆に、ダメな時はどうあがいたってダメだろーし。


作：そうそう。滅ほろぶときは滅ぶんだし。


　　と、新年早々めでたい話題が続いた所でっ！


　　恒こう例れい、今年の年賀状っ！


Ｌ：そんな前フリがあるかぁぁぁぁぁっ！


　　今の話の一体どこがめでたかったのよっ！


作：新年早々桜のたよりが聞けるって、なんかおめでたいですよね？


Ｌ：めでたくないから。一切めでたくないから。


作：くぅっ。見けん解かいの相そう違いという奴か。


　　まあいいや。


　　というわけで、今年の年賀状は、


　　『ちびＬ、モン○ンで捕ほ獲かくクリアした時はこの立ち位置で終わるのが好き』をお送りします！


Ｌ：モ○ハンか。


作：モンハ○だ。（ピー）ＳＰ２な。


Ｌ：流は行やったもんねー。あのゲーム。


作：もうね。知り合いが片かたっ端ぱしから軒のき並なみやってるし。


　　私は商売がら、そんなに外出することも多くないんだけど、それでも駅のホームや大型スーパーのファーストフード店でやってる人を見かけるし。


Ｌ：ハマりすぎてアホみたいなプレイ時間になってる人もいるらしいけど。


　　で？　作者あんたはどれくらいやったわけ？


作：[image: ]っ……！　い……いえ？　私の総プレイタイムは二分半くらいですよ？


Ｌ：ほほう。


作：あ！　でも、ほら！


　　やっぱり、世の中でどういうものが流行しているのか実際に体験してみないと！


　　つまり市場調査という奴だっ！


　　そんなことよりこの本の話だよこの本の！


Ｌ：……そこまでゲームのプレイタイムにツッコミ入れられたくないわけ……？


　　まあいいけど……


　　でも今回のタイトルになってる話でもそーだけど、作者あんたの書く話だと、雪が降ってると絶対積もってるわね。


　　ちらついてるだけ、っていうのが記憶にないんだけど。


作：あれ？　そーだっけ……？


　　んー、まあ、生まれ育ちが、そこそこ雪の積もる地方だったからなー。


Ｌ：家の出入りは二階の窓から、って奴？


作：いやそこまでは。積もってもせいぜい、むこうずねとか膝ひざあたりだけど。


　　おかげで、雪が降る＝積もるって図式が頭の中にできてるんだろうな。


　　雪が積もっても通学列車はほぼ定時で出たし、みんな自転車で、車のタイヤが踏ふみ固めた跡を走って駅まで来てたし。


Ｌ：なんかそれ、ハンドル操そう作さをちょっと間違えると倒れそうねー……


作：倒れますよ？


　　友人の一人が「途中でコケたー」とか言いながら、頭からダラダラ血ィ流しつつ列車に乗り込んできたこともありました。


Ｌ：う……うわぁ……


作：雪のせいで列車が隣となりの駅で止まって、歩いても三十分くらいだから歩いて帰ろうって話になったり。


　　あの帰り道、雪降る中で小川に佇たたずんでた白しら鷺さぎはきれいだったなー。


Ｌ：いや……なんか聞いてると、むしろ雪が嫌いになるエピソードのような気が……


作：たしかに寒いし冷たいし、いろいろ面めん倒どうなこともあるけれど、綺き麗れいだし、なんか好きなんだよなー。


　　積もらなくても降るだけで、なんかテンションが上がって、つい隣駅まで傘かさもささずに散歩して、部屋に帰ってから体がめちゃめちゃ冷えているのに気づいたりすることもあるし。


Ｌ：そこまで好きかっ!?


あ、それなら。（ポーチの中をあさりつつ）そんな雪大好きな作ひ者とにぴったりのものを、たまたま持って来ています。


作：………………なんかすごーくイヤな予感がするんだが……


　　どーせ、マグロ船の冷凍庫、とか言い出すんだろ？


Ｌ：ううん。厳げん冬とうの北アルプス山中。


作：なんでンなもんがポーチの中……!?





　ビヨォォォォォォォォォォォォォ……





Ｌ：わあ。すごい吹雪ふぶき。


　　木じゃないモノにはりついた氷も樹じゆ氷ひようって呼んでいーんだろーか？


　　けどまあこういう場合、「大自然の猛もう威いを甘く見たツケ」とかなんとか言っとけば丸くおさまるのよねー。


　　みんなは山に登る時、ビバーク用の装そう備びは十分にね。


　　あ、救援隊を呼んだらあとで経費は請求されるから注意してね。


　　それじゃあみなさん、またどこかの冬山でお会いしましょー♪







（あとがき：おしまい）
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